


















































































昭和 49年 10月 10 日 広 報 め い わ 第 157号 (4) 

村
で
は
九
月
十
四
日
、
村
長
・
民
生

委
員
、
地
元
区
長
さ
ん
ら
が
八
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
を
慰
問
。

▼長寿を祝う

村
や
県
な
ど
か
ら
敬
老
年
金
・
祝
品
·

茶
果
そ
れ
に
慶
祝
状
（
八
十
五
歳
以
上
）

を
お
く
り
長
痔
を
祝
い
ま
し
た
。

立
二

ュ
ー
ス

▲排気ガス検査約二割がオーバー

館
林
符
察
署
が

自
動
車
業
者
の
協

力
を
え
て
、
自
動

車
の
排
気
ガ
ス

(
C
o
)

検
査
を
九

月
二
十
五
日
、
新

里
の
裔
工
会
館
前

で
行
い
、
約
二
割

が
基
準
を
オ
ー
バ

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
内
、
六
台

が
四
・
五
％
以
上

で
贅
告
。
七
台
が

六
％
以
上
で
整
備

警
告
を
行
い
、
中

に
は
九
％
の
一
酸

化
炭
素
を
排
出
し

て
い
た
ひ
ど
い
自

動
車
も
あ
り
ま
し

た
。

板
倉
町
飯
野
部
落
と
斗
合
田
の
境
の

第
二
谷
田
川
排
水
機
場
の
隣
り
に
、
新

鋭
の
谷
田
川
排
水
機
場
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
竣
工
式
が
九
月
二
十
日
に
行
わ

秋
の
行
楽
シ
ー
ス
ン
か
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
例
年
、
事
故
が

多
く
発
生
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
事
故
の
な
い
楽
し
い
ト
ラ
イ
フ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

出
発
前
の
準
備

＠
無
理
の
な
い
ド
ラ
イ
フ
計
画
を
た

て
、
目
的
地
ま
で
の
コ
ー
ス
を
よ
く

調
ぺ
て
お
く

C

＠
疲
れ
て
い
た
ら
運
転
し
な
い
。

＠
車
輌
の
点
検
は
確
実
に
行
う
。

フ
レ
i
キ
、
ハ
ン
ド
ル
、
空
気
圧
、

方
向
指
示
器
等
は
特
に
庄
意
を
。

行
楽
シ

ー
ズ
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

ン れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

工
事
は
昭
和
四
十
六
年
に
建
設
省
が

着
手
し
、
機
場
・
導
水
管
・
ポ
ン
プ
の

設
置
•
そ
れ
に
関
連
工
事
と
し
て
導
水

路
、
橋
り
ょ
う
架
設
・
邑
楽
用
水
跨

等
の
建
設
を
約
四
カ
年
の
歳
月
と
エ

費
約
十
三
億
円
を
か
け
て
完
成
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
機
場
は
、
出
水
ど
き
に
は
三

台
の
ポ
ン
プ
を
運
転
し
て
、
谷
田
川

流
域
の
内
水
排
除
に
新
た
な
機
能
を

発
揮
す
る
も
の
で
す
。
排
水
能
力
は

現
在
、
毎
秒
三
十
ト
ン
で
す
が
、
昭

和
五
十
年
以
降
に
は
あ
と
二
台
の
ポ

ン
。
フ
を
取
り
付
け
、
排
水
能
力
は
毎

秒
五
十
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

谷
田
川
第
二
排
水
機
場
は
、
当
初

の
目
的
で
あ
る
鶴
生
田
川
の
排
水
専

用
に
使
わ
れ
ま
す
。

運
転
に
際
し
て
の
注
意

⑥
交
通
の
流
れ
に
応
し
た
速
度
で
運

転
す
る
。
こ
れ
を
乱
す
車
が
あ
っ
て

も
冷
静
に
そ
の
影
響
を
避
け
、
ま
た
、

周
囲
の
車
に
迷
わ
く
を
か
け
る
割
り

込
み
等
は
絶
対
に
し
な
い
。

⑥
速
度
に
応
じ
た
車
間
距
離
を
。

乾
燥
し
た
舗
装
道
路
で
は
、
速
度
計

の
読
み
の
半
分
以
上
（
例
え
ば
、
速

度
計
が
四
十
キ
ロ
い
い
の
場
合
は
、
ニ

十
い
以
上
）
の
間
隔
を
。

⑥
路
肩
を
走
行
し
な
い
。
路
肩
が
不

明
瞭
な
場
合
、
山
間
部
の
道
路
等
で

谷
田
川
排
水
機
場
が
完
成

毎
秒
三
十
ト
ン
の
能
力

問
水
道
料
金
か
月
に
よ
っ
て
大
幅

な
ち
か
い
か
あ
る
の
は
と
う
し
て
て

し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
計
算
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
(
-
主
婦
）

答
従
来
、
毎
月
検
針
を
行
い
ま
し

た
が
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら
三

カ
月
に
一
回
の
隔
月
検
針
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
前
ニ
カ
月
を

検
針
し
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ご
使

用
水
量
が
不
明
で
す
。
そ
こ
で
、
三

カ
月
目
の
精
算
月
の
料
金
が
多
額
に

な
ら
な
い
よ
う
ニ
カ
月
間
の
料
金
は
、

各
使
用
者
の
過
去
前
年
同
期
の
実
績

等
か
ら
推
定
し
て
暫
定
の
料
金
で
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
、
三

カ
月
目
に
検
針
し
、
三
ヵ
月
間
の
ご

使
用
水
鼠
（
料
金
）
が
確
定
し
ま
す

の
で
、
前
ニ
カ
月
分
の
料
金
を
差
し

引
い
た
金
額
を
精
算
料
金
の
か
た
ち

で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ご
質
問
の
よ
う
に
差
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
計
算
方
法
を
例
記
し
ま
す
。

（前年同期の平均使用水量が15而の家庭の場合）

基本料金 超過料金 水道料金
月分 水旦 10水立方量米まで 器1 カ代月 計 1 立方米当り 40円 計

摘 要

6 月分 15m' 350円 50F] 4腐 200円 600 闘翡年同期による

7 月分 15 、9 350 50 400 200 600 同 上

8 月分 30,' 350 50 400 800 1,200 検針による確定数量

円
150Fl 

` 
1,200 円 2,400円計 60,' 1,050 

（
一
般
家
庭
用
）

三
カ
月
間
（
七
月
下
旬
検
針
）
の

使
用
水
量
が
六
十
立
方
]
い
と
仮
定
し

ま
す
と
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
が
月
に
よ
っ
て
大
幅
な
ち
が
い
が

は
特
に
注
意
を
。

⑥
子
と
も
の
側
方
を
通
過
す
る
と
き

は
特
別
な
注
意
を
払
う
。
子
ど
も
は
、

予
測
し
難
い
動
き
を
す
る
の
で
、
子

ど
も
と
車
の
距
離
を
十
分
保
ち
、
車

の
ス
ピ
ー
ド
に
十
分
注
意
す
る
。

⑥
長
い
下
り
坂
で
ギ
ヤ
を
抜
い
て
走

行
し
な
い
。

フ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
と
き
、
車
が
尻

を
振
っ
た
り
、
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

＠
前
車
の
速
度
が
遅
く
て
も
、
後
か

ら
せ
き
た
て
た
り
し
な
い
。
道
路
や

交
通
の
状
況
が
追
越
し
に
適
当
な
条

件
と
な
る
ま
で
あ
せ
ら
ず
待
つ
。

⑥
ヘ
ル
メ
ノ
ト
や
坐
席
ベ
ル
ト
の
着

用
を
習
慣
づ
け
る
。

＠
横
断
歩
道
の
手
前
で
止
っ
て
い
る

車
が
あ
る
と
き
は
、
歩
行
者
が
い
る

も
の
と
考
え
て
速
度
を
落
し
、
注
意

し
な
が
ら
通
り
抜
け
る
。
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x

税
率

特
別
控
除
額
は
、
ふ
つ
う
百
万
円

で
す
が
、
譲
渡
の
態
様
に
よ
っ
て

特
別
控
除
額
が
変
り
ま
す
。

税
率
は
昭
和
四
十
九
•
五
十
年
中

に
譲
渡
し
た
場
合
は
二
0
％
で
す
。

口
短
期
譲
渡
の
税
額
は
、
次
の
二

土
地
や
建
物
を
手
数
料
な
ど
で
す
が
、
不
明
の
場
合

売
っ
た
と
き
の
利
や
、
譲
渡
価
額
の
五
％
よ
り
少
な
い

益
を
譲
渡
所
得
と
場
合
は
、
取
得
費
を
譲
渡
価
額
の
五

い
い
、
こ
れ
に
対
％
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
て
税
金
が
か
A

す
。

り
ま
す
が
、
譲
渡
譲
渡
費
用
は
、
譲
渡
の
た
め
に
直

所
得
に
つ
い
て
説
接
支
出
し
た
費
用
で
、
仲
介
手
数
料
、

明
し
ま
し
ょ
う
。
測
量
費
な
ど
で
す
。

一
、
一
般
の
譲
渡
譲
渡
所
得
は
、
売
っ
た
資
産
を
所

の
場
合
有
し
て
い
た
期
間
に
よ
っ
て
、
長
期

譲
渡
所
得
は
譲
渡
所
得
と
短
期
譲
渡
所
得
に
区
分

次
の
算
式
に
よ
し
、
異
な
っ
た
方
法
で
税
金
を
計
算
青
年
団
（
団
長

1
1

新
井
重
行
さ
ん
）

っ
て
計
算
し
ま
し
ま
す
。
主
催
の
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
が
中
学
校

す
。
長
期
譲
渡
所
得
は
、
昭
和
四
十
三
体
育
館
で
、
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
毎

譲
渡
所
得
1
1

年
以
前
に
、
ま
た
、
短
期
譲
渡
所
得
週
水
曜
日
、
関
東
短
期
大
学
ダ
ン
ス
部

譲
渡
価
格
ー
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
後
に
取
得
し

O
B

を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ
て
い
ま

（
取
得
費
＋
た
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
の
譲
す
。

譲
渡
費
用
）
渡
所
得
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、
社
交
の
一
っ
と
し

取
得
費
は
、
売
曰
長
期
譲
渡
の
税
額
は
次
の
算
式
て
、
フ
ル
ー
ス
・
マ
ン
ボ
・
ジ
ル
ハ
・

っ
た
資
産
の
購
に
よ
っ
て
計
算
し
ま
す
。
ワ
ル
ツ
等
を
お
ば
え
て
も
ら
い
、
ダ
ン

入
代
金
や
購
入
税
額

1
1

（
譲
渡
所
得
ー
特
別
控
除
）
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
タ
ン
ス
ホ
ー
ル
等
で

,
'
會
｀
烏
・
△
ー
、
、
：
＇
‘
‘
‘
9
ヽ
ヽ
；
ヽ
ヽ
9
ー
、
、
ー
、
、
’
.
,
;
;
‘
、
i
,
t
‘
‘
‘
‘
;
‘
i
‘
v

且
翡
岩
藩
淵
誰
送
・
児
童
の
問
題
·
老
人
の
問
題
・
母
i

塵
冒
鬱
国
』
』
[
[
長
汀
正

等
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
も
ち

9ヽ

十
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
ろ
ん
秘
密
は
守
り
ま
す
。
そ
し
て
無
料

0

で
す
。
一

ｷ
 

一
本
村
で
は
毎
月
十
五
日
を
行
政
相
談
行
政
相
談
で
は
、
年
金
・
保
険
・
環
日
時
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

ｷ
 

ー
と
定
め
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
境
衛
生
・
農
地
・
郵
便
・
道
路
・
交
通
＋
月
二
十
一
日
農
協
第
一
事
業
所
一

ー
に
本
月
は
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
．
住
宅
•
河
川
・
公
害
そ
の
他
一
般
認
＋
月
二
十
三
日
東
部
児
童
館
一

了
―
週
間
を
行
政
相
談
週
間
と
し
て
、
可
な
ど
行
政
庁
の
仕
事
に
つ
い
て
の
相
十
月
二
十
五
日
役
場
第
一
会
議
室
一

ヽ
あ
る
く
行
政
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
。
談
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
取
扱
い
ま
す
。
時
間
は
各
会
比
と
も
午
前
十
時
か
ら
一

一
こ
れ
と
併
せ
て
人
権
相
談
と
心
配
ご
と
又
人
権
相
談
で
は
、
結
婚
離
婚
の
問
午
後
一
一
時
ま
で
で
す
。

99
 

ヽ
相
談
も
お
こ
な
い
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な
題
、
家
庭
の
問
題
・
近
隣
者
と
の
問
題
相
談
員
は
—

0

-

0

小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
ご
相
交
通
事
故
の
問
題
・
相
続
の
問
題
・
職
行
政
相
談
員
鯉
沼
利
三
郎
（
大
佐
貫
）
，

0

9

 

一
談
く
だ
さ
い
。
場
で
の
問
題
そ
の
他
強
要
・
妨
害
・

1
1恭
人
権
相
談
員
野
本
竹
蔵
（
千
津
井
）
一

0

行
・
虐
待
・
不
当
な
あ
つ
か
い
を
う
け
人
権
相
談
員
坂
上
千
枝
子
（
中
谷
）
·

一

9

こ
J
は
ど
ん
な
こ
と
を
相
談
す
る
の
か
と
て
困
っ
て
い
る
等
で
す
。
又
心
配
ご
と
心
配
ご
と
相
談
員
は
地
域
の
民
生
こ

一
い
い
ま
す
と
相
談
と
は
生
活
保
護
・
家
庭
の
中
の
間
（
児
童
）
委
員
と
役
場
担
当
職
員
で

4

o

e

 

へ
9
'
、
烏
＇
ヽ
り
ヽ
り
ヽ
t
~
‘
,
,
t
り
ヽ
り
ヽ
~
9
烏
ヽ
烏
＇
、
~
ヽ
~
ヽ
ヽ
＇
ヽ
・
烏
＇
、
烏
＇
、
烏
＇
、
~
ヽ
り
ヽ
り
ヽ
ヽ
＇
ヽ
り
ヽ
~
ヽ
~
ヽ
り
‘
t
`
‘
,
‘
烏
＇
、
烏
'
,
t
゜

土地や建物を

売ったときの税金

つ
の
方
法
で
計
算
し
た
金
額
の

高
い
方
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

イ
譲
渡
所
得
の
四

0
％
相
当
額

ロ
譲
渡
所
得
と
ほ
か
の
所
得
を

合
計
し
て
通
常
の
計
算
方
法
で

算
出
し
た
税
額
の
う
ち
、
譲
渡

所
得
に
対
応
す
る
税
額
の
一
―

ダ
ン
ス
講
習
会
は
じ
ま
る

大
好
評
を
う
け
約
六
十
名
参
加

楽
し
く
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
過

せ
る
よ
う
に
と
い
う
ね
ら
い

で
開
催
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

三
日
に
最
初
の
講
習
会
が

行
わ
れ
、
約
六
十
名
の
男
女

か
講
習
を
う
け
大
好
評
。
講

師
の
掛
声
に
合
わ
せ
て
熟
心

に
一
ス
ロ
ー
・
ス
ロ
ー
・
ク

イ
ソ
ク
・
ク
ィ
ッ
ク
」
と
ス

テ
ノ
。
フ
を
踏
ん
で
い
ま
し
た
。

た
だ
、
男
性
が
少
し
足
り
な

く
、
女
性
が
も
て
あ
ま
し
ぎ

み
で
し
た
の
で
、
男
性
の
方

は
講
習
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
講
習
料

は
三
カ
月
五
百
円
で
す
。

最
近
、
本
村
に
も
ド
ロ
ボ
ー
が
横
行

し
、
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

時
間
は
主
と
し
て
夜
中
の
午
前0
符

ご
ろ
か
ら
朝
方
の
五
時
ご
ろ
ま
で
の
間

で
、
犯
人
は
家
の
カ
ギ
を
か
け
忘
れ
た

“ 

窓
や
ド
ラ
イ
バ
ー
で
ガ
ラ
ス
戸
な
ど
を

こ
じ
あ
け
て
侵
入
し
、
現
金
や
貴
金
属

を
盗
み
、
そ
の
他
庭
先
な
ど
に
駐
車
中

の
車
の
カ
ギ
を
か
け
忘
れ
た
ド
ア
を
あ

け
て
車
内
を
荒
し
、
現
金
な
ど
を
盗
ん で

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
守
り
、
被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
一
戸
締
ま
り
を
し
た
あ
と
で
も
寝
る

前
に
は
か
な
ら
ず
も
う
一
度
戸
締
ま

り
や
カ
ギ
を
か
け
た
か
を
た
し
か
め

る
こ
と
。

④
戸
締
ま
り
は
、
一
っ
の
カ
ギ
だ
け

に
た
よ
ら
ず
、
他
の
カ
ギ
も
利
用
す

る
こ
と
。

あ
な
た
の
家
は
ね
ら
わ
れ
て
い
る

カ
ギ
締
め
を
完
全
に

0
％
相
当
額

短
期
譲
渡
に
は
百
万
円
の
特
別

控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
事
業
用
に
使
用
し
て
い
る
特
定
の

土
地
や
建
物
を
譲
渡
し
、
一
定
の
期

間
内
に
、
事
業
用
に
使
用
す
る
特
定

の
資
産
を
取
得
し
た
場
合
は
、
税
金

の
計
算
に
特
冽
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

三
、
現
に
自
分
が
住
ん
で
い
る
建
物
や

敷
地
を
売
っ
た
場
合
、
一
定
の
条
件

に
該
当
す
る
と
き
は
一
千
七
百
万
円

の
特
別
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

◎
庭
先
な
ど
に
駐
車
し
て
お
く
車
に

は
現
金
な
ど
を
お
か
ず
、
ド
ア
の
カ

ギ
は
か
け
て
お
く
こ
と
。

◎
家
の
中
を
よ
く
整
理
し
て
、
現
金

や
貴
重
品
は
犯
人
の
気
づ
か
な
い
と

こ
ろ
に
置
く
こ
と
。

◎
家
を
『
る
す
』
に
す
る
と
き
は
、

か
な
ら
ず
隣
近
所
に
よ
く
頼
む
こ
と
。

◎
る
す
の
家
や
そ
の
付
近
を
回
っ
た

り
、
う
ろ
つ
い
た
り
出
入
し
て
い
る

不
審
な
男
を
見
た
と
き
は
―

-
0
番

で
替
察
に
連
絡
す
る
こ
と
。

⑤
被
害
に
あ
っ
た
ら
現
場
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
す
ぐ
―

-
0
番
で
誓
察
に

連
絡
す
る
こ
と
。

（
館
林
替
察
署
）

生
活
の
知
恵

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

一
、
目
に
ご
み
が
入
っ
た
ら

ど
ん
な
場
合
で
も
目
を
こ
す
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
上
ま
ぶ
た
の
上
を
な
で
て

涙
を
出
し
ま
す
と
、
ご
み
も
一
緒
に
出

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
針
で
さ
さ

れ
た
よ
う
に
チ
ク
チ
ク
す
る
痛
み
が
あ

る
と
き
は
、
目
に
ご
み
が
つ
き
さ
さ
っ

て
い
る
心
配
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
す
ぐ

に
眼
医
者
さ
ん
に
見
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
耳
に
虫
が
は
い
っ
た
ら

あ
わ
て
て
、
指
や
マ
ッ
チ
棒
な
ど
で
耳

の
中
を
が
り
が
り
か
い
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
か
い
中
電
灯
を
耳
に
ピ
タ
リ
く
っ

つ
け
て
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
耳
り
中

を
照
ら
し
ま
す
と
、
虫
は
光
に
さ
そ
わ

れ
て
外
に
出
て
き
ま
す
。
ま
た
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
を
耳
の
中
に
綿
で
少
し
た

ら
し
て
も
い
い
よ
う
で
す
。

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 
「
村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る
記
」
は
都
合

に
よ
り
休
み
ま
し
た
。
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成
人
野
球
大
会
は
、
西
小
・
明
中
の

二
会
場
で
八
月
十
八
日
、
予
載
が
行
わ

れ
て
以
来
、
雨
の
た
め
二
週
の
日
曜
日

が
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
う

や
く
、
三
週
目
の
九
月
八
日
に
晴
れ
ま

し
た
が
、
気
抜
け
も
な
く
優
勝
を
か
け

て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
矢
島
が
四
度
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
こ
と
し
で
十
七
回
目
。

回
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
盛
ん
に
な
り
、

昨
年
よ
り
六
チ
ー
ム
多
い
二
十
チ
ー
ム

が
参
加
。
十
八
日
は
十
二
試
合
を
行
い
、

七
チ
ー
ム
が
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
八
日

は
準
々
決
勝
か
ら
始
め
ら
れ
、
決
勝
に

近
づ
く
に
つ
れ
て
好
試
合
を
展
開
し
、

応
援
も
さ
か
ん
。

中
で
も
決
勝
の
矢
島
対
特
殊
電
装
は

決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
く
、
四
回
の
表
に

特
電
が
二
点
を
先
取
す
れ
ば
、
そ
の
裏

矢
島
が
二
点
を
返
し
、
た
ち
ま
ち
同
点
。

三
｀
i
 

野
球
大
会

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
二
試
合
を
投
げ
続

け
、
た
く
み
に
コ
ー
ナ
を
つ
い
て
抑
え

て
き
た
特
電
の
ピ
ノ
チ
ャ
ー
も
疲
れ
が

出
た
の
か
、
六
回
裏
、
長
打
と
守
備
の

み
だ
れ
で
三
点
を
取
ら
れ
、
五
対
二
で

矢
島
が
優
勝
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

＠
試
合
の
結
果

▼
優
勝
矢
島
▼
準
優
勝
特
殊
電

装
マ
ニ
位
大
幸
化
成
橋
本
産
業

◎
個
人
賞
（
敬
称
略
）

最
優
秀
選
手
賞
新
井
悌
介
（
矢
島
）

最
優
秀
投
手
賞
田
中
孝
次
郎
（
矢
島
）

敢
闘
賞
坂
本
好
孝
（
特
殊
電
装
）

社
会
貢
献
者

と
し
て
表
彰

坂
上
千
枝
子
さ
ん

日
本
顕
彰
会
主
催
に
よ
る
第
四
回
社

会
貢
献
者
表
彰
式
が
、
九
月
二
十
六
日

中
谷

矢島が4度目の優勝

20チーム参加して大熱戦

東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
常

陸
宮
御
夫
妻
御
臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ

席
上
、
中
谷
の
坂
上
千
枝
子
（
六
十
オ
）

さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
発

展
の
た
め
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
晴

れ
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

館
林
高
等
職
業
訓
練
校

の
入
校
生
募
集

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

ひ
た
恋
ふ
る
静
御
前
の
想
ひ
み
つ
若
宮

堂
に
雨
雲
の
垂
る

岡
安
ふ
み

背
戸
に
出
で
濯
ぎ
も
の
せ
る
吾
が
腕
に

薮
蚊
の
た
か
る
を
濡
れ
し
手
で
打
つ

中
島
あ
い
子

吸
入
器
泡
立
つ
音
が
は
っ
き
り
と
兄
の

容
態
見
つ
め
つ
、
な
が
し

細
田
武
子

落
日
に
し
づ
も
る
墓
標
ス
カ
ン
ポ
の
赤

き
が
匂
ふ
三
七
の
忌
に

高
橋
正
枝

髪
な
が
き
少
女
木
蔭
の
プ
ラ
ン
コ
に
大

き
く
揺
れ
て
見
え
つ
か
く
れ
つ

富
塚
富
江

磯
洗
ふ
波
に
た
ゆ
た
ふ
海
く
さ
は
旅
来

し
吾
の
素
足
に
か
ら
む
男
鹿
半
島
）

◇
高
等
訓
練
課
程
◇

▼
機
械
製
図
課
●
入
校
資
格
高
卒

以
上
●
受
付
十
月
三
十
一
日
ま

で
。

◇
専
修
訓
練
課
程
◇

▼
機
械
科
▼
板
金
科
▼
自
動
車
整

備
課
●
入
校
資
格
中
卒
者
以
上

●
受
付
来
年
一
月
十
日
ま
で

募
集
人
員
は
各
科
と
も
三
十
名
で
、

訓
練
期
間
は
来
年
四
月
か
ら
一
年
間
で

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
館
林
高
等
職
業

訓
練
校
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
電
話

1
1
館
林
ニ
ー
0
ニ
ニ
九

こ
ま
っ
て
い
る
方
に
貸
付

最
高
三
万
円
ま
で
（
無
利
子
）

社
会
福
祉
協
議
会
は
九
月
二
十
五
日
利
子
で
す
。

役
場
で
理
事
会
を
開
き
社
会
福
祉
協
議
貸
付
対
象

会
基
金
貸
付
制
度
を
十
月
一
日
か
ら
発
村
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
今
後
も

足
す
る
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。
引
続
き
一
年
以
上
居
住
す
る
と
見
込
ま

貸
付
基
金
は
、
小
松
原
村
長
さ
ん
と
れ
る
者
で
、
資
金
の
活
用
に
よ
り
独
立

久
保
庭
丈
助
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
自
活
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
を
対

祉
協
議
会
に
三
十
万
円
の
寄
付
を
し
た
象
と
し
ま
す
。

も
の
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
貸
付
資
金
の
種
類

こ
の
制
度
は
、
低
所
得
者
世
帯
等
に
▼
小
松
原
生
活
福
祉
基
金

対
し
、
資
金
の
貸
付
け
と
必
要
な
援
助
生
業
・
就
職
•
生
活
・
葬
祭
な
ど
の

指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
済
必
要
な
経
費

的
自
立
と
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
を
は
▼
久
保
庭
医
療
福
祉
基
金

か
り
、
安
定
し
た
生
活
を
お
く
れ
る
よ
医
療
・
出
産
・
そ
の
他
必
要
に
せ
ま

う
に
と
い
う
ね
ら
い
で
で
き
た
も
の
で
ら
れ
て
い
る
一
時
的
な
経
費

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
に
お

貸
付
額
は
最
高
三
万
円
。
利
率
は
無
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

文

芸

欄

▼
妊
婦
検
診

1
7日
（
第
三
木
曜
日

▼
育
児
相
談

2
4日
（
第
四
木
曜
日

い
ま
の
し
尿
汲
み
取
り
料
金
は
、
昭

和
四
十
八
年
七
月
に
改
め
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
後
経
済
情
勢
の
急
変
、
労
働

賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
の
事
情
に
よ
り

や
む
を
得
ず
十
一
月
一
日
か
ら
、
次
の

よ
う
に
変
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
改
定
料
金

十
八
リ
ッ
ト
ル
四
十
五
円
を
『
六
十

円
』
に

▼
す
で
に
購
入
ず
み
の
汲
み
取
り
券

の
取
り
扱
い
方
法
は

購
入
ず
み
の
汲
み
取
り
券
を
、
十
一

月
一
日
以
降
に
も
ち
越
さ
れ
た
場
合
は
、

変
わ
っ
た
料
金
と
の
差
額
を
現
金
で
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
、
館
林
衛
生
施

設
組
合
（
電
話
館
林
ロ
一
六
二
四
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

し
尿
く
み
取
り

料
金
が
改
正

1
月

1

日
か
ら

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
で
す
。

交
通
事
故
出
張
相
談

▼
日
時
十
月
十
七
日
（
木
）
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

共
同
募
金
運
動
も
、
皆
さ
ま
方
の
深

い
御
理
解
と
、
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に

よ
り
、
毎
年
良
好
な
成
績
で
、
完
遂
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に

こ
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
村
民
の

皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
村
県
民
税
第
三
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
、
利
根
加
用

水
組
合
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水

道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
九
日
役
場
第
一
会
議
室

三
十
日
東
部
児
童
館

ヶ
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

ヶ
矢
島
公
民
館

ミ
い
／
い

なき
回
凹

『
北
ハ

しぁナ
~, 

すた
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第
十
九
回

で
村
民
体
育
祭

カ
十
一
月
三

日
、
明
和
中

まり
学
校
で
行
わ

ま
し
た
。

し
に
く
の

寄
ぃ
‘

年
曇
り
空
で
、

お
塁
ぃ
一
日

で
し
た
が
、

園
児
か
ら
お

ら~ ヵ
年
寄
り
ま
で

日
し
約
二
千
三
百

I

J
名
が
参
加
し

園
て
、
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

回
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
盛
ん
に
な
り

部
落
対
抗
の
張
り
合
い
も
出
て
、
今
年

こ
そ
は
優
勝
だ
と
区
長
さ
ん
を
中
心
に

各
部
落
と
も
大
張
り
切
り
。

宝
さ
が
し
や
夢
よ
も
う
一
度
な
ど
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
て
き
な
競
技
、
園
児

の
か
わ
い
い
遊
戯
、
婦
人
グ
ル
ー
プ
の

民
謡
踊
り
、
そ
れ
に
得
点
競
技
十
四
種

よ
し
な
し
ご
と

「
汝
自
身
を
知
れ
。
」
ギ
リ
シ
ャ

の
ア
ポ
ロ
ン
の
神
殿
に
掲
げ
ら
れ

た
言
葉
で
有
名
な
哲
学
者
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
活
動
の
基
本
を
な
し
た
言

葉
で
あ
る
。
自
分
自
身
を
知
る
。

自
の
ほ
ど
を
知
る
こ
と
は
極
め
て

大
切
で
あ
る
が
仲
々
困
難
な
こ
と

で
も
あ
る
。

私
ど
も
は
自
分
自
身
を
よ
く
見

つ
め
て
、
自
問
自
答
を
繰
り
返
し

自
分
の
力
を
知
っ
て
無
理
の
な
い

姿
で
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
敗

も
少
な
く
好
ま
し
い
歩
み
が
生
れ

る
と
思
う
。

目
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

部
落
対
抗
は
、
最
後
ま
で
南
大
島
、

斗
合
田
、
新
里
の
せ
り
合
い
が
続
い
た

が
底
力
の
あ
る
南
大
島
が
四
度
目
の
優

勝
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

呼
ぴ
も
の
の
綱
引
き
は
‘
準
決
勝
で

昨
年
優
勝
の
南
大
島
と
雪
辱
し
よ
う
と

す
る
新
里
が
対
戦
。
両
部
落
の
区
長
さ

ん
と
も
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
に
「
勝
ち
ま
す

」
と
自
信
ま
ん
ま
ん
。
三
回
戦
の
決
勝

に
持
ち
込
ま
れ
た
が
大
戦
戦
の
す
え
新

里
が
勝
ち
ま
し
た
。

決
勝
は
斗
合
田
と

対
戦
し
た
が
新
里

が
楽
に
勝
ち
一
位

に
な
り
ま
し
た
。

部
落
対
抗
の
結
果

（
上
位
六
位
以
上
）

●
優
勝
南
大
島
、

●
準
優
勝
斗
合

田
、
●
三
位
新

里
、
●
四
位
田

島
、
●
五
位
大

佐
貫
‘
●
六
位

千
津
井
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村
民
の
皆
さ
ま
、
大
へ
ん
失
礼
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
広
報
紙
を
通
じ

村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
十
月
二
十
日
に
執
行
さ
れ
ま

し
た
任
期
満
了
に
伴
う
明
和
村
長
選

挙
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
格
別
な
る
ご
支
援
と
、
温
か

い
ご
指
導
を
た
ま
わ
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
蔭
を
も
っ
て
、
不
肖
私
無
競
争

当
選
と
い
う
輝
か
し
ぃ
栄
誉
に
浴
す

長
い
間
、
村
民
の
健
康
管
理
に
つ
く

し
て
き
た
森
田
勝
太
郎
さ
ん
（
医
師
）

は
、
九
月
い
っ
ぱ
い
で
中
谷
の
出
張
診

療
所
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

森
田
先
生
は
出
張
診
療
所
を
閉
鎖
し

た
く
な
い
の
で
す
か
、
年
齢
か
八
十
八

歳
と
い
う
こ
と
で
、
身
体
か
い
う
こ
と

を
き
か
な
く
閉
鎖
を
決
意
。

今
後
は
カ
メ
ラ
を
友
に
大
自
然
の
巧

妙
を
探
り
、
光
芸
の
妙
趣
に
余
生
を
送

り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

大
正
二
年
か
ら
現
在
ま
で
の
六
十

明
和
村
長
と
し
て
初
登
庁
を
い
た
し
、

今
更
な
が
ら
‘
責
務
の
重
か
つ
大
な

る
を
ひ
し
ひ
し
と
身
に
感
じ
、
九
干

人
余
の
明
和
住
民
の
代
表
者
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

ヽ
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中
谷
の
出
張
診
療
所
を
閉
鎖

注
し
て
村
勢
発
展
と
住
民
福
祉
向
上

の
た
め
に
努
力
を
続
け
て
行
き
た
い

と
考
え
て
居
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
私
は
、
八
年
間
立
派
に
成
し

遂
げ
て
き
た
小
松
原
村
政
を
き
ち
ん

と
受
け
継
ぎ
ま
し
て
前
村
長
に
対
し

年
間
、
本
村
の
病
む
人
の
友
に
な
り
、

多
く
の
患
者
を
治
療
。
患
者
か
ら
は
森

田
先
生
で
な
け
れ
ば
治
療
し
て
も
ら
わ

な
い
と
い
い
ほ
ど
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

こ
。f
 ま

た
‘
校
医
と
し
て
五
十
一
年
余
に

わ
た
り
、
本
村
の
児
童
生
徒
の
健
康
管

理
に
寄
与
し
、
保
健
行
政
の
向
上
に
つ

く
さ
れ
た
こ
と
で
、
昨
年
、
村
政
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
は
‘
勲
五
等
瑞
宝
章
に
叙
せ

ら
れ
る
と
い
う
大
栄
誉
に
も
よ
く
し
て

い
ま
す
。

要
す
る
に
先
生
は
医
師
と
し
て
、
永

年
に
わ
た
リ
、
一
般
社
会
人
及
び
児
童

の
健
康
管
理
に
つ
く
し
、
博
愛
と
犠
性

的
精
神
に
満
ち
た
立
派
な
方
で
す
。

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

奈
良
丑
松

村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

麦を水田裏作に
生産者には奨励金

て
は
心
よ
り
深
い
感
謝
と
敬
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
前
村
長
か
推
し
進

め
て
き
た
「
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り

の
推
進
」
を
骨
子
と
し
て
、
明
和
村

の
躍
進
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
居
り
ま
す
。

幸
い
に
し
て
私
は
健
康
に
恵
ま
れ

て
居
り
ま
す
の
で
、
村
内
の
隅
々
に

ま
で
足
を
運
び
、
よ
く
こ
の
目
で
見

極
め
、
肌
で
感
じ
と
り
、
生
の
声
を

よ
く
聞
い
て
、
温
か
い
血
の
通
っ
た

行
政
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
村
民
の
皆
さ
ま
、
前
任
者

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
厚
情
と
同
様
、

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
と
と

も
に
‘
村
民
各
位
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
村
長
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。最

近
、
麦
類
を
は

じ
め
と
す
る
食
糧
自

給
率
の
低
下
か
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
統
計
資
料
か

ら
本
村
の
麦
の
作
付

動
向
を
み
て
も
‘
昭

和
四
十
年
に
四
百
七

十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

っ
た
も
の
か
、
四
十

八
年
に
は
、
四
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
激
減

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向

は
全
国
的
な
も
の
で

あ
る
た
め
、
国
に
お

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

振
興
施
策
か
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
抄
は
、
ひ
と
え
に
、
村
民
各
位
の

熱
烈
な
る
ご
声
援
と
‘
ご
鞭
撻
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
な
し
と
げ
ら
れ
た
成

果
で
あ
り
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

お
蔭
様
で
去
る
十
月
二
十
三
日
に

し
か
し
な
が
ら
、
も
と
よ
り
浅
学

非
オ
、
し
か
も
初
め
て
の
大
任
に
て
、

い
か
に
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
か
ど
う
か
、
極
め
て
危
惧
の
念

を
い
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
幸

ぃ
皆
さ
ま
の
理
解
あ
る
ご
協
力
と
‘

ご
鞭
撻
に
よ
り
ま
し
て
、
全
力
を
傾

い
く
つ
か
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
一
は
、
四
十
九
年
産
麦
か
ら
‘
生
産

奨
励
補
助
金
か
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
麦
は
‘
麦
作
振
輿
地
区

（
本
村
も
該
当
）
よ
り
生
産
さ
れ
た
、

当
該
年
産
の
小
麦
‘
六
条
大
麦
、
ビ
ー

ル
大
麦
、
ま
た
は
裸
麦
で
あ
っ
て
、
し

か
も
政
府
、
ビ
ー
ル
会
社
、
ウ
イ
ス
キ

ー
醸
造
会
社
に
売
り
渡
さ
れ
た
麦
で
あ

る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
奨
励
補
助
金
は
、
六
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
リ
一
千
八
百
円
、
ま
た
は
、
一

部
地
区
に
あ
っ
て
は
二
千
円
の
麦
生
産

奨
励
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

第
二
は
モ
テ
ル
麦
作
集
団
の
育
成
で

す
。こ

れ
は
振
興
地
区
内
に
お
い
て
、
機

械
化
集
団
に
よ
る
麦
作
を
強
力
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
米
麦
一
貫
体
系
、
合

お
年
寄
り
を
温
泉
へ

下
江
黒
の
若
者
た
ち
が
自
動
車
を
提

供
し
、
お
年
寄
り
十
九
人
を
利
根
郡
宮

川
温
泉
に
招
待
し
ま
し
た
。

核
家
族
の
進
む
現
状
で
は
、
お
年
寄

り
の
孤
独
化
傾
向
か
高
ま
り
、
ま
た
、

家
庭
内
で
の
話
合
い
の
場
が
失
わ
れ

か
ち
な
昨
今
、
お
年
寄
り
に
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
き
、
そ
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
若
者
た
ち
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
実
施
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

お
年
寄
り
は
口
々
に
「
若
者
か
こ
の

よ
う
な
立
派
な
こ
と
を
し
て
く
れ
、
大

変
う
れ
し
く
、
生
き
か
い
の
あ
る
夢
を

よ
せ
て
く
れ
た
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
若
者
た
ち
は
、
運
転
手

を
交
替
制
で
、
毎
年
一
回
お
年
寄
り
を

温
泉
へ
招
待
し
て
行
く
と
の
こ
と
で
す
。

◄
 

下
江
黒
の
若
者
た
ち
が
招
待

理
的
輪
作
体
系
の
確
立
を
図
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
主
体
は

農
協
‘
営
農
集
団
等
が
該
当
し
ま
す

か
、
知
事
に
事
業
計
画
書
を
提
出
し
、

認
定
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
要
件
か
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
ま
か
い
点
に
つ
い
て
は

経
済
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
集
団
に
対
し
て
は
、
平
均
で

約
十
万
円
の
、
モ
デ
ル
麦
作
集
団
育

成
補
助
金
か
交
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

た
ま
た
ま
、
水
田
裏
不
作
付
地
解
消

運
動
か
、
最
近
、
農
林
省
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
農
業

団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
展
開
す
る
こ

と
に
な
リ
ま
し
た
。
世
界
的
な
食
糧
事

情
の
変
化
を
深
く
認
識
し
、
生
産
の
長

期
目
標
に
即
し
つ
つ
計
画
的
に
、
不
足

し
て
い
る
麦
の
増
産
を
図
る
た
め
、
水

田
の
裏
作
に
麦
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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書
か
付
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

わ
ら
等
の
有
機
物
の
投
入
を

最
近
の
農
家
は
、
労
働
力
の
不
足
か
健
康
な
土
づ
く
り
運
動
が
展
開
さ
れ
る

ら
‘
堆
き
ゆ
肥
な
ど
の
有
機
物
が
土
に
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
ど
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
だ
。
そ
し
て
こ
の
運
動
は
、
県
、
農
政
事
務
所
管

化
学
肥
料
に
た
よ
り
す
ぎ
る
た
め
土
の
轄
区
域
、
市
町
村
の
各
段
階
ご
と
に
、

養
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
ま
す
。
健
康
な
土
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
を

そ
こ
で
有
機
物
の
投
入
を
積
極
的
に
設
置
し
、
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
け

す
す
め
、
同
時
に
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
有
い
を
と
り
な
が
ら
、
健
康
な
土
づ
く
り

効
に
活
用
し
て
地
力
の
回
復
を
は
か
り
の
普
及
啓
も
う
、
技
術
対
策
資
料
の
作

農
作
物
の
安
定
多
収
と
あ
わ
せ
て
畜
産
成
＾
家
畜
ふ
ん
尿
の
供
給
、
利
用
組
織

公
害
の
防
止
に
役
立
て
る
た
め
、
県
、
の
育
成
‘
堆
肥
生
産
コ
ン
ク
ー
ル
の
開

市
町
村
、
農
業
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
催
、
土
壌
改
良
講
習
会
や
技
術
交
換
会

=====-=-=======-====-=======-==========-==========================-==================-========== 

ニ
ュ
ー
ス

立村
長
の当

選
証
書
を
付
与

村
長
選
挙
に
無
投
票
当
選
し
た
奈
良

丑
松
さ
ん
へ
十
月
二
十
日
に
青
山
選
管

委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
、
開
催
さ
れ
た
選
挙
会
で
欠

格
事
項
か
な
い
た
め
、
奈
良
さ
ん
を
当

選
人
と
決
定
し
、
村
選
管
か
ら
当
選
証

◄
 

行
政
相
談
等
を
実
施

行
政
、
人
権
及
び
心
配
ご
と
相
談
を

十
月
二
十
一
、
二
十
三
、
二
十
五
日
の

三
日
間
、
役
場
外
ニ
カ
所
で
行
い
ま
し

た
。
こ
の
三
日
間
に
十
土
名
か
相
談
に
こ

ら
れ
、
相
談
員
が
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

適
切
な
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
ま
し

こ
。

• 

肥
え
た
土
を
つ
く
ろ
う

の
開
催
等
を
重
点
的
に
推
進
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

収
穫
の
時
期
に
な
る
と
、
稲
わ
ら
を

焼
い
た
り
、
販
売
す
る
農
家
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、
も
う
一
度
農
業
を
営
む
う

え
で
の
堆
き
ゆ
肥
の
役
目
を
、
見
な
お

し
ま
し
よ
う
。
そ
し
て
土
に
ス
タ
ミ
ナ

を
つ
け
る
た
め
、
家
畜
ふ
ん
尿
や
わ
ら

類
な
ど
の
有
機
物
を
大
切
に
し
て
、
積

極
的
に
田
や
畑
に
返
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
こ
の
運
動
も
ス
タ
ー
ト
し
て
ま

も
な
い
た
め
、
末
端
浸
透
を
は
か
る
啓

も
う
普
及
の
段
階
で
あ
り
ま
す
が
、
農

家
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0

一
作
に
一
ト
ン
は
し
い堆

き
ゆ
肥

目
標
額
を
上
回
る

十
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
は
、
目
標
額
三
十
七
万
七
千

八
百
円
に
対
し
て
、
四
十
六
万
六
千
六

百
九
十
二
円
と
目
標
額
の
―
二
三
・
五

％
の
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

募
金
の
内
訳
は
、
戸
別
三
十
万
二
千

九
百
二
十
円
、
法
人
十
五
万
八
千
円
、

学
校
五
千
百
五
十
七
円
、
そ
の
他
六
百

十
五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
民
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善

意
の
募
金
は
、
児
童
、
老
人
、
身
障
者

の
福
祉
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

十
一
月
は
、
国
民
年
金
制
度
推
進
月

間
で
す
。
こ
の
月
間
は
、
発
足
以
来
十

五
年
を
経
た
国
民
年
金
の
内
容
を
知
っ

今
月
は
国
民
年
金

制
度
推
進
月
間

赤
い
羽
根
共
同
募
金

て
も
ら
い
、
県
民
の
一
人
一
人
が
年
金

制
度
か
ら
と
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
啓
も
う
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
月
間
中
は
、
役
場

に
年
金
相
談
所
を
開
設
し
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
昨
年
の
大
改
正

で
、
年
金
額
の
大
幅
引
上
げ
や
、
物
価

の
変
動
に
応
じ
て
年
金
額
を
改
定
す
る

い
わ
ゆ
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
等

か
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
度
も

県
民
一
人
一
人
の
理
解
と
自
覚
が
な
く

て
は
、
い
か
さ
れ
な
い
と
い
え
ま
す
。

---·、9.. ”’”’‘·—·口·口n·’”·へ”‘..... ...,..””“口'“”.. ”·”“i”“”“へ·

次
の
よ
う
な
方
は
、
お
気
軽
に
役
場

の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
二
十
歳
以
上
五
十
九
歳
以
下
の
方

で
‘
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、
国
民

年
金
の
い
ず
れ
に
も
加
入
し
て
い
な

い
方
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
。

③
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
で

昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降
に
保
険
料

を
納
め
な
か
っ
た
期
間
の
あ
る
方
。

④
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
で

も
っ
と
多
く
の
年
金
（
付
加
年
金
）

を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
。

/ 一砂'
[
I

ヽ
―
/

街
路
灯
の
昼
間
消
灯
で

電
気
の
ム
ダ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

街
路
灯
に
自
動
点
減
器
を
つ
け
る

と
便
利
で
す
。
（
東
京
電
力
）
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予算はどう使われているか

l明和村の財政］ I■■ 
昭和49年度
4 月～ 9 月

■II 

閏
取r

l
lぁ
＂

' 
屑
効
果
を
目
標

_
 
_
 

一般会計
成IF 入 成『 F 出

予算額 5 億5,822万円 5 億5,822万円

済 額 3 億5,644万円 1 億8,784万円

執行率 63.85% 33.65% 

そ の ベー＝公 債

至羊
ロ我

肖、v
i

他［冒言円）
費I]鳩冒
費1Jぱ冒
費1J胄昌
費IJ言冑円）（

農林水産業費＇=□□ ［嘉嘉頁

会

防

| 1 

（予算額）

ー（支出済碩）
=ｷ 
I I 
（予算願）

l 9 | 
（収入済額）

1\-,'

• 
吾
ヰ41
 

生

教 育 費

公
心
糸 務 費

民

土

生

木

637 円

費

一費··
1億297万円
(2,933万円）

単位千万円

6,038万円
(3,207万円）

8,316万円
(4,277 万円）

亨ロ

最
少
の
経
費
て
最
大
の

効
果
を
目
標
に
努
力
し
て

い
る
本
村
の
「
財
政
」
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
四
十
九
年

度
上
半
期
（
四
月
ー
九
月

）
の
「
収
入
と
支
出
」
の

あ
ら
ま
し
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
数
字
は
す
べ

て
九
月
三
十
日
現
在
で
す
。

1,484万円
(871 万円）

1 億3,741 万円
(1億3,626万円

691万円
(149万円）

970万円
(l oo万円）

4,399万円
(658 万円）

1,150万円
(566万円）

その他

I I 諸収入 I
I 繰越金 I
自動車取得税
交付金

入

村民税

7,452 円

22 

,50口□ 繰

闊万円）［口／□ 村
冒□ 県支出金

ロニ□ 国庫支出金

二村
/-9 9 ,l'’ ]地方交付税
20 18 16 14 4 2 単位干万円

ロ公債費 1,195 円

）内は支出済額（）内は収入済額

税

17,953 円
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村

その他 165万円

債（国などからの借入金）
1 億367万円

村の財産
5億6,900万円

費
3
0円

木
§
万

土
ー

9

百
7
2万
円

総
務
費

農林水産業費 379万円
民生費 444万円

教育費
6,777万円

基
金
6
7百
8
0万
円

土地 637万円

現金
2 億 1,387万円

建雙
2 位、 8,096万円

歳出 特別会計予算執行状況 村税の徴収状況
歳入

I I 予算額

1 億3,320万円

34.4% 

←―ー収益的＿

水道
3,383万円

国保

| I 執行率

3,383万円

農業共済会計冒冒□□］＇2 ， 927万円 I
計声5土互呈圭l,583万円I

|2,927万円 ー冒
|1,583万円戸． 3声

3
2
1
0

千
万
円

有線

会

会

会

計

計

1 億 3,320
万円

2,530万円

7

6

5

4

 

村
民
税

固
定
資産

税

| I 予算額

r/IIIIIIIIIIIIIIIIl 

四
百
五

五
百
七
十
八
万

七
百
四
十
一
万
円

一
千
二
百
四
十
七
万
円

収入済額

四
百
九
万
円

一
千
九
百
二
万
円四

百

ぎ
ょ
う
ば
ん
様
が

►

祭
ら
れ
て
い
る
お
堂

小
比
畝
山
地
蔵
寺
（
新
里
）
の
中
興

か
い
さ
ん
ぎ
ょ
う
ば
ん

開
山
行
錢
上
人
（
ぎ
よ
う
ば
ん
様
）
の

略
伝
は
い
わ
れ
に
よ
る
と
、
奥
州
白
河

（
現
在
の
福
島
県
）
の
生
ま
れ
で
す
。

才
智
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
て
、
仏
の

教
え
を
よ
く
守
り
、
徳
行
と
も
に
人
な

み
す
ぐ
れ
‘
誠
に
ま
れ
に
見
る
高
徳
の

僧
で
あ
り
、
永
く
仏
徒
、
村
民
の
模
範

と
す
べ
き
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま

す
。上

人
は
あ
る
時
、
一
石
一
字
、
大
般

若
経
六
百
巻
、
光
明
真
言
百
万
遍
を
書

写
し
て
、
こ
の
世
の
疫
病
に
よ
る
災
難

を
救
を
う
と
の
一
大
念
願
を
発
起
し
、

近
隣
教
化
の
途
中
浄
石
を
拾
っ
て
き
て
、

そ
の
石
に
一
字
を
書
く
ご
と
に
三
礼
を

し
て
書
写
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
終
る
と
‘

そ
れ
を
鎖
守
社
（
新
里
の
天
神
様
）
の

西
北
の
隅
に
、
正
徳
三
年
五
月
二
十
七

日
に
埋
め
‘
そ
こ
に
石
経
円
塔
と
称
す

―
つ
の
塔
を
建
て
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
後
、
毎
年
同
月
は
や
ま
い
に
な
ら

な
ら
な
い
よ
う
に
法
要
（
石
経
様
）
を

行
う
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
こ
れ
以
来

そ
の
功
徳
に
な
り
、
村
は
永
い
こ
と
疫

病
の
憂
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
ま
た
ま
近
隣
に
悪
疫
か
流
行
し
、
侵

入
し
よ
う
と
す
る
時
は
石
経
塔
を
発
掘

し
、
村
人
に
拝
ま
せ
る
と
立
ち
所
に
悪

疫
も
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

上
人
は
、
御
臨
終
の
折
「
六
、
七
月

は
疫
病
の
流
行
す
る
時
節
で
あ
る
の
で
、

我
が
法
要
は
七
月
に
行
う
よ
う
に
」
と

遺
言
を
し
て
、
に
わ
か
に
遷
化
な
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
リ
ま
す
。
時
に
、
亨

保
二
年
九
月
二
十
七
日
、
亨
年
七
十
七

〔
問
〕
現
在
、
村
内
の
ア
。
ハ
ー
ト

[
に
住
ん
で
い
ま
す
か
、
村
内
に
新
居

▼
を
新
築
し
、
転
居
し
た
い
の
で
す
か
、

一▼
い
ろ
い
ろ
の
手
続
き
か
必
要
と
思
い

i
ま
す
。
ど
ん
な
手
続
き
を
し
た
ら
よ

i
ぃ
で
し
よ
う
か
。

（
一
村
民
）

〔
答
〕
転
居
し
た
日
か
ら
十
四
日

以
内
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
リ
ま
す
。
届
出
は
住
民
課
の
窓
口

係
へ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
と
す
る
の
は
、
印
鑑

と
国
民
健
康
保
険
証
（
加
入
し
て
い

る
方
）
で
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や

新
築
し
、

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 9
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
'
.
9
.
.
.
.
.
 .
.
.
.
.
.
.
.
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p
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:
.
i
.
5
`
、
翌
・5
，
祠
‘
ぃ
，
．
よ
｀

5
，
‘
•
S
-
"
.
g
．
ク
・
唸
・
｀
”
応
い
、
ク
・
t
．
ク
・
芥
ダ
唸
“
5
．
ク
唸
ク
・
芯
·
い
・
・

臨
謡
負
・
さ
菫
ね
．
翌
非
缶
翡
痰
斑
粟
睾

砕5
-
5
醤
督
．
燎
灼
燎
祐
滋
沼
．
裕
滋
埒
．
免
埓
窃
桑
岱
ふ
．
麿
培
桑
｀

ぎ
ょ

乳
児
等
が
い
て
、
次
の
も
の
を
交
付

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
も
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
老
人
福
祉
年
金
手
帳

-
‘
乳
児
医
療
費
受
給
者
証

一
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証

そ
の
ほ
か
、
村
の
水
道
に
加
入
し

て
い
る
場
合
は
（
一
戸
建
て
の
ア
パ

ー
ト
に
住
ん
で
い
る
方
の
み
）
水
道

課
へ
廃
止
届
け
が
必
要
で
す
。
有
線

放
送
に
加
入
し
て
い
る
場
合
も
同
様

で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
窓
口

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

転
居
し
た
と
き
の
手
続
き
は

う
ば
ん
様

（第15回）

安
見
智
尋
記

オ
で
あ
り
ま
し
た
。

以
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
遺
言
を

奉
じ
て
、
村
民
と
共
に
上
人
の
御
遺
徳

を
讃
美
し
、
七
月
二
十
六
、
二
十
七
日

に
は
護
摩
修
行
を
な
し
て
、
光
明
真
言

を
読
誦
し
「
夏
祭
り
」
と
称
し
て
法
要

を
営
み
、
盛
大
に
供
養
を
行
い
続
け
て

き
て
い
ま
す
。

（
地
蔵
寺
住
職

県
立
准
看
護
婦

養
成
所
生
徒
の
募
集

▼
募
集
人
員
二
十
名
▼
入
所
資
格

中
学
校
も
し
く
は
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
者
（
三
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

▼
修
業
年
限
ニ
カ
年
▼
志
願
書
提

出
期
間
来
年
一
月
十
日
か
ら
二
月
十

五
日
ま
で
▼
問
い
合
せ
詳
し
い
こ

と
は
県
立
准
看
護
婦
養
成
所
へ
お
聞
き

く
だ
さ
い
。
太
田
市
高
林
六
一
七
の
一

電
話
1
1
太
田
局
三
八
I
O

七
七
一
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゜

本
年
も
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二

月
二
日
ま
で
の
一
週
間
「
生
活
の
一
部

に
し
よ
う
火
の
点
検
」
の
統
一
標
語
の

も
と
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
か
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
多
発
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
国
民
一
人
一
人
の
防
火
意

識
の
向
上
を
は
か
り
、
火
災
の
発
生
防

火
災
シ
ー
ズ
ン
来
る

止
と
人
命
損
傷
事
故
の
絶
滅
を
期
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
機
会
に
も
う
一
度
日
常

な
に
げ
な
く
使
用
し
て
い
る
も
の
の
う

ち
、
火
災
発
生
の
危
険
性
の
あ
る
物
品

や
器
具
を
点
検
し
、
火
の
几
の
安
全
を

確
か
め
る
よ
う
習
慣
つ
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
‘
こ
の
運
動
期
間
中
に
次
の
事

項
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
の
で
‘
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
安
全
点
検

暖
房
器
具
の
安
全
点
検
の
実
施

老
人
・
幼
児
・
病
人
の
就
寝
場
所

表
彰

選
挙
の
管
理
執
行
が

優
秀
で
選
管
委
員
会

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

会
長
よ
り
、
本
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

か
表
彰
さ
れ
、
こ
の
表
彰
伝
達
か
県
庁

で
十
月
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
の
本
旨
に
従
い
‘
不
断
の

努
力
を
重
ね
ら
れ
、
特
に
七
月
執
行
の

参
院
選
の
管
理
執
行
か
優
秀
な
成
績
を

収
め
ら
れ
た
こ
と
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
体
育
優
良
団
体
で

体
育
協
会

本
村
の
体
育
協
会
は
‘
十
一
月
四
日

社
会
体
育
優
良
団
体
と
し
て
前
橋
市
の

県
営
陸
上
競
技
場
で
、
県
民
体
育
大
会

（イ） （ア）

十
一
月

一
十
六H
か
ら
一
カ
月

千
半
井
の
横
塚
寛
さ
ん
（
―
-
十
四
歳
）

は
‘
十
月
ー
一
十
日
、
国
立
赤
城
青
年

の
家
で
開
催
さ
れ
た
「
青
少
年
の
つ
ど

い
」
の
席
上
、
県
知
事
よ
リ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

寛
さ
ん
は
‘
花
丼
園
芸
に
と
り
く
ん

で
い
た
か
‘
も
っ
と
所
得
の
向
上
を
図

樹
木
園
芸
の
研
究

活
動
で
横
塚
寛
さ
ん

の
点
検

回
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
寝
た
ば
こ

の
防
止

囚
消
火
用
具
準
備

職
場
に
お
け
る
防
火
点
検

口
指
定
場
所
に
お
け
る
喫
煙
の
徹
底

い
火
気
使
用
場
所
の
整
理
整
と
ん

り
通
報
連
絡
の
蔽
底

因
消
火
設
備
の
使
用
方
法
の
習
熟

口
避
難
径
路
の
確
認

百
貨
店
、
旅
館
、
病
院
、
複
合
用

途
防
火
対
象
物
、
地
下
街
等
に
お

け
る
避
難
態
勢
の
確
保
及
び
消
防

用
設
備
等
の
保
守

口
避
難
径
路
の
案
内

い
避
難
誘
導
の
撤
底

け
避
難
路
の
確
保

口
避
難
訓
練
の
実
施

（
消
防
用
設
備
等
の
維
持
点
検
の
実

施

開
催
式
の
席
上
、
県
教
育
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

年
間
を
通
じ
て
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競

技
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
‘
講
演
会
等
を

開
催
し
、
村
民
か
気
軽
に
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
、
村
民
の
親
睦

と
体
位
向
上
並
ひ
に
体
育
振
興
を
は
か

る
団
体
と
し
て
‘
豊
か
て
澗
い
の
あ
る

地
域
つ
く
リ
に
長
い
間
、
貢
献
し
た
功

績
で
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
今
月
は
俳
句
て
す
）
順
不
同

稲
刈
機
置
く
あ
す
を
お
く
赤
城
山

吉
田
正
義

退
院
の
昼
帥
あ
さ
ん
ま
頭
付
き

青
木
光
子

渓
流
の
淀
み
に
浮
ぶ
紅
葉
か
な安

見
あ
っ
子

ひ
ま
わ
リ
の
折
れ
て
朽
ち
け
リ
秋
の
雨

高
瀬
依
根
子

初
紅
葉
ま
だ
ら
に
な
り
し
山
の
色

北
島
若
水

爽
や
か
や
雲
―
つ
な
き
那
須
か
岳

田
口
春
栄

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
ほ
う
だ
い
足
探
り

林
倫
常

秋
深
し
長
堤
を
行
く
吟
詠
す林

文

芸

欄

秀
峰

ろ
う
と
、
樹
木
園
芸
に
も
と
り
く
み
、

そ
の
研
究
活
動
か
顕
著
で
お
り
、
他
の

青
少
年
の
模
範
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

こ
。f
 県

農
業
会
議
創
立
二
十
周
年
記
念
農

政
確
立
推
進
農
業
委
員
大
会
か
群
馬
会

館
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
席
で
次
の
方
々

が
永
年
勤
続
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

0
元
農
業
委
員

川
島
一
郎
、
中
村
巌
太
郎
、
新
井

郷
市
、
菌
部
照
寿
、
鯉
沼
『
二
、

①
農
業
委
員

小
松
原
誠
司
、
新
井
初
太
郎
、
多

田
栄
作
、
栗
原
栄
―
‘
蓮
見
幸
蔵

坂
上
喜
太
郎
、
小
川
藤
作
、
木
村

微
司

永
年
勤
続
功
労
者
で

農
業
委
員

一
度
も
短
歌
を
作
ら
れ
た
こ
と
の

な
い
方
を
対
象
に
、
ど
な
た
で
も
一

人
残
ら
ず
立
派
な
短
歌
が
作
れ
る
よ

短
歌
教
室参加

者
募
集

体
育
協
会
主
催
に
よ
る
、
第
1
8
回

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
次
の
要
項
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
方
が

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
十
一
月
十
七
日
（
日
曜
日
）

場
所
明
和
中
学
校

対
象
村
内
企
業
体
並
ぴ
に
村
民
で

高
校
生
以
上
の
方
で
結
成
さ
れ
た
、

男
子
チ
ー
ム
と
女
子
チ
ー
ム

試
合
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
法

九
人
制
、
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

申
込
み
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

十
一
月
十
一
日
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

組
合
せ
十
一
月
十
一
日
午
後
八
時

か
ら
役
場
三
階
会
議
室
で
行
い
ま
す

の
で
、
チ
ー
ム
の
代
表
の
方
は
、
定

刻
ま
で
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

う
指
導
し
て
く
れ
る
短
歌
教
室
を
左

記
の
要
項
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

＿
、
期
日
十
二
月
よ
り
来
年
三
月

ま
で
、
（
月
二
回
、
第
一
、
第
三

日
曜
日
）

二
、
時
刻
午
前
十
時
i
十
二
時
ま

で
。

三
、
費
用
無
料

四
、
講
師
明
和
女
子
短
大
講
師
、

清
水
基
美
先
生

五
、
申
込
み
教
育
委
員
会
事
務
局

ヘ
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
私
は
」
な
ど
と
‘
引
込
み
思
案
を

な
さ
ら
ず
に
、
楽
し
い
短
歌
作
り
の

会
に
是
非
忠
誘
い
あ
わ
せ
の
上
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

各
種
検
診

H

▼
乳
児
検
診
1
4
日
（
第
二
木
曜
日
）

▼
妊
婦
検
診
2
1
日
（
第
三
本
曜
日
）

▼
育
児
相
談
2
8
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
‘
受
付
は

当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
で
す
。今

月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
‘
固
定
資
産
税
第

四
期
、
個
人
事
業
税
第
二
期
、
国
民

年
金
第
四
期
、
明
和
土
地
改
良
区
費
、

有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料

で
す
。集

合
納
税
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

二
十
九
日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
公
民
館



村

12 月 1 日現在

世帯数 2057 戸

人口総数 9122 人

男 4533 人

女 4589 人

(1 1 月中の動き）

出生 9 人死亡10人

転入35 人 転出21 人

'74 

演
芸
に
顔
が
ほ
こ
ろ
ぷ

ー2 
10 日発行

第 1
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小林印刷所

七
百
余
名
を
招
砕老

人
福
祉
大
会
か

村
と
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
主
催
に
よ
り

十
一
月
十
九
日
、
分

福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

で
七
百
余
名
を
招
待

し
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

すご
長
い
間
、
社
会
に

局
一
貢
献
し
た
ご
労
苦
に

く
対
し
て
、
労
を
ね
ぎ

し
ら
う
ね
ら
い
で
開
催

楽
さ
れ
、
今
回
て
四
回

を
目
で
す
。

は
じ
め
に
奈
良
村

き

長
か
「
長
い
生
涯
に

ととひ
ぉ
い
て
‘
貴
い
勤
労

ら
ゃ
国
民
生
活
の
安
定

が
の
た
め
、
あ
る
い
は
、

な
天
災
そ
の
他
に
ご
苦

見
労
を
な
さ
リ
な
か
ら

も
よ
く
耐
え
ら
れ
、

を

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

芸演
各
自
の
責
任
を
充
分
、

果
た
し
て
こ
ら
れ
ま

• 

し
た
こ
と
に
対
し
感

謝
を
申
し
上
け
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

次
に
招
待
者
に
記

念
品
の
贈
呈
を
し
た

あ
と
‘
—
一
十
組
の
金

老人福祉大会

婚
者
に
、
金
盃
を
贈
り

顕
彰
。
ま
た
‘
老
人
ク

ラ
ブ
育
成
功
労
者
と
し

て
‘
斗
合
田
の
小
暮
軍

平
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し

゜

`) 

f
 来

賓
に
は
高
瀬
県
議

員
‘
邑
楽
郡
福
祉
事
務

所
長
、
新
井
村
議
長
（
代

理
）
な
ど
を
招
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に

受
彰
者
代
表
し
て
南
大

烏
の
島
田
勇
市
さ
ん
か

「
身
に
あ
ま
る
光
栄
あ

る
表
彰
を
し
て
い
た
だ

き
あ
リ
か
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
お
礼
の
こ

と
ば
を
迩
べ
第
一
．
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
村
か
ら
配
ら
れ
た
お
酒

や
菓
子
、
弁
当
な
ど
を
口
に
ほ
お
ば
リ

な
か
ら
、
分
福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
提
供

の
演
芸
や
地
元
の
民
謡
会
か
踊
り
を
披

露
。
ま
た
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な
っ
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
壇

上
で
自
慢
の
の
ど
を
聞
か
せ
た
リ
、
八

木
節
な
ど
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
労
苦
を

す
っ
か
り
忘
れ
、
み
ん
な
顔
が
ほ
こ
ろ

び
、
一
日
‘
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し

こ
。f
 

◎
顕
彰
さ
れ
た
金
婚
者
（
敬
称
略
）

▼
上
江
黒
原
島
福
太
郎
・
ト
ミ
▼

千
巾
井
小
久
保
銀
：
一
郎
・
ち
ょ
、
江

原
良
[
•
は
ま
▼
江
口
柿
沼
卯
·

郎
・
き
ち
、
関
口
兵
吉
・
は
る
▼
田

島
肯
木
好
·
-
•
し
な
、
矢
島
福
ニ
・

ふ
き
▼
南
大
島
町
田
亀
吉
・
し
も

島
田
勇
市
・
ハ
ッ
‘
岡
安
重
蔵
．
＜

に
、
岡
安
団
次
・
サ
ト
、
森
尻
藤
太
郎

・
タ
ケ
▼
新
里
湘
下
盛
一
郎
・
カ

ッ
▼
川
俣
宇
木
徳
沿
．
の
ふ
、
奈

良
春
太
郎
・
さ
だ
▼
大
輪
松
本
徳

治
・
い
ち
‘
駒
宮
新
ニ
・
は
る
▼
矢

島
山
岸
菊
次
郎
・
イ
ト
▼
大
佐
貫

篠
木
甚
一
郎
・
ゆ
わ
‘
篠
木
伊
二
郎

・
ふ
じ
〔
以
上
ー
一
十
組
〕

哲
学
者
カ
ン
ト
は
「
小
さ
い
時
に

分
の
欲
を
抑
え
る
こ
と
を
教
え
ら

れ
な
か
っ
た
人
間
は
不
幸
だ
。
」
と
い

つ
て
い
る
。
小
さ
い
時
代
に
子
ど
も

の
欲
望
を
お
さ
え
る
強
い
心
構
え
を

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

欲
求
不
満
は
非
行
の
原
因
と
も
な

リ
、
こ
れ
を
み
た
し
て
や
る
こ
と
は

人
格
形
成
上
必
要
な
こ
と
で
は
あ
る

か
、
子
ど
も
達
の
欲
求
不
渦
を
満
し

て
や
る
こ
と
は
不
可
能
で
子
ど
も
達

の
欲
求
吟
味
、
欲
望
に
打
か
つ
克
己

自
制
の
精
神
を
小
さ
い
時
に
植
え
つ

け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
親
は

過
保
護
で
あ
っ
て
は
な
ら
が

L

`
‘
』

`
`
`
‘
.
9
’

眉
｀
ク
．
｀
｀
｀
ク
i

よ
し
な
し
こ
と

▲金婚をむかえ顕彰された方々
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館
林
地
区
消
防
組
合
の
秋

季
消
防
点
検
が
六
百
余
名
参

加
し
て
、
十
一
月
三
十
日
板

倉
町
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

゜

9
J
 f
 明

和
村
か
ら
は
、
常
備
消

防
士
と
非
常
備
消
防
団
員
百

名
が
、
参
加
し
て
消
防
組
合

管
理
者
、
県
消
防
係
官
な
ど

か
ら
点
検
を
う
け
ま
し
た
。

姿
勢
服
装
点
検
、
ポ
ン
。
フ
操

法
、
部
隊
訓
練
な
ど
き
び
き

び
し
た
士
気
あ
ふ
れ
る
動
作
に
、
災
害

発
生
に
対
し
て
住
民
の
期
待
に
充
分
に

秋
季
消
防
点
検

住
民
の
期
待
に
充
分
な
も
の

第
五
回
臨
時
村
議
会
が
十
一
月
十
一

日
、
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
開
か
れ

ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
村
営
住
宅
建

設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
で
、
原
案

ど
お
り
契
約
を
と
り
結
ぶ
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
え
ま
し
た
。

こ
の
契
約
は
、
十
月
十
二
日
、
指
名

業
者
に
よ
っ
て
競
争
入
札
を
し
た
結
果

小
林
工
務
店
昧
に
二
千
五
百
八
十
万
円

で
落
札
し
た
も
の
で
す
。

完
成
は
来
年
二
月
予
定

村
営
住
宅
は
一
棟
四
戸
建
て
が
、
三

棟
建
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
全
部
で
十
二

1
2月
1
9日
招
集
予
定

定
例
村
議
会

世
帯
が
入
居
で
き
ま
す
。
場
所
は
南
大

島
で
、
既
設
の
村
営
住
宅
の
西
側
に
建

設
。
完
成
は
来
年
の
二
月
末
日
予
定
で

す
。定

例
村
議
会
が
十
二
月
十
九
日
に
招

集
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
議
会
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度

各
会
計
の
決
算
の
認
定
、
一
般
職
の
給

与
改
定
や
、
こ
れ
に
伴
う
補
正
予
算
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

こ
た
え
う
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
席
上
本
村
か
ら
は
次
の

臨
時
村
議
会

村
営
住
宅
建
設
工
事

契
約
と
り
き
め
に
同
意

十
一
月
三
十
日
、
任
期
満
了
に
伴
う

民
生
委
員
の
改
選
か
行
わ
れ
十
二
月
一

日
付
で
、
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

こ
の
辞
令
伝
達
式
が
十
二
月
三
日
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

蓮
見
一
雄
さ
ん
ら
1
6名

農
業
委
員
会

会
長
き
ま
る

新
井
初
太
郎
さ
ん
に

農
業
委
員
会
の
会
長
、
小
松
原
誠
司

さ
ん
が
辞
任
し
た
の
に
伴
っ
て
、
十
一

月
三
十
日
開
か
れ
た
農
業
委
員
会
で
会

長
な
ど
を
互
選
に
よ
り
決
め
ま
し
た
。

会
長
に
は
会
長
代
理
の
新
井
初
太
郎

さ
ん
（
江
ロ
・
写
真
）
が
、
会
長
代
理
に
は
、

栗
原
栄
一
さ
ん
（
南
大
島
）
か
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
の
両
氏
に
は
、
農
業
生
産
力

の
発
展
及
び
農
民
の
地
位
の
向
上
の
た

め
に
活
躍
か
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
民
生
委
員

会長の新井さん

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

①
十
年
勤
続
功
労
者
と
し
て

副
支
団
長
堀
口
武
徳
（
新
里
）

④
優
良
団
員
と
し
て

〔
分
団
長
〕
飯
島
正
昭
（
新
里
）
、

恩
田
勝
彦
（
梅
原
）
、
川
上
直
治

（
川
俣
）
、
松
本
幸
夫
（
大
輪
）
、
大

野
雄
吉
（
矢
島
）
、
岡
安
正
志
（
南

大
島
）
、
船
田
良
典
（
上
江
黒
）
、

新
橋
政
行
（
下
江
黒
）
、
新
井
順
一

（
江
口
）

民
生
委
員
は
‘
今
後
二
年
間
、
明
和

村
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
に
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
か
、
生
活
な
ど
困
っ
た
問
題

か
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し
ど
し
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

【
再
任
】
▼
蓮
見
一
雄
南
大
島
下

▼
坂
上
千
江
子
中
谷
▼
奈
良
ふ

さ
田
島
▼
鯉
沼
清
川
俣
▼
玉

井
み
ね
江
口
▼
大
野
幸
雄
矢
島

▼
石
村
よ
っ
大
佐
貫
▼
久
保
庭

ヨ
シ
ミ
新
里
▼
多
田
佐
衛
上
江

黒
▼
江
原
薫
干
津
井
▼
堀
口
三

四
須
賀
▼
新
井
誠
一
斗
合
田

▼
小
林
政
介
下
江
黒

【
新
任
】
▼
川
島
銀
次
梅
原

早
川
リ
ツ
大
輪
▼
岡
安
宏
子

大
島
上

保
健
課
と
水
道
課
が
十
二
月
一
日
か

ら
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
課
の
増
設
は
、
業
務
の
円
滑

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。

保
健
課
は
旧
庁
舎
の
住
民
課
の
隣
り

に
、
水
道
課
は
新
庁
舎
二
階
の
建
設
課

の
隣
り
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

保
健
課
と
水
道
課
の
増
設
に
伴
い
、

十
二
月
一
日
付
で
人
事
異
動
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
）
内
は
前
職
※
は
昇
格

〔
課
長
及
び
局
長
〕
保
健
課
長
折

原
功
一
（
住
民
課
長
）
、
住
民
課
長

瀬
下
恒
男
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）
、

水
道
課
長
※
柿
沼
清
吉
（
保
健
係
長
）

役
場
人
事
異
動

二
課
を
増
設

保
健
課
と
水
道
課

南▼

信
号
機
が
つ
く

上
江
黒
の
三
差
路

※
土
屋
敏
夫

教
育
委
員
会
事
務
局
長

（
徴
収
係
長
）

〔
係
長
〕
経
済
課
農
政
係
長
川
上

幸
次
郎
（
共
済
係
長
）
‘
水
道
課
業
務

係
長
青
山
清
（
水
道
係
長
）
、
共
済

課
共
済
係
長
※
加
藤
ひ
で
子
（
共
済

係
）
、
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係
長

※
木
村
ト
ヨ
（
保
健
係
）
、
保
健
課
保

健
衛
生
係
長
※
木
村
利
男
（
農
政
係
）

〔
主
事
及
び
茂
師
等
〕
共
済
戊
川

島
嘉
一
郎
（
住
民
県
）
、
水
道
課
江

森
勝
也
（
建
設
課
）
、
保
健
課
荻
野

康
男
（
住
民
課
）
、
水
道
課
田
口
久

夫
（
建
設
課
）
、
保
健
課
吉
永
清
重

（
住
民
課
）
、
経
済
課
五
十
嵐
好
子

（
建
設
課
）
、
保
健
課
松
本
久
一

（
住
民
課
）

県
道
川
俣
ー
麦
倉
線
の
上
江
黒
の
三

差
路
に
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
信
号
機

か
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
交
差
点
は
三
差
路
で
見
通
し
も

き
か
な
く
、
非
常
に
交
通
事
故
が
多
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
信
号
機
の
設
置
に
よ

リ
交
通
事
故
か
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
‘
要
は
お
互
に
交
通
ル
ー
ル
を

料
金
引
上
げ
を
答
申

有
放
運
営
委
員
会

有
線
放
送
運
営
委
員
会
が
十
一
月
十

一
日
、
役
場
で
開
か
れ
、
有
線
放
送
料

金
の
引
上
け
等
を
村
長
に
答
申
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

答
申
内
容
は
、
人
件
費
と
諸
物
価
高

騰
に
よ
る
財
源
不
足
に
な
り
、
一
般
会

計
か
ら
百
八
十
万
円
の
繰
入
れ
と
、
来

年
四
月
か
ら
有
線
放
送
料
金
を
引
上
げ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
引
上
額
は
、

基
本
料
金
が
四
百
円
を
六
百
円
に
、
広

告
放
送
料
か
、
村
内
か
四
百
円
を
八
百

円
に
‘
村
外
か
八
百
円
か
ら
二
千
円
に

引
上
げ
る
こ
と
で
す
。

医
師
の
森
田

勝
太
郎
さ
ん
逝
去

森
田
勝
太
郎
さ
ん
（
医
師
・
八
十
八

オ
）
が
十
二
月
三
日
に
老
衰
の
た
め
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

森
田
さ
ん
は
長
い
間
、
病
気
の
治
療

や
校
医
と
し
て
、
本
村
の
健
康
管
理
に

つ
く
さ
れ
、
村
民
か
ら
大
変
親
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
又
、
勲
五
等
瑞
宝
彰
に

叙
せ
ら
れ
た
偉
大
な
方
で
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
祈
り
ま

す
。

訂
正

前
月
号
二
面
の
お
年
寄
り
を
温
泉
へ

招
待
の
記
事
中
、
下
江
黒
と
あ
る
の
は

上
江
黒
の
あ
や
ま
り
で
し
た
。

守
ら
な
け
れ
は
事
故
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
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千
津
井
・
上
江
黒
•
江
口
の
シ
ク
ラ

メ
ン
栽
培
農
家
で
は
、
家
族
総
出
で
出

荷
や
手
入
れ
に
大
忙
し
で
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
で
き
は
昨
年
な
み

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
用
、
正
月
用
で
主
に

東
京
方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
出

荷
は
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
始
め
ら
れ

シクラメン栽培農家

出荷や手入れに大忙し

た
が
、
本
格
的
に
な
っ
た
の
は
十
二
月

五
日
ご
ろ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

小
久
保
弘
治
さ
ん
宅
の
ハ
ウ
ス
の
中

に
は
手
塩
に
そ
だ
て
ら
れ
た
赤
·
ピ
ン

ク
・
白
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
が
咲
き
み

だ
れ
、
出
荷
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
改
定

来
年
一
月
か
ら
一
千
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
来
年
一
月
か
つ
て
、
年
金
を
も
ら
う
と
き
に
な
っ

か
ら
一
千
百
円
に
改
定
に
な
り
ま
す
。
た
ら
、
煙
草
銭
に
も
足
り
な
か
っ
た
と

国
は
将
来
年
金
を
支
給
す
る
た
め
に
い
う
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

財
源
と
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
保
険
料
そ
こ
で
、
国
民
年
金
で
は
少
な
く
て

を
納
め
て
い
た
だ
き
、
国
も
納
め
ら
れ
も
五
年
に
一
度
は
、
生
活
水
準
な
ど
の

た
保
険
料
の
半
額
分
を
負
担
し
て
、
い
う
つ
り
か
わ
り
に
あ
わ
せ
て
年
金
額
を

っ
し
よ
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
改
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
改
正
の

と
こ
ろ
で
将
来
お
金
の
値
打
ち
が
さ
年
に
あ
た
っ
た
昨
年
は
、
年
金
額
が
二

男子

゜

体
育
協
会
主
催
の
第
十
八
回
バ
レ
ー

ポ
ー
ル
大
会
か
十
一
月
十
七
日
、
明
和

中
学
校
で
、
男
子
・
女
子
と
も
十
チ
ー

ム
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
三
セ
ッ
ト
、
二
十
一
本
勝
負

の
九
人
制
で
、
午
前
九
時
か
ら
開
始
。

優
勝

田サ
ッ
カ
ークラ

プ 島

橋
本
産
業

特
殊
電
装

優勝 OBC
2 

,n 
1又

場

大
幸
化
成

ユ ト雑
トク

1 レテ
l ン
スズ草

O

B

C

 

女子
2 

優勝明中 OG

゜

倍
半
川
上
げ
ら
れ
、
二
十
五
年
間
保
険

料
を
納
め
た
夫
婦
に
は
月
五
万
六
千
四

百
四
十
円
（
附
加
分
を
含
む
。
改
正
前

は
月
二
万
円
）
の
年
金
か
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
十
年
年
金
の
年
金
額
も

月
一
万
二
千
五
百
円
（
改
正
前
は
月
五

干
円
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
今
年
一
月
か
ら
保
険
料

も
．
一
倍
半
川
上
げ
る
こ
と
か
必
要
に
な

リ
ま
し
た
か
、
と
リ
あ
え
ず
九
百
円
（
改

正
前
は
四
百
五
十
円
）
に
お
さ
え
来
年

一
月
分
か
ら
一
干
百
円
に
す
る
こ
と
に

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
国

の
負
担
額
も
五
百
五
十
円
に
引
上
げ
ら

れ
ま
す
。
な
お
昨
年
の
改
正
で
は
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
今
年

九
月
か
ら
年
金
額
が
一
六
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
か
、
こ
れ
に

み
あ
う
保
険
料
の
引
上
げ
は
今
回
見
込

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
職
場
や
校
庭
で
練

習
を
し
て
き
た
各
チ
ー
ム
は
‘
威
勢
の

ょ
ぃ
声
を
掛
け
て
、
レ
シ
ー
プ
、
ス
バ

イ
ク
な
ど
を
行
い
、
熱
戦
を
展
開
。
結

局
、
高
校
生
だ
け
で
チ
ー
ム
を
編
成
し

た
O
B
C

（
男
子
）
と
明
中
O
G

（
女

子
）
の
チ
ー
ム
が
若
さ

で
優
勝
を
も
の
に
し
ま

し
た
。試

合
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

O
B
C

男
子
～

明
中
O
G

～
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を

収
得
し
た
と
き
に
そ
の
取
得
し
た
時
の

価
格
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
額

を
納
め
て
い
た
だ
＜
税
金
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
価
格
が
土
地
の
場
合

は
十
万
円
、
家
屋
の
う
ち
建
築
し
た
も

の
の
場
合
は
二
十
三
万
円
、
建
築
以
外

（
古
い
建
物
を
買
っ
た
よ
う
な
と
き
）

の
場
合
は
十
二
万
円
に
満
た
な
い
場
合

に
は
、
不
動
産
取
得
税
を
納
め
な
く
て

も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
を
算
出
す
る
場
合
の

不
動
産
の
価
格
は
、
具
体
的
に
は
、
市

町
村
に
そ
な
え
て
あ
る
「
固
定
資
産
課

税
台
帳
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
に

よ
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」

に
価
格
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
自
治
大
臣
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
に
よ
り

評
価
決
定
さ
れ
た
価
格
に
よ
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
住
宅
事
情
も
考
え
、

西
幼
稚
園

西
小
P
T
A

役

場

西
小
P
T
A

大
幸
化
成

明
中

O
G

B

C

M

 

オ
ー
ル
明
和

特
殊
電
装

斗
合
田

住
民
の
み
な
さ
ん
が
少
し
で
も
有
利
な

条
件
で
住
宅
を
建
築
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
‘
不
動
産
取
得
税
の
負
担
を
軽

く
す
る
措
置
か
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
算

式
で
表
わ
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
1
1

〔
評
価
額
ー
ニ
百

三
十
万
円
〕
X

百
分
の
三

ま
た
、
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た

場
合
に
も
‘
土
地
に
対
す
る
不
動
産
取

得
税
の
減
額
か
お
こ
な
わ
れ
る
特
例
か

あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る

の
は
次
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

日
土
地
を
取
得
し
た
方
が
、
そ
の
土

地
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に

そ
の
土
地
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
。

口
住
宅
を
新
築
し
た
方
が
、
住
宅
を

新
築
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
そ
の

敷
地
を
取
得
し
た
場
合
。

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
、
疑
問
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
も
よ
り
の
財
務

事
務
所
に
お
気
軽
に
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。

不
動
産
取
得
税

価
格
の
三
パ
ー
セ
ン
ト

、．
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ニ
ュ
ー
ス

役
場
を
見
学

十
一
月
二
十
日
、
保
育
園
で
は
保
母

の
引
率
で
園
児
か
役
場
を
見
学
に
こ
ら

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
園
児
は
、
元
気
よ
く
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

早
速
、
役
場
庁
舎
を
見
て
歩
き
‘
職
員

が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
‘
梁
瀬

係
長
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
う
け
、

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

►

こ
と
ぷ
き
学
級
開
く

こ
と
ぶ
き
学
級
が
十
一
月
三
十
日

役
場
で
五
十
一
名
出
席
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
講
師
に
は
桜
井
国
雄
さ
ん

（
館
林
老
人
ホ
ー
ム
所
長
）
を
招
い

て
、
老
後
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
、

老
人
ホ
ー
ム
の
実
態
や
現
状
な
ど
に

つ
い
て
講
話
。
こ
の
あ
と
「
お
じ
ぃ

ち
ゃ
ん
の
恋
人
」
と
い
う
題
名
の
映

画
が
行
わ
れ
、
老
後
の
過
ご
し
方
を

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
冬
に
な

る
と
寒
さ
の
た

め
台
所
の
じ
ゃ

口
が
凍
っ
た
リ
、

水
道
管
が
破
裂

し
て
困
っ
た
経

験
を
す
る
家
庭

が
出
ま
す
。

こ
の
冬
に
は
‘

こ
ん
な
こ
と
の

な
い
よ
う
に
水

道
管
の
冬
じ
た

く
を
早
め
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

厚
生
年
金
保
険
の
老
令
年
金
、
通
算

老
令
年
金
、
特
例
老
令
の
年
金
受
給
者

の
方
に
は
、
毎
年
一
月
十
五
日
ま
て
に

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
か

引
き
続
き
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
な

の
で
、
提
出
さ
れ
な
い
と
、
五
月
期
支

払
分
か
ら
年
金
の
支
給
が
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。 老

令
年
金
受
給
者
は

一
月
十
五B
ま
で
現
況
届
を
提
出

立

フエルトや布を 2 四＜

らいの厚さにまきつけ
ピニールテープをまい
て水ぬれをふせぐ。

村内の幼稚園では、 11 月 15 日に各幼稚園ごとに合同で七

•五・三のお祝いを行いました。

中央幼稚園では、園児は神主さんからお払いを受け、神

妙なおももち。 しかし、このあと先生から千歳あめをもら

ったリ、父兄の歌や踊リの披露に大喜びでした。

水道管に冬じたくを

マイナス4度で凍結

お
宅
の
水
道

管
は
だ
い
じ
ょ

う
ぷ
て
し
ょ
う

か
。

▲幼稚園で七•五・三

水
道
管
は
寒
さ
が
大
敵
で
す
。
気
温

が
マ
イ
ナ
ス
四
度
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す

と
‘
凍
結
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

．
特
に
注
意
を
す
る
の
は

▼
む
き
出
し
の
水
道
管
▼
戸
外
の
水

道
管
▼
北
側
に
あ
る
水
道
管

こ
の
よ
う
な
水
道
管
に
は
、
か
な
ら

ず
防
寒
装
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

防
寒
装
置
に
は
耐
久
性
の
あ
る
市
販

品
も
あ
り
ま
す
が
、
毛
布
、
フ
ェ
ル
ト
‘

コ
モ
な
ど
を
水
道
管
に
ま
き
つ
け
て
簡

単
に
防
寒
で
き
ま
す
。

凍
つ
て
水
が
出
な
い
と
き

じ
ゃ
口
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
、
少
し
づ
つ

熱
い
湯
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
気
な
か

に
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。

破
れ
つ
し
た
と
き
は

止
水
せ
ん
を
し
め
て
水
を

と
め
‘
破
れ
つ
し
た
部
分
に

布
か
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
と

ま
き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
指

定
水
道
工
事
店
で
修
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
十
二
月
末
日
ま

で
に
社
会
保
険
庁
か
ら
各
年
金
受
給
者

に
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
記
入
上
の
注

意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
記
入
し

村
長
の
証
明
を
受
け
て
か
ら
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
が
あ
る
た
め
に
時

期
を
早
め
て
支
給
さ
れ
て
い
る
方
の
場

合
は
、
診
断
書
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル

ム
を
一
諸
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先
は
、
社
会
保
険
庁
年
金
保
険

つ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
金
魚
や
ナ

マ
ズ
な
ど
の
珍
魚
を
つ
る
方
も
お
り
ま

し
た
。一

番
は
一
・
五
キ
ロ
ダ
フ
を
つ
っ
た

川
俣
の
藤
野
清
吉
さ
ん
。
大
物
賞
は
体

長
三
十
巧
の
コ
イ
を
い
と
め
た
梅
原
の
、

福
田
市
司
さ
ん
で
す
。

成
績
は
次
の
と
お
リ
敬
称
略

▼
一
位
藤
野
清
吉
（
川
俣
）
千
五
百

名
▼
二
位
吉
氷
竹
雄
（
梅
原
）
干

百
五
十
考
▼
三
位
今
成
与
四
郎
（

南
大
島
）
七
百
六
十
六
嗜
▼
四
位

大
津
忠
明
（
矢
島
）
▼
五
位
内

田
光
男
（
上
江
黒
）
▼
大
物
賞
福

田
市
司
（
梅
原
）

魚
つ
り
大
会

＿
位
藤
野
清
吉
さ
ん

体
育
協
会
主
催
の
魚
つ
り
大
会
が
十

一
月
十
日
、
板
倉
町
幹
線
堀
で
行
わ
れ

四
十
七
名
の
大
公
望
が
腕
前
を
競
い
ま

し
た

こ
の
日
は
風
が
あ
っ
た
か
快
晴
に
め

ぐ
ま
れ
、
ま
ず
ま
ず
の
つ
り
日
和
。
つ

り
天
狗
は
、
良
い
つ
り
場
を
捜
し
、
そ

こ
で
つ
り
糸
を
垂
ら
し
て
、
ウ
キ
と
に

ら
め
っ
こ
。
引
き
に
合
わ
せ
て
、
つ
り

ざ
お
を
上
げ
て
い
た
が
、
主
に
フ
ナ
が
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｀
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“

一
年
金
を
ふ
や
す
方
法
は
？
一

圃
問
国
民
年
金
は
、
何
年
保
険
料
を
円
（
米
月
か
ら
は
一
千
百
円
）
の
ほ

一
掛
け
て
‘
い
つ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
も
か
に
附
加
保
険
料
四
百
円
を
お
さ
め
一

·
ら
え
る
か
。
又
、
年
金
を
ふ
や
す
方
る
と
、
そ
の
お
さ
め
た
期
間
に
応
じ
”

一
法
は
な
い
か
。
(
-
村
民
）
て
一
定
の
額
か
上
積
み
さ
れ
た
年
金
《

一
答
拠
出
年
金
（
保
険
料
を
掛
け
る
か
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
年
金
）
て
は
、
普
通
二
十
五
年
間
保
例
え
ば
、
二
十
五
年
間
拠
出
年
金
一

一
険
料
を
掛
け
て
、
現
在
六
十
五
オ
か
の
保
険
料
を
お
さ
め
た
外
に
、
附
加
一

〗
ら
毎
年
二
十
七
万
八
干
六
百
四
十
円
保
険
料
を
二
十
五
年
間
お
さ
め
ま
す
”

一
（
月
額
一
ガ
ー
ニ
千
二
百
二
十
円
）
の
と
‘
拠
出
年
金
の
外
に
、
年
額
六
万
一

一
年
金
か
も
ら
え
ま
す
。
円
（
月
額
五
千
円
）
を
合
算
し
た
年
一

一
こ
れ
は
将
来
、
経
済
状
勢
や
福
祉
額
三
十
三
万
八
千
六
百
四
十
円
（
月
一

一
制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
改
定
さ
れ
ま
額
二
万
八
千
二
百
二
十
円
）
が
も
ら
一

圃
す
，
え
ま
す
。
な
お
、
附
加
年
金
制
度
に
”

し
か
し
、
よ
り
安
定
し
た
老
後
の
は
、
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一

一
た
め
に
、
保
険
料
を
増
額
し
て
多
額
い
方
が
い
ま
す
。
こ
の
方
は
、
農
業
叩

[
の
年
命
を
受
け
る
方
法
か
あ
り
ま
す
。
者
年
金
加
入
者
で
す
。

一
そ
れ
か
附
加
年
金
制
度
と
い
わ
れ
る
加
入
の
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ

”
も
の
で
す
。
と
は
役
場
住
民
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

〗
こ
の
制
度
は
、
定
額
保
険
料
九
百
さ
い
。

部
業
務
課
（
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西

三
ー
五
ー
ニ
四
）
で
す
。
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大
輪
と
須
賀
の
間
に
で
き
た
新
堀
川

上
流
の
一
帯
は
‘
そ
の
昔
、
大
輪
沼
と

称
し
沼
沢
の
あ
る
大
湿
地
帯
て
あ
っ
た
。

こ
れ
は
新
田
・
山
田
・
西
邑
楽
の
悪
水

の
た
ま
り
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

雨
の
多
い
年
な
ど
は
作
物
は
ほ
と
ん
ど

と
れ
な
い
土
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
沼
の
水
の
自
然
排
水
は
谷
田
川

で
‘
沼
の
口
か
ら
十
二
社
（
上
江
黒
）
ま

で
の
間
は
、
川
巾
が
せ
ま
く
、
川
底
も

高
い
の
で
思
う
よ
う
に
水
か
流
れ
な
か

っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
子
‘
綱
吉
公

か
寛
文
三
年
八
月
館
林
城
主
と
な
リ
、

寛
文
か
ら
延
宝
に
か
け
て
の
大
事
業
は

館
林
城
の
改
築
、
矢
場
川
の
つ
け
か
え

工
事
と
‘
こ
の
谷
田
川
拡
張
工
事
で
あ

っ
た
。

延
宝
八
年
の
大
水
害
で
大
輪
沼
回
り

七
千
石
の
田
畑
は
冠
水
し
、
農
民
達
は

沼
の
水
を
利
根
川
に
流
し
て
ほ
し
い
と

申
し
出
し
た
の
で
、
天
和
元
年
（
一
干
六

百
八
十
一
）
諸
星
伝
左
衛
門
か
調
査
に

あ
た
り
、
三
科
甚
五
兵
衛
に
命
じ
て
沼

の
水
を
大
輪
·
須
賀
の
間
か
ら
利
根
川

へ
流
す
方
法
、
ま
た
、
大
輪
の
水
を
梅

原
か
ら
利
根
川
へ
流
す
方
法
の
二
つ
を

計
画
さ
せ
た
か
、
天
和
二
年
に
館
林
領

一
円
の
検
地
で
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い

こ
。f
 そ

の
後
も
水
害
に
な
や
む
野
辺
、
上

三
林
、
下
三
林
、
入
ヶ
谷
、
木
崎
・
上

中
森
・
下
中
森
・
萱
野
·
上
五
箇
・
大

輪
・
青
柳
・
堀
工
の
十
ニ
ヵ
村
（
今
の

大
字
）
が
協
力
し
て
利
根
川
へ
の
排
水

を
願
い
出
た
が
、
水
も
り
の
結
果
、
利

根
川
へ
水
を
流
す
こ
と
は
無
理
と
し
て

却
ド
と
な
リ
、
代
官
比
企
長
左
衛
門
に

な
っ
て
も
見
と
う
し
か
た
た
な
か
っ
た
。

遂
に
水
害
に
な
や
む
村
人
達
は
藩
の

手
を
ま
た
す
自
分
達
て
普
請
を
す
る
か

ら
許
叶
し
て
ぱ
し
い
と
碩
い
で
た
。

J
L
禄
卜
4

に
再
ひ
大
洪
水
、
大
輪

沼
回
り
四
千
四
白
町
歩
‘
畑
’
日
れ
十
町

歩
の
収
積
は
皆
無
。
代
官
長
左
衛
門
も

捨
て
て
は
お
け
ぬ
と
決
心
し
て
、
谷
田

川
筋
を
く
わ
し
く
調
べ
‘
大
輪
沼
か
ら

十
二
社
ま
で
二
千
三
百
間
を
川
巾
十
二

間
に
広
げ
、
土
も
り
．
二
間
と
す
れ
ば
よ

い
と
の
見
積
リ
を
立
て
た
。
翌
元
禄
十

二
年
(
-
千
六
白
九
十
几
年
）
、
今
か

ら
一
白
七
十
上
年
前
に
工
事
開
始
と
な

リ
、
近
辺
―
-
+
]
ニ
ヵ
村
か
ら
助
人
足
も

出
て
谷
田
川
拡
巾
工
事
は
、
わ
す
か
に

二
十
日
‘
樋
‘
橋
工
事
ま
で
い
れ
て
立

十
日
で
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

「
沼
ま
わ
り
の
人
足
は
多
年
の
願
望

故
‘
身
命
を
さ
さ
げ
て
精
出
し
‘
助
人

足
も
お
く
れ
じ
と
面
々
村
印
の
の
は
リ

を
立
て
‘
せ
リ
合
っ
て
仕
事
に
精
励
し

見
物
人
は
ど
若
男
女
列
を
な
し
‘
茶
・

薬
・
酒
・
菓
子
商
な
ど
、
は
せ
ま
わ
る

さ
ま
は
、
江
戸
の
こ
普
請
も
こ
れ
ま
で

と
長
左
衛
門
さ
ま
の
御
威
勢
の
は
と
ゆ

わ
し
け
れ
。
」
と
谷
田
川
広
記
に
内
か

れ
て
あ
る
。
こ
の
大
半
業
か
今
の
よ
う

に
機
械
の
な
い
時
代
に
わ
す
か
血
十
日

で
、
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
驚
く
は
か

は
な
い
。
工
事
に
あ
た
っ
た
人
足
は
総

数
六
万
人
と
い
わ
れ
、
長
左
衛
門
も
青

柳
に
宿
を
と
っ
て
、
毎
日
普
請
の
状
況

を
巡
視
し
激
励
し
た
。

大
輪
沼
と
谷
田
川
工
事

►

現
在
の
谷
田
川

は遠左くそ登 れ左消排続 帯う々金渡ららた田で
は‘く衛祭の景同て衛し水しそ大しに‘さ米れつ方な完
な消門ら功能時は門たにての輪た謝沼れ五たた面〈成
はぇのれ績は代なのかよ行後沼人礼周た百長のま ‘に
だ去名てはとにら功‘っゎもは達金辺と俵左でて西よ
迫i)はい用か笠な績そてれ谷新のとのい‘衛あ水邑つ

＾塁‘大る水め懸い‘の大‘田田努し村う盆門る害楽て
奈、し、忘輪 とら野゜村蔭輪現川と力て）＼こ子に゜をは沼
嚢：れ沼だ共れに 人に沼在の化に分‘達こ—対こま勿週

らのかにて水 達は力、の排しよ配‘れ白しのぬ論辺
育われ名代神自を の代安よ水fこつさ助は四て功か‘の
喜：、て称官と殺引 労官全う工のてれ人用十勘績れ新村

いと比ししぃ 苦比にな事て大た足地一定かる田は
ーある.::I±:企てたか を企姿機はあ湿°のの両所認に・か
ーる。の［長永が岡 忘長を械継令地こ村代かかめい山り
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さを強重査 宝十事▼ 長か民 にとさお
れ実〈要員田蒻年務田 から会県士ついにろ
た施‘性に口職「』従口 ら統館統紅ぃつまそ
もし常を就さ員巳事和 次計て計言十てたきか
のてに良任んー井 晴 の功開大 はこれに
でい率くしと 事▼扇 方労カ~会功くとてな
する先認て多五務多カロ 々者れかうう れに‘つ
゜とし識以田年従田竺 かと‘十老i ぐな→た
いてし来さ間事正 表しこー ，，れりつり対火こやがな忘 1 スは―にかしまなし災入 1
う‘て‘ん統 彦十 彰ての月てもがい‘すののも多ど年テマ‘からてすつやかリズ火
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表調感務計従清ご統略し協本‘ 取゜り忙心ぃ房た‘機年
彰査かの調事 計ー竺会村県 り火 L しかにのばや会会

火災シーズン米る

年末年始の火災予防

扱
い
と
、
念
入
り
な
点
検
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

火
災
に
よ
り
尊
い
人
命
や
、
大
切
な

財
産
を
失
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
一
人

一
人
か
火
災
の
防
止
に
つ
い
て
は
注
意

を
は
ら
う
と
と
も
に
、
万
一
出
火
し
た

場
合
、
い
つ
で
も
消
せ
る
よ
う
に
消
火

の
準
備
と
避
難
の
方
法
に
つ
い
て
、
職

場
や
家
庭
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

そ
こ
で
火
災
の
防
止
、
初
期
消
火
、

避
難
に
つ
い
て
と
く
に
次
の
こ
と
に
注

意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

＊
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
置
き
忘
れ

を
し
な
い
こ
と
。
と
く
に
飲
酒
し
た

と
き
の
寝
た
ば
こ
は
危
険
で
す
。

＊
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
正
し

い
取
り
扱
い
を
す
る
と
と
も
に
ま
わ

り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

こ
と
。

＊
外
出
す
る
と
き
‘
就
寝
す
る
と
き

は
必
ず
火
の
元
を
た
し
か
め
る
こ
と
。

＊
消
火
に
備
え
て
常
に
消
火
器
や
、

バ
ケ
ッ
一
杯
の
水
を
用
意
し
て
お
く

゜

こ
と

＊
避
難
に
つ
い
て
は
、
体
裁
を
気
に

し
て
着
替
え
を
し
た
り
し
な
い
で
早

＜
避
難
す
る
こ
と
に
心
掛
け
普
段
か

う
っ
か
り
寝
た
は
こ

火
事
の
も
と

110番からのお願い

見たら、聞いたら、 110番
どろぽうー・暴力•あやしい人
ひきにげ•あてにげ•あやしい車
（必ずナンバーをみる）

警察は緊急事件や事故処理のた
゜め昼も夜も活動しています。すば
やい届出が事件解決のポイントて
す。

ら
火
災
に
な
っ
た
場
合
、
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

＊
体
の
不
自
由
な
老
人
や
病
人
、
幼

児
は
避
難
し
や
す
い
階
下
に
就
寝
さ

せ
る
こ
と
。

＊
老
人
・
病
人
・
子
供
だ
け
残
し
て

外
出
す
る
と
き
は
、
火
の
気
を
と
く

に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
窓
や
戸
の

か
ぎ
は
、
内
側
か
ら
あ
け
や
す
く
し

て
お
く
こ
と
。

＊
二
階
以
上
の
階
の
火
災
は
避
難
が

困
難
と
な
り
や
す
い
の
で
、
避
難
用

の
は
し
ご
や
ロ
ー
プ
な
ど
備
え
て
お

く
こ
と
。

陸
•
海
・
空

自
衛
官
を
募
集

一
資
格
中
卒
以
上
で
年
令
は
十
八
才

i
-
―
十
四
オ
ま
で

二
待
遇
①
衣
食
住
は
無
料
＠
特
別

職
の
国
家
公
務
員
ら
俸
給
は
防
衛

庁
規
定
に
よ
リ
支
給
◎
ボ
ー
ナ
ス

は
年
三
回
、
四
・
八
ヵ
月
分
⑮
特

別
退
職
金
制
度
二
年
勤
務
す
る
と

本
俸
の
百
日
分
四
年
勤
務
す
る
と

本
俸
の
三
百
月
分
を
支
給

三
受
付
毎
日
採
用
日
毎
月
月
末

四
受
付
場
所
役
場
住
民
課
又
は
自
衛

隊
太
田
出
張
所
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こ
と
か
で
き
な
い
。

j
J
問
既
に
掲
示
し
て
あ
る
選
挙
運
動
一

用
ポ
ス
タ
ー
を
、
投
票
当
日
張
リ
疇

直

I
I

替
え
る
こ
と
か
で
き
る
か
。

ロ
①
い
つ
か
ら
選
挙
運
動
か
て
き
る
か
か
ら
三
百
以
以
上
離
れ
た
区
域
に
選
答
選
挙
運
動
期
間
中
適
法
に
掲
示
一

1
1
1
立
候
補
届
の
受
付
が
す
ん
だ
時
か
挙
事
務
所
を
設
置
す
る
こ
と
。
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
投
票
当
日
も
掲
圃

一
ら
で
あ
る
。
し
た
か
っ
て
選
挙
の
、
~
山
の
選
挙
事
務
所
を
表
示
す
る
た
示
し
て
お
く
こ
と
だ
け
か
許
さ
れ
一

一
期
日
の
公
示
か
あ
っ
て
も
、
立
候
補

r

，
～
ー
、
そ
の
場
所
で
、
ポ
ス
タ
ー
‘
る
の
て
あ
る
か
ら
、
投
票
当
日
、
一

一
届
が
選
挙
長
に
受
理
さ
れ
る
ま
で
は
芍
此
、
及
ひ
看
板
の
類
を
通
℃
て
三
‘
は
リ
替
え
る
こ
と
は
て
き
な
い
。

皿
選
挙
運
動
は
で
き
な
い
か
ら
‘
注
意
並
び
に
ち
よ
う
ち
ん
の
類
一
を
掲
示
た
だ
し
、
前
日
ま
で
な
ら
で
き
る
皿

』
を
要
す
る
。
す
る
こ
と
。
問
投
粟
日
に
、
特
定
候
補
者
を
支
[

[
®
ぃ
つ
ま
で
選
挙
運
動
か
で
き
る
か
③
選
挙
運
動
期
間
中
適
法
に
掲
示
し
持
推
せ
ん
し
て
い
る
団
体
等
か
自
《

”
原
則
と
し
て
、
投
票
日
の
前
日
ま
た
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
動
車
等
で
棄
権
防
止
を
呼
び
か
け
”

疇
で
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
、
投
票
当
て
お
く
こ
と
。
る
こ
と
は
ど
う
か
。

”
日
で
も
、
次
の
③
に
述
べ
る
選
挙
運
問
答
答
棄
権
防
止
と
い
え
ど
も
‘
あ
わ
《

血
動
は
で
き
る
。
問
投
票
日
の
前
日
は
、
午
後
十
二
時
せ
て
特
定
の
候
補
者
の
当
選
に
資
”

圃
③
投
票
当
日
で
も
で
き
る
選
挙
運
動
ま
で
選
挙
運
動
か
で
き
る
か
。
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
‘
違
反
と
ロ

”
①
投
票
所
を
設
け
た
場
所
の
入
口
答
で
き
る
。
た
だ
し
、
街
頭
演
説
及
な
る
場
合
が
多
い
。

垂
―
-
=
=
=
―
-
=
=
=
=
-
=
―
―
-
=
=
=
=
=
-
l
=
=
=
=
=
=
=
―
―
-
=
=
=
-
=
-
=
=
=
=
=
―
―
―
-
=
=
=
=
―
―
-
=
=
―
-
=
―
―
―
―
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
―
―
-
=
=
=
=
=
=
―
―
―
―
-
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
―
-
=
=
-
=
=
=
=
=
-
=
=
―
―
-
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
-
=
=
=
―
-
=
=
=
=
=
-
l
=
=
=
-
=
=
=
=
=
-
=
-
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
-
=
-
=
=
―
―
-
=
-
―
―
-
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
-
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
―
―
―
―
―
-
―

’’ 
選

挙

運

交
通
安
全
運
動

こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
年
始
に
あ
た

る
十
二
月
、
一
月
は
忘
年
会
、
ク
リ
ス

マ
ス
、
新
年
会
な
ど
飲
酒
の
と
も
な
う

慣
習
行
事
が
重
な
り
、
例
年
、
飲
酒
運

転
事
故
が
多
く
発
生
し
、
又
、
道
路
を

通
行
す
る
自
動
車
通
行
量
も
増
加
し
て
‘

死
亡
事
故
の
多
い
時
期
で
す
。
と
く
に

一
月
は
飲
酒
運
転
事
故
か
例
年
最
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

県
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
こ
の
時

期
に
お
け
る
死
亡
事
故
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
、
十
二
月
‘
二
十
一
日
（
土
）
か

ら
明
年
一
月
二
十
日
（
月
）
ま
で
の
間
、

県
下
一
円
に
わ
た
っ
て
「
年
末
年
始
県

民
総
ぐ
る
み
交
通
安
全
運
動
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
運
動
は
、
飲
酒
運
転
の
絶
減
、

歩
行
者
自
転
車
事
故
防
止
を
重
点
と
し

て
展
開
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
絶
滅

運
転
者
は
、
日
常
「
飲
酒
運
転
」
は

交
通
事
故
に
直
結
す
る
危
険
性
の
高
い

法
律
違
反
行
為
で
あ
る
と
知
り
な
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
「
こ
の
程
度
な

年
末
年
始
県
民
総
ぐ
る
み

事
故
へ
の

誘
い

「
飲
む
な
、
飲
ま
す
な

ホ
故
の
も
と
」

ら
大
丈
夫
」
「
も
う
酔
い
か
さ
め
た
か

ら
」
な
ど
の
甘
い
判
断
で
飲
酒
運
転
を

行
う
ケ
ー
ス
か
多
く
を
占
め
ま
す
。

①
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
②
運

転
す
る
客
に
は
酒
を
出
さ
な
い
‘
の
飲

酒
運
転
絶
減
の
気
運
を
盛
り
上
け
‘
酒

飲
み
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
・
自
転
車
事
故
防
止

岡
安

こ
の
時
期
は
、
車
両
交
通
の
往
来
か

激
し
く
な
り
寒
さ
の
た
め
厚
着
と
な
る

た
め
行
動
か
鈍
く
な
り
歩
行
者
・
自
転

車
事
故
の
多
発
か
予
想
さ
れ
ま
す
。
歩

行
者
・
自
転
車
事
故
の
中
で
は
、
と
く
に

こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
か
全
体
の
半
数

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
①
こ
ど
も
や

屯
人
の
夜
間
の
外
出
は
な
る
べ
く
さ
け

る
②
自
転
車
は
反
射
器
の
あ
る
整
備

完
全
な
自
転
車
を
利
用
す
る
③
運
転

者
は
‘
歩
行
者
・
自
転
卓
（
と
く
に
、
こ

ど
も
や
老
人
、
身
体
の
不
自
由
な
方
）

に
注
意
す
る
。

寄
付
あ
リ
が
と
う

｛
み

宮
崎
敬
次
さ
ん
（
南
大
島
）
は
‘
中

華
民
国
親
善
訪
問
害
道
代
表
団
に
選
は

れ
た
記
念
と
し
て
、
十
一
月
六
日
、
一

万
円
を
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
今
月
は
短
歌
て
す
）
順
不
岡

放
た
れ
し
赤
き
風
船
秘
か
な
る
想
ひ
ま

と
い
つ
空
を
遠
の
く

坂
上
千
枝
子

や
ぶ
か
ら
し
払
わ
ん
と
し
て
山
茶
花
の

露
こ
ぱ
れ
落
つ

中
島
あ
い
チ

ふ
と
の
ぞ
く
鏡
の
中
の
吾
れ
の
瞳
の
か

げ
リ
を
今
朝
は
ゆ
く
り
な
く
見
つ

高
橋
正
枝

牧
水
の
歌
碑
に
並
ひ
て
み
た
れ
た
る
髪

気
に
し
つ
、
カ
メ
ラ
に
対
ふ

富
塚
富
江

赤
々
と
咲
き
て
サ
ル
ビ
ア
一
霜
で
落
つ

長
病
み
し
姉
も
逝
き
た
リ

細
田
武
子

暮
坂
の
歌
標
に
酔
い
る
頬
も
冷
ゆ
唐
松

林
風
も
素
枯
れ
つ

文

芸

欄

イ
ン
フ
レ
と
不
況
の
今
年
も
あ
ま

す
と
こ
ろ
‘
い
く
日
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
年
か
あ
け
ま
す
と
、
例
年
の

こ
と
で
す
か
、
い
ろ
い
ろ
の
税
金
の

申
告
か
は
じ
ま
り
ま
す
、
そ
の
事
前

準
備
と
し
て
‘
昭
和
四
十
九
年
中
に

雇
人
料
を
支
払
っ
た
方
は
、
十
ー
一
月

中
に
税
務
課
へ
領
収
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
れ
は
計
算
の
上
標
準
外
経
費

と
し
て
差
し
引
か
れ
ま
す
。

な
お
領
収
書
に
は
作
業
名
、
作
業

日
数
‘
単
価
‘
支
払
金
額
（
現
物
給

与
も
含
む
）
‘
受
取
人
の
住
所
‘
氏

名
印
等
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
役
場
税
務
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
花
形
で

あ
る
ス
キ
ー
教
室
を
体
育
協
会
の
主

催
で
行
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
一
月
十
八
、
十
九
、

日
の
三
日
間

+ 

農
業
所
得
の

雇
用
料
控
除

届
出
は
十
二
月
中
ま
て

▼
場
所
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

▼
募
集
人
員
五
十
人

▼
参
加
人
員
七
干
五
百
円

▼
締
切
り
来
年
の
一
月
十
日

▼
申
込
み
予
約
金
二
千
円
を
そ
え

て
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

大
掃
除
の
実
施
を

村
で
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
二

十
日
ま
て
を
清
掃
旬
間
と
定
め
ま
し

た
か
ら
‘
こ
の
期
間
中
に
各
部
落
の

衛
生
委
員
の
巡
視
か
あ
り
ま
す
。

一
方
‘
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
越

冬
ハ
エ
の
撲
滅
と
、
あ
わ
せ
て
下
水

こ
う
や
水
の
た
ま
り
や
す
い
所
、
ご

み
捨
場
‘
便
所
の
汲
取
口
等
を
き
れ

い
に
し
て
、
住
み
よ
い
環
境
で
、
明

る
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

各
種
検
診
日

▼
乳
児
検
診

1
2日
（
第
二
木
曜
日
）

▼
妊
掃
検
診

1
9日
（
第
三
木
曜
日
）

▼
育
児
相
談

2
6日
（
第
四
木
曜
日
）

い
つ
れ
も
役
場
て
行
わ
れ
‘
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
で
す
。今

月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
村
県
民
税
第
四

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四
期
、
有

線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料
で

す
。

集
合
納
税
日

二
十
四
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
五
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

二
十
六
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
鳥
公
民
館



村．の人口

1 月 1 日現在

世帯数 2060戸

人口総数 9126人

男 4533 人

女 4593人

(12 月中の動き）

出生12 人 死亡 8 人

転入28人 転出28 人

印刷所

しも元気で明る

行発B
 

1

1

0

 

第 I 6 0 号
発行所明和村役場

編集総務課
庶務管理係

小林印刷所

寒
さ
に
ま
け
な
い
丈
夫
な
良
い
子
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
保
育
園
で
は
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
十
二
月
六
日
に
行
い
ま

し
た
。風

の
子
は
、
ほ
っ
ぺ
を
真
赤
に
し
て

保
母
さ
ん
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
元
気

よ
く
準
備
体
操
。
そ
し
て
十
分
か
ら
だ

を
温
め
て
か
ら
天
神
様
の
ス
タ
ー
ト
地

点
へ
行
き
、
高
年
令
の
ク
ラ
ス
か
ら
約

百
五
十
以
お
き
に
走
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
約
千
い
の
距
離
。
に
こ
に

こ
顔
て
全
員
‘
一
生
懸
命
に
力
走
し
、

中
に
は
先
に
ス
タ
ー
ト
し
た
園
児
を
ぬ

い
て
し
ま
う
元
気
な
子
も
お
り
‘
一
人

の
落
後
者
も
い
ま
せ
ん
て
し
た
。

ー

保
育
園
で

マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
と
い
う
年
は
ど

ん
な
年
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
政
治
は

も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も

し
っ
か
り
し
た
見
通
し
が
立
て
ら
れ
な

い
…
…
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
実
情
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
社
会
情
勢
の
中
で
も
、
な

ん
と
か
く
ら
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
運
命
と
い
う
も
の
を
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

l

年
の
は
じ
め

成
人
の
H

私
た
ち
は
好
む
好
ま
な
い
は
別
と
し
て
、

f
 

こ
と
し
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
重
要
な

年
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
、
な
り
ゆ

き
を
見
つ
め
、
し
っ
か
り
し
た
心
構
え

を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

季
節
の
話
題

権
利
と
か
、
義
務
の
重
み
を
、
い
ち

ば
ん
身
が
引
き
締
ま
る
よ
う
に
思
う
の

は
、
二
十
歳
の
誕
生
日
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。十

五
日
は
「
成
人
の
日
」
。
そ
れ
を

自
他
と
も
に
公
認
さ
れ
確
認
す
る
日
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
、
満
二
十
歳
に

な
っ
た
若
い
人
を
祝
福
し
は
げ
ま
す
日

で
す
。
法
律
的
に
は
す
で
に
二
十
歳
の

誕
生
日
に
成
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
日
は
、
権
利

ど
と
も
に
責
任
の
大
き
さ
を
、
あ
ら
た

め
て
み
ず
か
ら
に
念
を
押
す
日
で
も
あｷ
 

り
ま
し
ょ
う
。

若 くどま間なとに箸鬼ばの
いこ弄もれで時きしにと鬼言室
カの命は‘‘はははかも蛇だ葉町 ・
ッ言も．こ‘天明な棒と；が時よ
フ゜葉名正こ朗女工れにが女市あ代
ルは誉直でらだ なもよ力ゞるのし
に胎もで生か°婦いかつ，ご書な
贈教後賢れな明の゜かてfこ夫物し
りを世くて家王心夫ら出てが‘―`
た示に健成庭とがのな来れ腹世一
いす残康長が天な心いたばを鏡と＇
゜もすですい女ごが極子蛇た抄 目
の°力るととや潔道は戸てに ' 

、 L 強こなのかい者‘~oれ次 ' 
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議
案
の
内
容

決
算
関
係

昭
和
四
十
八
年
度
決
算
は
‘
次

の
と
お
リ
で
す
が
、
詳
し
く
は
来

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

•
一
般
会
計

歳
入
五
億
一
千
二
百
九
十
六

万
円

歳
出
四
億
九
干
百
十
五
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
二
干
百
八

十
一
万
円

◆
国
保
会
計

◄

議
会
風
景

給
与
引
上
げ
関
係

第
六
回
定
例
村
議
会
か
十
二
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
土
日
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
て
は
、

①
昭
和
四
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
国
保
会
計
・
有
線
会
計
）
の
決
算
の
認
定
‘
②
明
和
村
の

職
員
及
び
特
別
職
の
給
与
等
の
引
上
け
‘
③
一
般
会
計
と
四
の
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
で
九
千
·
一
白
八
十

七
万
円
を
追
加
な
ど
十
二
議
案
か
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
リ
可
決
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
一

般
質
問
八
件
か
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
村
長
か
答
弁
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

歳
入
一
億
二
百
七
十
万
円

歳
出
九
千
五
百
九
十
八
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
六
百
七
十

二
万
円

◆
有
線
会
計

歳
入
二
千
百
三
十
五
万
円

歳
出
二
千
三
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
百
三
十
二

万
円

♦

役
場
職
員
の
給
与
等
の
改
正

①
民
間
と
の
格
差
二
八
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
の
調
整
の
た
め
、
昨
年
七

月
、
人
事
院
の
勧
告
に
基
つ
き
、

役
場
職
員
の
給
与
か
昨
年
四
月
に

さ
か
の
ぱ
っ
て
引
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
す
。

0

高
卒
の
初
任
給
は
六
万
八
百

円
（
改
正
前
1
1

四
万
六
千
白
円
）

②
期
末
手
当
の
支
給
す
る
割
り
合

い
か
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
昨
年
九
月
か
ら
適
用
）

六
月
支
給
1
1

給
与
の
一
・
一
ヵ

月
を
一
•
四
ヵ
月
に
改
正
。

十
二
月
支
給
1
1

給
与
の
ニ
ヵ
月

を
ニ
・
一
ヵ
月
に
改
正

◆
常
勤
特
別
職
及
び
村
議
会
議

員
の
給
与
等
の
改
正

①
一
般
職
の
改
正
に
伴
っ
て
改
正

さ
れ
、
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
総

務
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
、

昨
年
四
月
一
日
に
さ
か
の
ほ
っ
て

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
村
長
三
十
万
円
・
助
役
ニ

十
四
万
円
・
収
入
役
二
十
二

万
五
千
円
・
教
育
長
二
十
一

万
六
千
円
・
議
長
十
一
万
円

・
副
議
長
七
万
五
千
円
・
常

任
委
員
長
七
万
円
・
議
員

六
万
七
千
円

②
期
末
手
当
の
支
給
す
る
割
リ
合

い
か
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た

C

（
昨
年
九
月
か
ら
適
用
）

六
月
支
給
1
1
給
与
の
一
・
七
ヵ

月
か
ニ
ヵ
月
に
改
正
。

十
二
月
支
給
1
1

給
与
の
ニ
・
六

ヵ
月
が
ニ
・
七
ヵ
月
に
改
正
。

補
正
予
算
関
係

道
路
橋
リ
ょ
う
新
設
改
良
費
に

不
足
分
六
百
六
十
万
円
追
加

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

. . 

給
与
改
定
費
が
約
7
0パ
ー
セ
ン
ト

補
正
予
算
で
9
2
百
8
7万
円
追
加

4
8年
度
決
算
を
認
定

追
加
頷
は
、
し
T

四
什
し
ー
I
i

J
J
円
て
‘
予
算
総
頷
か
，
ハ
倍
：
·
-
f

．
一
付
几
卜
八
J
J
i
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
額
の
七
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
あ

た
る
五
千
六
百
万
円
か
給
与
改
定

に
伴
う
人
件
費
で
す
。

ほ
か
の
主
な
追
加
は
‘
邑
楽
用

水
路
の
防
護
さ
く
工
事
の
追
加
分

二
百
万
円
、
有
線
会
計
の
不
足
に

対
す
る
繰
出
金
二
百
十
五
万
円
、

現
在
、
実
施
中
の
各
事
業
に
お
け

る
不
足
分
を
補
て
ん
す
る
た
ー
め
の

道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費
六
百

六
十
万
円
。
予
備
費
三
百
万
円
な

ど
で
す
。

◆
国
保
会
計
補
正
予
算

百
七
十
八
万
円
の
追
加
額
は
、

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
で
あ
り
、

予
算
総
額
は
、
一
億
三
千
四
百
九

十
八
万
円
。

◆
有
線
会
計
補
正
予
算

二
百
三
十
万
円
を
追
加
し
て
、

予
算
総
額
は
一
千
八
百
十
三
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

施
設
管
理
費
四
十
三
万
円
を
減

額
補
正
し
、
人
件
費
二
百
六
十
五

万
円
な
ど
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

◆
水
道
会
計
補
正
予
算

収
益
的
支
出
の
追
加
は
、
六
百

五
万
円
て
、
人
件
費
が
五
四
パ
ー

セ
ン
ト
。
ほ
か
に
原
水
及
び
浄
水

費
に
二
百
二
万
円
な
ど
で
す
。

稲
作
の
異
常
災
害
て

六
百
五
十
二
万
円
追
加

●
農
業
共
済
会
計
補
正
予
算

七
百
九
十
八
万
円
を
追
加
し
て
、

予
算
総
額
は
三
千
七
百
二
十
五
万

円
と
な
リ
ま
し
た
。

追
加
は
異
常
災
害
に
よ
る
陸
稲
・

水
稲
の
共
済
金
六
百
五
十
二
万
円

と
人
件
費
百
四
十
六
万
円
て
す
。

村
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
私
も
‘
昨
年
十

月
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
鞭
撻
に
よ
り
ま
し
て
、

村
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の

座
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
‘

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
、
こ

れ
に
応
え
る
べ
く
懸
命
の
努

力
を
傾
け
て
い
ま
す
か
、
今

更
ら
な
か
ら
負
荷
の
任
の
重

大
さ
と
‘
責
任
の
厳
し
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

幸
い
、
明
和
村
の
村
勢
も
‘

小
松
原
前
村
長
の
卓
越
し
た

政
治
力
と
村
民
の
皆
様
の
カ

,,,,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,-• 99999--99999--99999--99999--99999--99999--99999--99999 ••"'"••'""••""'••"""•• 99999--99999--99999--99999--99999-..,,,,,..,,,,,..,,.......,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,...,,,,..,,,,,..,, 

i 呈受不世シ発に おとし年年こ続面強
：け況界ョし加昨願温‘ではのけにい

と各ッたえ年いか皆あ更伸てわご
；更い国ク ‘‘は申ぃ様りら展また協
呈らうはのい中‘しごのまにをいりカ
に大い影わ東異上協ーす一基り順に
不きす響ゆ戦常げ力層こ段とま調よ
況なれをる争なまをのととししなり
下打も受オに物す心ごを飛てた伸‘
に撃経けイ端価゜ヵ~理念躍‘の展各
もを 1斉て、ルを高 ら解願の今ごを方

か
か
わ
ら
ず
‘
イ
ン
フ
レ
の

波
は
急
速
度
に
世
界
全
土
に

蔓
延
し
て
お
り
‘
我
か
国
に

お
い
て
も
総
需
要
抑
制
あ
る

ハ
は
金
融
引
締
等
の
一
連
の

措
置
に
よ
っ
て
経
済
の
不
況

は
益
々
そ
の
極
に
達
し
、
一

方
特
に
消
費
者
物
価
は
、
高

騰
し
、
益
々
そ
の
度
合
い
を

強
め
て
お
り
、
私
ど
も
の
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

更
ら
に
、
こ
れ
か
ら
公
共

料
金
な
ど
が
次
々
に
値
上
げ

さ
れ
‘
郵
便
・
電
信
電
話
・

煙
草
な
ど
の
値
上
げ
も
話
題

に
な
っ
て
い
る
現
況
で
あ
り
、

政
府
の
強
力
な
物
価
安
定
策

も
、
相
当
相
殺
さ
れ
、
相
当

長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
覚
悟

し
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
‘
こ
の
よ
う
な
異
常

事
態
の
中
に
あ
っ
て
新
年
の

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
や
、

村
民
福
祉
の
向
上
を
ど
う
進

め
て
行
く
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。『

福
祉
明
和
』
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
こ
と
し
で
三

年
目
を
迎
え
た
わ
け
で
す
か
、

こ
の
よ
う
な
時
勢
な
れ
ば
こ

そ
社
会
福
祉
の
問
題
を
い
よ

い
よ
充
実
強
化
し
て
い
き
た

>'＝さし栄年 上でで球を皆 りり何明 長 i[! ぬ局れ い即尽発線域〈更興基と い
：っまをにおげ‘いでい様私ま切と日し 年かのこきししの引とりに対幹なそも
言とし衷おわまよきこた方もせつしヘカ~ 、 柄予面のたたて推きしには策産るしの
：ぃて心けりすろたのだの微んててのし 奇ミ ；こ で想をよい村‘進なて必‘‘業道てで
言た‘よるに。しい難きご力゜進も発‘ 良 すさ取うと政新のどの要住商で路‘す
；し新りご‘ くと局ま指な まこ展郷 マて ゜れりに思に時た‘市なみエぁ網村゜
百ま年お多皆 お思にし導が なのの土 る上‘い取代め村街都よ業るの造
；すの祈幸様 願い取てとら け難た明 1t 容け本まりのにの化市いの農改り
；゜ごりと方 いまり全ご村 れ局め和 易て年す組要全総区開環振業§の
0 あいごの 申す組力協民 ばをに村 杉： なもは゜ん請力合域発境興の 基
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千
江
田
農
協
野

菜
流
通
セ
ン
タ
ー

が
東
北
道
の
東
の

江
黒
地
区
に
こ
の

は
ど
完
成
し
、
十

二
月
十
一
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
野
菜
指
定
産

地
近
代
化
事
業
と

し
て
、
国
か
ら
九

百
九
十
七
万
円
、

県
か
ら
四
百
九
十

八
万
円
、
村
か
ら

百
四
十
九
万
円
の

補
助
を
受
け
総
事

業
費
二
千
九
百
九

十
万
円
で
完
成
し

た
も
の
で
す
。
建
物
は
、
床
面
積
が
八

百
三
平
方
以
。
一
日
当
り
の
流
通
は
最

高
五
十
ト
ン
を
、
現
在
は
見
込
み
、
将

来
は
も
っ
と
ふ
や
す
と
の
こ
と
で
す
。

建
物
の
中
に
は
、
自
動
結
束
機
三
台
、

野菜流通センター完成

総事業費2990万円

一
1

ー
｀
ー

土
地
改
良
区
総
代
選
挙

明
和
村
土
地
改
良
区
総
代
の
任
期
満

了
に
伴
う
選
挙
が
十
一
月
二
十
二
日
に

告
示
さ
れ
た
が
、
十
二
月
二
日
の
立
候

補
届
出
の
最
終
日
に
三
つ
の
選
挙
区
と

も
定
数
を
超
え
な
い
た
め
、
無
投
票
に

な
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
、
選
挙
会
が
役
場
で

開
か
れ
被
選
挙
権
の
有
無
な
ど
を
審
査

し
て
、
立
候
補
し
た
六
十
名
の
全
員
を

当
選
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
当
選
し
た
方
は
農
業
生
産
の
向

上
を
図
る
た
め
に
慟
く
わ
け
で
す
が
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

第
ー
選
挙
区
定
数
十
八
人

▼
梅
原
福
田
峯
次
田
部
井
富
次

新
井
一
雄
川
島
銀
次
高
沢
茂
▼

館
林
市
斉
藤
伊
一
郎
▼
南
大
島

島
田
勇
市
、
今
成
久
雄
、
栗
原
栄
一
‘

佐
山
茂
一
、
福
島
源
一
、
運
見
一
雄
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
一
台
、
ロ
ー
ラ
コ
ン

ベ
ャ
ー
ニ
十
六
台
、
木
製
パ
レ
ッ
ト
百

六
十
台
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、

千
江
田
農
協
管
内
の
指
定
野
菜
の
白
菜

を
中
心
と
し
て
、
野
菜
全
般
の
集
·
出

荷
を
行
い
、
農
業
生
産
物
の
流
通
に
多

い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

◄

野
菜
流
通
セ
ン
タ
ー

全
員
無
投
票
当
選

昨
年
産
の
水
稲
・
陸
稲
は
、
異
常
気

象
と
し
ま
葉
枯
れ
病
や
い
も
ち
病
等
の

被
害
に
よ
り
、
昭
和
四
十
二
年
に
次
い

で
、
近
年
に
な
い
異
常
災
害
と
な
り
ま

し
た
。共

済
金
の
支
払
い
被
害
面
積
は
、
二

百
四
十
五
・
五
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
昨

年
に
対
し
ニ
・
五
倍
。
又
‘
申
告
数
も

二
倍
弱
で
、
被
害
の
大
き
さ
が
う
か
か

わ
れ
ま
す
。

こ
の
多
く
の
被
害
を
評
価
に
あ
た
っ

た
評
価
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
な
ご

苦
労
を
か
け
、
適
正
な
評
価
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
、

村
で
と
り
ま
と
め
た
損
害
評
価
高
か
県

農
業
共
済
組
合
連
合
会
、
そ
し
て
農
林

省
で
そ
の
ま
ま
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
さ
れ
た
旨
を
損
害
評
価
会
に
諮
問

し
、
原
案
ど
お
り
答
申
を
受
け
、
昨
年

の
十
二
月
二
十
五
日
、
農
協
個
人
別
預

金
口
座
へ
振
替
支
払
を
し
ま
し
た
の
で
、

農
協
で
共
済
金
を
お
受
取
り
く
だ
さ
い

c

水
稲
・
陸
稲
の
損
害
評
価
高
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

一
千
四
十
三
万
円
の
支
払
い

水
稲
・
陸
稲
の
共
済
金

岡
安
利
清
次
▼
中
谷
坂
上
喜
太
郎

坂
上
定
七
▼
新
里
堀
口
治
平
、
堀

ロ
正
、
小
平
嘉
章

第
二
選
挙
区
定
数
二
十
人

▼
矢
島
山
田
福
太
郎
、
石
崎
栄
太
郎

奈
良
原
与
惣
治
、
泉
田
貞
一
▼
川
俣

小
川
藤
作
、
宇
木
慶
一
▼
館
林
市

小
暮
武
雄
、
高
橋
孝
▼
大
佐
貫

鯉
沼
―
二
鯉
沼
忠
弥
、
篠
木
直
一
郎

▼
大
輪
門
間
昇
平
、
田
口
政
男
、

原
口
順
一
田
口
栄
良
、
駒
宮
新
三

▼
須
賀
落
合
常
雄
、
渡
辺
新
市

▼
入
ヶ
谷
蓮
見
幸
蔵
、
金
子
三
郎

第
三
選
挙
区
定
数
二
十
二
人

▼
江
口
柿
沼
福
一
、
新
井
義
造
、
関

ロ
義
敬
、
木
村
徹
司
▼
千
津
井
野

本
順
蔵
、
薗
部
照
寿
、
野
本
竹
蔵
、
横

塚
弥
一
▼
田
島
奈
良
降
二
、
青
木

好
二
、
北
島
釘
蔵
▼
斗
合
田
機
村

政
―
‘
梁
瀬
朝
一
、
多
田
栄
作
▼
館

林
市
田
沼
貞
蔵
▼
上
江
黒
多
田

佐
衛
、
石
橋
福
二
、
牛
久
保
正
市
、
森

田
芳
郎
▼
下
江
黒
青
山
猶
一
、
柴

崎
金
作
、
柿
沼
朝
太
郎

種
産
業
の
必
要
資
材
の
高
騰
、
加
え

て
電
力
料
金
の
大
幅
値
上
げ
、
鉄
道

運
賃
な
ど
公
共
料
金
軒
並
み
引
上
げ

な
ど
で
、
経
費
の
増
大
に
よ
る
日
常

の
生
活
経
営
に
至
難
の
年
も
走
馬
灯

の
よ
う
に
す
ぎ
去
り
‘
こ
こ
に
新
鮮

• 
村
民
の
皆
さ
ま
、
輝
か
し
い
新
春

を
寿
ぎ
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
社
会
経
済
情
勢
も
狂
乱
し

物
価
の
年
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

厳
し
い
経
済
の
中
で
生
活
物
資
、
各

▼水稲の損害評価状況

地区別 支払戸数 被害面積 共済減収量 支払共済金

東部 349 8,821アール 54,663 キロ 8,199 千円

中部 210 6,635 31,806 4,771 

西部 282 7,669 40,431 6,065 

計 841 23,125 126,900 19,035 

▼陸稲の損害評価状況

地区別 支払戸数 被害面積 共済減収量 支払共済金

東部 26 191 アール 1,180 キロ 177 千円

中部 53 437 2,391 359 

西部 97 806 5,763 864 

計 176 1,434 9,334 1,400 

法
に
よ
る
市
街
化
区
域
の
線
引
を
考
え

て
、
土
地
の
高
度
利
用
を
推
進
し
生
活
環

境
の
恒
久
的
整
備
、
豊
か
な
生
活
並
び
に

産
業
圏
の
確
保
を
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
歴
史
的
な
年
で
あ
り
ま
す
。

議
会
は
村
の
開
発
基
本
構
想
に
従
い
、

民
生
の
安
定
と
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
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呈
晨

HI 

な
充
実
感
の
み
な
ぎ
っ
た
昭
和
五
十
年
地
方
公
共
団
体
の
議
会
と
し
て
、
村
呻

の
新
春
を
迎
え
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
お
民
生
活
の
安
定
向
上
を
目
指
し
、
生
一

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
活
環
境
公
共
施
設
の
整
備
、
社
会
資
一

村
議
会
に
対
し
て
ご
理
解
あ
る
格
別
本
の
充
実
に
懸
命
の
努
力
を
村
民
各
一

な
る
ご
協
力
を
賜
り
‘
議
会
の
使
命
が
位
の
至
上
命
令
と
し
て
、
議
会
活
動
一

達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
厚
く
に
豊
か
な
明
和
村
建
設
に
最
善
の
努
一

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す
の
で
、
旧
に
一

HI 

本
年
実
施
が
予
想
さ
れ
る
都
市
計
画
倍
す
る
ご
指
導
ご
鞭
達
を
お
願
い
申
一

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ新井

初
太
郎

iu 

し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
明
和
村
の
躍
進
と
村
民
の
一

皆
さ
ま
の
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
向

I

上
、
又
、
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
こ

1
1

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
，
一

Ill 

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
暉
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年
金
額
が
一
一
倍
に

農
業
者
年
金
制
度
改
正

.. 

►
 

ニ
ュ
ー
ス

ダ
ン
ス
講
習
会
終
る

十
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
青
年
団
主
催

の
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
が
十
二
月
十
八

日
を
も
っ
て
、
終
了
し
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
の
講
習
会
に
は
、
平
均

六
十
名
が
受
講
し
大
好
評
。
立
岡
講
師

は
「
皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん
上
手
に
な
り

こ
れ
な
ら
ば
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
会

場
な
ど
で
も
恥
ず
か
し
く
な
く
ダ
ン
ス

が
で
き
ま
す
」
と
太
鼓
判
を
お
し
て
い

ま
し
た
。

◄
 農

業
者
年
金
制
度
の
改
正
か
な
さ
れ

一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
改
正
で
、
年
金
額
か
ニ
・
ニ
倍
に
引

上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
農
業

者
の
老
後
生
活
は
、
一
段
と
安
定
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス保

育
園
で

十
二
月
二
十
四
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ

フ
こ
の
日
保
育
園
で
は
、
ク
リ
ス
マ

｀
゜ス

を
楽
し
み
ま
し
た
。

き
れ
い
に
飾
ら
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
は
‘
赤
•
青
な
ど
の
豆
電
球
か
点

減
し
‘
雰
囲
気
は
充
分
。
こ
れ
を
見
な

か
ら
‘
歌
っ
た
り
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

し
て
、
み
ん
な
に
こ
に
こ
顔
。
又
、
手

品
に
は
、
び
っ
く
り
し
た
り
不
思
議
そ

う
な
表
情
で
、
真
剣
に
見
と
れ
、
最
後

に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
大
喜
び
で
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
年
金
額
の
引
き
上
げ

経
営
移
譲
年
金
と
農
業
者
年
金
の
額

か
下
の
表
の
と
お
り
ニ
・
ニ
倍
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
保
険
料
の
改
正

立

▼年金給付額の新旧対照表（月額）

保険料納 経営移譲年金 農業者老齢年金

付済期間
新 旧 新 旧

5 年 17,600 円 8,000 円 2,200 円 1,000 円

20年 35,200 16,000 8,800 4,000 

25年 44,000 20,000 11,000 5,000 

30年 52,800 24,000 13,200 6,000 

保
険
料
の
額
も
ニ
・
ニ
倍
に
引
上
け

ら
れ
、
月
額
七
百
五
十
円
か
一
千
六
百

五
十
円
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
一
月

以
降
か
ら
は
、
一
ヵ
月
に
つ
き
一
千
六

百
五
十
円
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す

c

◆
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入

将
来
の
物
価
の
変
動
に
応
し
て
、
年

金
額
か
自
動
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
度
の
消
費
者
物
価
指

数
を
基
準
に
し
て
、
今
後
一
年
間
ま
た

は
継
続
す
る
二
年
間
以
上
の
間
に
立
。
ハ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
変
動
し
た
場
合
に

そ
の
変
動
率
を
碁
準
に
し
て
改
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
年
金

額
の
実
質
的
価
値
の
減
少
か
防
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

♦

そ
の
他
の
改
正
点

口
出
稼
ぎ
期
間
を
年
金
受
給
資
格
期

間
に
通
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

゜

こf
 

口
離
農
給
付
金
支
給
制
度
の
改
正
か

は
村
内
て

い
ま
し
ょ

l

次
の
と
お
リ
行
わ
れ
ま
し
た
。
①
）
給

付
金
の
額
か
ニ
・
ニ
倍
に
引
上
け
‘

②
他
の
農
家
に
農
地
を
貸
し
付
け
て

離
農
し
た
場
合
も
支
給
の
対
象
に
、

③
給
付
金
か
租
税
の
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
一
時
金
（
脱
退
及
び
死
亡
一
時
金

）
の
額
も
年
金
に
準
じ
て
引
上
け
ら

れ
ま
し
た
。

四
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、

一
年
に
一
回
に
支
払
う
前
納
割
引
の

道
も
開
か
れ
ま
し
た
。

国
す
て
に
二
年
間
の
時
効
か
完
成
し

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
や
加
入

で
き
な
く
な
っ
た
人
を
救
済
す
る
措

置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い

方
は
今
す
く
加
入
を

皆
さ
ん
の
年
金
も
、
今
度
の
改
正
で

こ
の
よ
う
に
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
本
村
の
加
入
率
は
、
当
然
加

入
か
八
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
任
意
加
入
か

六
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
ま
だ
加
入
し
て

な
い
方
か
相
当
数
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
大
勢
の
仲
間
が
将
来
、
年

金
を
も
ら
っ
て
い
る
と
き
、
も
し
あ
な

た
に
年
金
か
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に

か
さ
び
し
い
思
い
を
さ
れ
る
こ
と
で
し

ょ
、

1ゆ
た
か
な
老
後
の
た
め
に
、
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
加
入
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
点
か
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
協
や
役
場
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

-===-====-H 

:; ;、;: t;、;•;,; ;9 : 

農貸書貸嘉
地麿紅
に詞食筐
住尋言食
宅庄i信
を髯i喜
建賛[l]信
て日呑各
る信［1:：翡
iこ詞慕：；翡覧
は痣萎苓翁

? 
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' 亘 原の分とて＾土き をこ答せのか問
』農則はさ農き農地ると宅と くよで
＇地と後れ用め業が土こ地が農だうき農
巨をし者て地ら振あ地ろにで地さなる地
目宅てのい区れ胆りとがすきにい手かに
＇地で白ま域農地ま原農れまは゜続゜住
言にき地す外用域す則地ばせ‘ き又宅
＇すまの゜＾地整゜とに建ん住＾かでを
亘るせみ宅白区備こしは設し居一必き建
9 にんで地地域法れて‘でヵ~を村要る設
目は゜‘にー内ーはで宅きし建民カ~場す
＇青 青でと云に農き地ま、設ーお合る
＇地 地きt:目ょ振なにす農す 知はこ
＇カ~ はる区嬰っ法いで゜地る らどと

l 務の しるののカ~完点 にま県委て白
＇局農そてか方四＾全はとあせ知員‘地
言へ業のくなと・ーか‘こりん事会農を
＇お委ほだどは五般゜用ろま゜の＾地確
＇た員かさ十‘倍住転排です申許役が認
＇ずか詳い分話ー宅用水‘゜請可場白し
＇ね役し゜にしどの面‘申 用を経地て
言く場ぃ 検合う場積道請 紙得済のく
＇だ農こ 討いか合は路に はな課とだ
言さ業と のが゜は多等際 役けーきさ
＇い委は うっ又建過のし 場れにはい
9 ゜員‘ えい‘設ぎ計て 経ば口、。
' 会地 申て隣面な画留 ‘i斉な明農そ
= 事元 請い地積いは意 課り、業し
枷lllll ft llllllll暉剛IUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII咄幽闊馴Hlllll ttllll皿111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111幽MIIIIIIIIIIIIINI暉叫l幽IIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII暉闇皿IIIIIHI呻1"IIImmh晨

全
国
で
最
優
秀

玉
井
利
彦
君
の
ポ
ス
タ
ー

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
て
、
又
も
東
小
学
校
児
童
の
作
品

が
全
国
で
入
賞
し
ま
し
た
。

―
一
年
生
の
玉
井
利
彦
君
（
江
口
）
が

二
年
生
の
部
で
最
優
秀
に
、
三
年
生
の

◄

作
品
は
王
井
君
の
ポ
ス
タ
ー

110番からのお願い
見たら、聞いたら、 110番
どろぼう一・暴力•あやしい人
ひきにげ•あてにげ•あやしい巾
（必ずナンバーをみる）

警察は緊急事件や事故処理のた
゜め昼も夜も活動しています。すは
やい届出が事件解決のポイントて
す。

連
見
美
智
子
さ
ん
（
南
大
島
一
が
佳
作

に
選
は
れ
ま
し
た
。

全
国
最
優
秀
に
は
、
こ
れ
で
昭
和
四

十
六
年
か
ら
連
続
四
回
で
す
。
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「
三
月
十
五
H

」

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を

営
ん
で
い
る
か
た
に
前
年
中
の
個
人
の

事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
応
じ
て
納
め

て
い
た
だ
く
県
税
で
す
。

個
人
の
事
業
税
を
納
め
て
い
た
だ
＜

ま
で
の
順
序
を
説
明
い
た
し
ま
す
と
、

ま
ず
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
館
林
財
務

事
務
所
に
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
財
務
事
務
所
で
税
額
等
を

計
算
し
て
納
税
通
知
書
を
み
な
さ
ん
の

お
手
元
に
お
送
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、

み
な
さ
ん
に
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
税
額
を
八
月
と
十
一
月
の
二
回
に
わ

け
て
納
め
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
。

個
人
の
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た

は
、
た
と
え
ば
、
物
品
販
売
業
、
飲
食

店
な
ど
商
工
業
と
い
わ
れ
て
い
る
事
業

や
、
医
業
・
理
容
業
な
ど
自
由
業
と
い

わ
れ
て
い
る
事
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る

か
た
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定

申
告
書
ま
た
は
住
民
税
の
申
告
書
を
提

出
さ
れ
た
か
た
は
、
個
人
の
事
業
税
の

申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
個
人
の
事
業
税

の
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
で

個
人
の
事
業
税
の
申
告
は

申
告
の
手
続
き
な
と
に
つ
い
て
‘
わ

か
り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
‘
館

林
財
務
事
務
所
へ
お
気
軽
に
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
月
十
七
日
ご
ろ
か
ら
国
（

税
務
署
）
・
県
（
財
務
事
務
所
）
・
村

が
共
同
て
「
三
税
（
所
得
税
・
個
人
の

事
業
税
・
住
民
税
）
共
同
納
税
相
談
会

場
」
を
設
け
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
相
談

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
会
場
は
‘
来
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

短
歌
教
室
開
か
る

社
会
教
育
の
1
環
と
し
て
‘
短
歌
教

室
が
十
二
月
よ
り
毎
月
第
1
‘
二
日
曜

日
の
午
前
十
時
よ
リ
十
二
時
ま
て
の
二

時
間
、
役
場
二
＿
階
会
議
室
を
会
場
に
‘

►

短
歌
作
リ
の
講
義
風
景

庇
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＝
＝
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血
東
京
目
黒
に
あ
る
浄
土
宗
の
名
刹
祐
天
上
人
は
‘
寛
永
元
年
四
月
岩
の
衰
退
を
復
興
修
理
を
↓
た
。
ま
た
、
祐
天
上
人
は
‘
師
の
檀
通
上
人
に
皿

血
祐
天
寺
は
、
新
東
京
八
名
所
の
ひ
と
代
国
（
福
烏
県
）
大
浦
に
生
れ
‘
幼
六
代
将
軍
葬
儀
の
大
尊
師
を
務
め
‘
随
行
し
て
、
十
八
才
よ
リ
三
十
ニ
オ

叩
っ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
開
基
上
名
を
三
之
助
と
言
い
後
に
愚
心
と
称
八
代
将
軍
吉
が
公
よ
り
は
、
現
今
真
ま
て
の
十
六
年
間
修
行
に
励
ん
た
と

1
1

圃
人
で
あ
る
祐
天
上
人
の
石
像
か
、
斗
し
た
。
十
ニ
オ
の
時
、
承
応
三
年
三
の
僧
侶
は
祐
天
唯
一
人
な
リ
と
言
葉
記
録
さ
れ
て
お
り
‘
館
林
市
善
導
寺
叩

血
合
田
四
五
九
番
地
、
阿
部
春
吉
宅
屋
月
、
館
林
善
導
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
を
も
っ
て
称
讃
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
人
口
の
石
門
に
祐
天
上
人
修
行
の
地
血

岬
敷
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
檀
通
上
人
を
師
と
し
て
出
家
剃
髪
し
、
そ
の
一
代
記
は
現
代
に
な
リ
映
画
に
、
と
刻
ん
て
あ
る
よ
う
に
‘
修
行
の
途
訓

訓
像
は
‘
悟
道
の
速
か
な
ら
ん
と
開
山
堂
に
深
更
に
、
累
実
説
は
歌
舞
伎
に
ま
て
上
中
十
合
田
地
区
に
も
来
村
し
て
‘
仏
皿

演
さ
れ
る
と
ゆ
う
。
近
世
ま
れ
に
見
の
道
の
教
え
を
住
民
に
施
し
た
も
の
皿

る
高
僧
の
一
人
て
あ
る
と
言
わ
れ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
徳
を
仰
き
阿
部
春
血

一
心
一
体
と
な
っ
て
石
皿

一
闘
＇
人
で
あ
る
。
吉
氏
の
先
祖
か
先
頭
に
な
リ
地
区
民
”

祐
天
上
人
像
翌
ぃ
]
]
、

4
行
心
潟
闊
｀
i
即
口

b□
]した
も
の
こ
ロ

皿
文
化
三
丙
寅
年
施
主
斗
合
田
村
夜
祈
念
し
あ
る
い
は
、
不
動
尊
に

い
づ
れ
に
し
て
も
‘
皿

血
南
無
阿
弥
陀
仏
供
養
断
食
修
行
し
‘
夢
の
中
に
三
味
を
発

F
1

一
正
月
吉
日
阿
部
氏
施
設
得
‘
浄
土
教
法
を
研
鑽
し
た
。
元
録
ー
『
一
土
本
村
の
歴
史
を
知
る
上
”

圃
と
刻
ま
れ
た
台
石
の
上
に
安
置
さ
十
二
年
上
意
に
よ
っ
て
大
厳
寺
之
貫F一
F
9

｛
て
の
貴
重
な
文
化
財
の
疇
ひ
と
つ
で
あ
る
。

1
1
1れて
お
り
、
高
さ
二
十
六
仕
／
、
横
二
主
に
な
り
‘
そ
の
後
、
小
石
川
伝
通
デ

[
い
い□

い
い
い
『
い
。
上
寺
の
法
王
と
な
っ
た
人
琴
伽
“
心
]
止
“
コ
訊
韓
心
幽
▲
写
真
は
祐
天
上
人
像
[

呵
号
の
掛
軸
も
・
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
蹟
は
‘
奈
良
鎌
倉
二
大
仏

皇
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
―
―
-
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
-
=
=
―
-
=
=
=
=
-
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
-
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
-
=
-
=
『

明
和
女
子
短
大
講
師
清
水
基
美
先
生
を

講
師
に
お
招
き
し
て
、
三
月
ま
で
開
か

れ
ま
す
。

こ
の
教
室
に
は
、
初
心
者
男
女
合
わ

せ
て
二
十
五
名
が
参
加
し
て
お
り
、
短

書叫夕1J

代理人選任届

代理人住所

氏名

生年月日 年 月 日生

私は、上記の者を代理人に選任し、

次の権限を委任したので、お届けします

1 ．印鑑登録

2 ．印鑑の廃止

3 ．印鑑証［明の交付（ 通）

昭和年月日

委任者住所明和村大字 番地

氏名 登録印

明和村長殿

歌
の
歴
史
、
短
歌
作
り
の
手
解
き
、
あ

る
い
は
自
分
で
実
際
に
作
っ
て
見
て
、

そ
れ
を
先
生
に
見
て
も
ら
い
批
評
を
い

た
だ
き
技
術
を
身
に
つ
け
て
行
く
学
習

方
法
で
こ
れ
ま
て
に
二
回
ほ
ど
開
催
。

先
生
は
、
非
常
に
素
直
で
覚
え
る
の
か

早
く
大
変
講
義
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
や
か
て
は
、
名
作
、

歌
人
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第
一
回
目
の
実
作
の
な
か
か
ら
い
く

つ
か
を
左
記
へ
紹
介
し
ま
す
。

1

日
曜
日
小
鳥
の
声
に
目
か
覚
め
て
雨

戸
開
け
れ
ば
日
は
高
々
と

2

寒
き
夜
仕
事
に
追
は
れ
手
内
職
こ
の

服
誰
か
着
る
の
だ
ろ
う
か

注1 ．代理人選任：届は、委任：者が必ず自

署し、登録してある印鑑、または、

しようとする印鑑を押印してくだ

さし、 0

2 ．用紙は、 1更せんまたは半紙

(1 / 2) 等に書いてください。

3．印鑑証明を必要とする場合は、

「通数」を記入してください。

4 ．代理人選任届は、印紙を貼る必要

はありません。

3

夜
ふ
け
て
卵
を
生
み
し
あ
ひ
る
を
ば

我
つ
き
あ
ひ
て
星
空
を
見
る

4

小
春
日
に
足
場
ふ
ま
え
て
身
ご
し
ら

え
黒
け
む
り
た
つ
く
ず
屋
根
の
上

5

初
講
座
こ
ん
な
良
い
日
に
恵
ま
れ
て

自
分
の
行
先
明
る
＜
感
ず

6

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
し
っ
か
り
や
り
な
と

孫
た
ち
か
出
か
け
に
門
ま
で
見
送
り

こ
ナ
り

,

9

,

.

 

7

指
折
り
て
短
歌
を
作
る
わ
れ
な
れ
ど

い
つ
か
歌
わ
ん
わ
が
心
の
う
た
を

8

小
春
日
の
澄
み
た
る
空
に
柿
一
っ
小

鳥
群
れ
来
て
つ
い
ば
み
て
を
り

9

屋
根
上
に
布
団
を
干
せ
ば
ゆ
ず
の
実

は
葉
陰
に
い
つ
し
か
色
づ
き
て
を
り

今
月
か
ら
印
鑑
証
明
な
ど
の

収
入
印
紙
が
不
要

自
冶
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
印
鑑

登
録
（
証
明
）
申
請
の
と
き
の
委
任
状

は
、
「
代
理
人
選
人
届
」
で
も
よ
い
と

さ
れ
た
た
め
、
木
村
で
も
規
則
の
一
部

改
正
を
図
リ
‘
一
月
一
日
か
ら
次
の
よ

う
な
書
式
に
改
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
収
入
印
紙
の
貼
付

か
不
要
と
な
り
‘
や
む
を
得
な
い
事
情

等
で
、
本
人
か
直
接
役
場
に
こ
ら
れ
な

い
人
に
と
っ
て
は
多
少
で
す
か
、
経
費

節
減
の
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
‘
印
鑑
登
録
（
証
明
）
申
請
は

本
人
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
変
り
あ
り

ま
せ
ん
。
印
鑑
は
そ
の
人
の
財
産
を
守

る
大
切
な
も
の
て
す
。
み
だ
り
に
他
人

に
、
依
頼
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
よ

゜

、
「
'
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交
通
事
故
絶
減
を
う
っ
た
え
る

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
か
十
二
月
八
日

奈
良
村
長
さ
ん
を
筆
頭
に
、
交
通
指
導

員
、
交
通
安
全
協
会
役
員
ら
四
十
五
名

に
よ
り
、
交
通
指
導
車
な
ど
十
二
台
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
は
、
十
一
月
ま
で
に
す
で
に
負

傷
者
八
十
名
で
、
一
昨
年
一
年
間
よ
り
も

十
五
名
多
く
、
又
、
死
者
も
二
名
と
同

じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
交

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
、
全
国
一
斉
に
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
一
般
募
金
二
十
万
三
千

七
百
六
十
五
円
、
や
ま
う
の
漬
物
よ
り

二
万
六
千
八
百
七
十
五
円
、
外
に
漬
物

袋
入
百
三
十
袋
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
‘
こ
の
暖
か
い
浄
財
の
配
分

会
議
を
十
二
月
十
八
日
に
開
催
し
、
村

内
の
生
活
保
護
世
帯
・
準
要
保
護
世
帯

（
二
十
八
世
帯
）
に
お
金
と
物
品
を
贈

恵
ま
れ
な
い
方
を
慰
問

歳
末
た
す
け
あ
い
に
協
力
あ
り
が
と
う

▼交通事故発生状況

区 分
49年 1 > 48年 1 ] 
~11 ~12 

件 数 37 49 

負傷者 80 65 

死 者 2 2 

通
事
故
か
異
常
発
生
し
て
ま
す
の
で
、

交
通
事
故
を
セ
ロ
に
し
よ
う
と
願
い
を

込
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

パ
レ
ー
ド
は
役
場
を
午
前
九
時
三
十

分
に
出
発
。
途
中
、
子
供
た
ち
に
「
こ

う
つ
う
じ
こ
を
な
く
そ
う
。
と
び
だ
す

な
車
は
き
ゅ
う
に
と
ま
れ
な
い
」
と
標

語
の
書
か
れ
た
風
船
を
く
ば
り
、
お
昼

過
ぎ
ま
で
、
村
内
の
す
み
す
み
ま
で
回

り
、
「
交
通
事
故
絶
減
」
を
う

っ
た
え
ま
し
た
。

指
導
車
な
ど
1
2台
で
パ
レ
ー
ド

新
し
い
昭
和
五
十
年
を
迎
え
、
早
々

に
税
金
の
お
話
も
ど
う
か
と
思
い
ま
す

か
、
こ
れ
か
ら
色
々
の
手
続
や
申
告
が

は
じ
ま
る
訳
で
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
月
の
税
務
は
、
中
旬
に
土
地
等
の

譲
渡
所
得
に
か
か
る
所
得
計
算
説
明
会

を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
関
係

者
は
、
農
地
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
九

年
一
月
一
日
よ
り
昭
和
四
十
九
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
知
事
等
の
許
可
の

あ
っ
た
も
の
、
宅
地
等
に
つ
い
て
は
昭

和
四
十
九
年
中
に
譲
渡
に
よ
り
所
有
権

移
転
の
完
了
し
た
も
の
で
こ
の
方
々
に

は
御
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
よ
く

説
明
を
聞
い
て
、
計
算
の
上
二
月
十
六

日
か
ら
は
じ
ま
る
確
定
申
告
の
準
備
を

月
の
税
務

リ
ま
し
た
。

ま
た
施
設
に
長
期
に
わ
た
り
入
所
ま

た
は
療
養
中
の
方
（
十
七
世
帯
三
十
二

人
）
に
対
し
、
村
長
・
民
生
委
員
・
社

会
福
祉
協
議
会
長
か
、
直
接
施
設
を
訪

問
し
、
慰
問
激
励
を
し
ま
し
た
。

◄

長
期
入
所
者
の
慰
問
風
景

冬
ご
も
る
木
梢
は
既
に
紅
き
ざ
す

梅
の
っ
ぱ
み
の
新
春
い
ち
早
し岡

安
フ
ミ

さ
＜
／
＼
、
と
四
十
数
人
の
音
清
し

森
に
日
の
丸
外
宮
に
は
来
つ

細
田
武
子

魚
群
る
こ
証
と
思
い
仔
ち
て
お
り

水
鳥
の
舞
ふ
茜
散
る
海

坂
上
千
枝
子

肌
寒
き
雨
降
る
街
は
灯
の
う
る
み

帰
り
急
ぐ
に
夕
闇
は
濃
し

中
島
あ
い
子

野
路
鳴
ら
す
赤
城
お
ろ
し
に
逆
ら
ひ
て

ベ
タ
ル
を
ふ
め
ば
汗
に
ぢ
み
く
る富

塚
富
江

大
い
な
る
利
権
き
し
め
る
歯
車
に

二
十
二
歳
の
青
春
裂
れ
ゆ
き
し
か
（
文

世
光
）
滝
口
た
け

信
濃
路
に
い
で
ゆ
の
匂
ひ
纏
ひ
つ
、

こ
た
つ
囲
み
て
野
沢
菜
を
か
む

高
橋
正
枝

（
来
月
号
は
俳
句
で
す
）

文

芸

欄

▼
川
俣
の
福
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
経
営
の

福
田
藤
一
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
五
万
円
を
十

二
月
二
十
五
日
に
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

▼
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
で
は

恵
ま
れ
な
い
方
の
た
め
に
あ
げ
て
く
だ

さ
い
と
、
ケ
ー
キ
ニ
十
八
個
（
二
万
八

千
円
相
当
）
を
十
二
月
二
十
五
日
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
償
却
資
産
（
百
万
円
以
上
）

の
あ
る
法
人
又
は
個
人
は
申
告
書
を
一

月
末
日
ま
で
に
税
務
課
ヘ
ー
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
書
は
税
務
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

保
育
園
児
募
集

こ
と
し
の
四
月
か
ら
入
園
を
希
望

さ
れ
る
保
育
園
児
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
二
百
十
名

▼
受
付
期
間
一
月
十
八
日
ま
で

▼
受
付
窓
口
役
場
住
民
課
又
は
民

生
児
童
委
貝

▼
応
募
年
令
昭
和
四
十
五
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
一

日
の
間
に
生
れ
た
児
童

▼
申
込
用
紙
役
場
住
民
課
又
は
各

地
区
の
民
生
委
員
方
に
あ
り
ま
す
。

▼
保
育
所
に
入
所
で
き
る
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、

そ
の
家
庭
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
あ
る
場
合
て
す
。
し
か
し
次
の
①
）

か
ら
⑤
ま
て
の
場
合
は
、
そ
の
家
庭

の
母
親
以
外
の
人
か
児
童
の
保
育
か

．
で
き
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

①
児
童
の
母
親
か
家
庭
の
外
で
仕

事
を
す
る
場
合

②
昼
間
、
母
親
が
家
庭
で
児
童
と

は
な
れ
て
仕
事
を
す
る
場
合
。
し
か

も
父
親
が
そ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

て
、
か
つ
、
そ
の
た
め
使
用
人
が
い

な
い
こ
と
。

③
母
親
の
い
な
い
家
庭

④
母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た

り
、
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に

障
害
が
あ
る
場
合
。

⑤
そ
の
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ

た
る
病
人
な
ど
か
い
る
た
め
、
母
親

か
い
つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い

る
場
合

⑥
火
災
や
風
水
害
、
地
震
な
ど
の

不
幸
か
あ
り
、
そ
の
家
庭
を
失
―
]
た

り
‘
破
損
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
の

間
、
児
童
の
保
育
か
で
き
な
い
場
合
。

工
業
統
計
調
査
実
施

工
業
統
計
調
査
を
昨
年
の
十
二
月

三
十
一
日
現
在
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
製
造
業

（
日
本
標
準
産
業
分
類
）
に
属
す
る
す

べ
て
の
民
営
事
業
所
を
対
象
と
し
て

行
う
も
の
で
、
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
秘
密
は
厳
重
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
。
税
金
の
徴
収
な
ど

の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

一
月
上
旬
に
工
業
調
査
員
が
、
各

事
業
所
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
か
ら

調
査
票
に
は
あ
り
の
ま
ま
を
御
記
入

の
上
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
工
業

調
査
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
実
施

種
痘
接
種

2
4日
（
武
道
館
）

種
痘
判
定

3
1日
（
武
道
館
）

こ
の
種
痘
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
八
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
八

年
八
月
三
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た

方
で
前
回
で
き
な
か
っ
た
方
と
‘
昭

和
四
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
昭
和
四

十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
を
行
い
ま
す
。



村の人

2 月 1 日現在

世帯数 2,068戸

人口総数 9,148人

男 4,541人

女 4,607人

(1 月中の動き）

出生 9 人 死亡 7 人

転入36人 転出16人
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▲西小学校て (I 月 29 日撮影）

よ
し
な
し
ご
と

資
源
と
か
食
糧
の
問
題
か
ら
今

後
は
あ
る
程
度
世
界
人
口
の
抑
制

を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
誰
で
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ

と
思
う
。
と
こ
ろ
が
世
界
人
口
会

議
の
報
道
に
よ
る
と
、
そ
う
考
え

な
い
国
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
お
互
に
意
見
の
対
立
が
あ

る
と
い
う
。
こ
ん
な
当
然
の
こ
と

□
`
□
K
]一

よ
ぱ
ど
の
認
耐
と
努
力
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。

元気で入学してね

就学前の健康診断

季
節
の
話
題

暦
の
う
え
で
は
、
す
で
に
春
は
立
っ

て
い
る
の
に
、
木
の
芽
も
伸
び
ず
風
も

あ
ら
く
、
寒
さ
は
一
向
に
お
さ
ま
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
も
半
ば
す
ぎ
れ
ば
寒
さ
も

い
ち
お
う
峠
を
越
す
：
…
•
と
さ
れ
て
い

ま
す
。春

の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
と
は
い
え
、
ま
だ
暖
房
器
具
は
手

離
せ
ま
せ
ん
。
暖
房
器
具
は
重
宝
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災

に
つ
な
が
る
一
番
お
そ
ろ
し
い
器
具
で

も
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
心
得
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

月
末
か
ら
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

一
週
間
づ
つ
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月

六
日
ま
で
を
主
と
し
て
車
両
の
火
災
予

防
と
し
、
車
両
・
駐
車
場
・
駅
舎
・
車

庫
な
ど
を
対
象
に
実
施
、
後
期
の
三
月

七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
一
般
火
災
予

防
運
動
と
し
て
春
さ
き
の
大
火
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
各
ご
家
庭
の
注
意
を
う
な
が

し
ま
す
。

. / 

「ぼく、寒くないぞ．／」……。元気な声が

教室いっぱいにひびく。

ことし、小学校に入学する 1 2 1 人を対象

に村内の小学校で健康診断が行われました。

歯・耳・目・鼻・内科など。つきそいのお

母さん方も緊張気味でした゜

健康診断の結果、悪かったところは、早く

なおしておき、元気で入学の日を待ちましょ

う。
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般
会
計 昭

和
四
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
国
保
会
計
・
有
線
会
計
の
決
算
が
十
二
月
定
例
村

議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
黒
字
決
算
で
す
。
監
査
報
告
に
よ
る
と
、
計
数
的
の
誤
り
は

認
め
ら
れ
ず
、
地
方
自
治
よ
の
目
的
達
成
と
予
算
執
行
に
つ
い
て
も
、
お
お
む
ね
そ
の
目
的
は
達
成

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
黒
字
額
は
一
般
会
計
で
二
千
百
八
十
一
万
円
、
国
保
会
計
で
六
百
七
十

二
万
円
、
有
線
会
計
で
百
三
十
二
万
円
で
、
い
ず
れ
も
健
全
財
政
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
れ
だ
け
の

お
金
か
入
っ
て
ど
う
使
わ
れ
た
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入
は
五
億
一
千
二
百

宣
ロ
ロ

な
っ
て
い
ま
す
。

費
目
別
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

村
税
歳
入
の
ニ
ニ
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
収
入
の
二
番
目
に
あ
た
り
、
前

年
に
対
し
て
二
O
·
六
パ
ー
セ
ン
ト
ふ

え
て
い
ま
す
。
ま
た
収
入
割
合
は
調
定

額
の
九
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

地
方
交
付
税
こ
れ
は
自
己
財
源
で

不
足
す
る
額
を
国
が
交
付
す
る
も
の
で

歳
入
の
四
七
・
一
％
に
あ
た
り
、
収
入

の
ト
ソ
プ
で
、
前
年
に
対
し
て
二
四
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
ふ
え
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
国
が
村
で
行
う
事
業

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
歳
入
の

六
•
五
パ
ー
セ
ン
ト
。

繰
入
金
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
入

れ
た
も
の
で
、
歳
入
の
五
・
八
パ
ー
セ

゜

ン
ト

村
債
村
が
事
業
を
す
る
た
め
、
国

な
ど
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
借
り
入
れ

た
お
金
で
、
歳
入
の
四
•
四
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。

］］］］［ロ
円万位渾事工

療
費
一
千
百
十
三
万
円
、
敬
老
年
金
百
び

及業

四
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
補
助
金
六

十
九
万
円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
事

な

▼
〔
児
童
福
祉
費
二
千
五
百
四
十
三
万
主

円
〕
の
中
に
は
、
児
童
手
当
四
百
六
十
の
度

四
万
円
、
保
育
園
費
一
千
八
百
二
十
二
万
年

8
 

円
、
乳
児
医
療
費
百
二
十
九
万
円
な
ど
。

4

衛
生
費
▼
〔
保
健
衛
生
費
一
千
三

百
八
十
万
円
〕
は
伝
染
病
防
疫
作
業
、

予
防
接
種
医
師
の
報
償
、
各
種
予
防
薬
、

胃
集
団
検
診
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
環

境
衛
生
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
▼
〔

清
掃
費
五
百
四
十
六
万
円
〕
は
、
こ
み

処
理
費
二
百
二
十
八
万
円
、
し
尿
処
理

費
三
百
十
八
万
円
。

農
林
水
産
業
費
▼
〔
農
業
振
興
費

九
百
八
十
六
万
円
〕
の
中
に
は
、
園
芸

特
産
物
振
興
補
助
金
七
十
二
万
円
、
稲

作
病
害
虫
請
負
防
除
費
補
助
金
九
十
五

万
円
、
空
中
農
薬
散
布
補
助
金
五
十
万

円
、
野
菜
指
定
産
地
近
代
化
事
業
助
成

金
六
十
八
万
円
、
農
業
近
代
化
資
金
利

子
補
助
金
七
十
一
万
円
な
と
。
▼
〔
土

地
改
良
費
一
千
五
百
五
万
円
〕
の
中
に

は
、
排
水
路
改
修
工
事
費
一
千
二
百
二

十
四
万
円
、
排
水
路
工
事
六
十
万
円
な

い
ず
れ
も
健
全
財
政

四
億
九
千
百
十
五
万
円

一
般
会
計
て

使
っ
た
お
金

48年度一般会計歳入決算状況

区 分 収人i斉額 構成費
前年対比

増 減

村 税 11,429万円 22 28% 20 62% 

地方交付税 24,172 4 7 12 24 13 

国庫支出金 3,283 6 40 159 36 

県支出金 1,986 3 87 5 65 

繰入金 2,977 5 80 

繰越金 1,960 3 82 244 39 

中す 偵 2,220 4 33 

その他 3,270 6 38 17 75 

歳入合計 51,297 100 00 39 81 

区 分 金額

道路改良事業 6,585 

村営住宅建設事業 5,034 

道路舗装工事 2,320 

東幼稚園建設工事 1,232 

幹線排水路改修工事 1,224 

保育園増築工事 390 

自転車置場増築工事 388 

果樹振興計画推進事業 342 

48年度の税金の使いみち 歳出決算額 4 億9,115万円

ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

商
工
費
▼
〔
商
工
振
興
費
百
六
十

六
万
円
〕
は
商
工
会
補
助
金
百
万
円
な

ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
▼
〔
工
場
誘
致
り

対
策
費
九
十
六
万
円
〕
当

土
木
費
▼
〔
道
路
維
持
費
五
百
一
人民

万
円
〕
は
砕
石
代
三
百
四
十
万
円
な
ど
。
1

▼
〔
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費
九
千
f
木

三
十
三
万
円
〕
は
、
道
路
改
良
事
業
六
玄

% 

千
五
百
八
十
五
万
円
、
道
路
補
装
工
事

（
三
面
に
つ
つ
く
）

O゚ー合いいU室ロ
@ 

円万
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円
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@* 馨
議会胄 総務冑
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(j) 16. 94% 

玄 9,271円

民生費

疇恥パ口
衛生費

1,925万円

(j) 3 、 92%

* 2,146 円

農林水産業費

3,766万円

... (j) 7.67% 

今-'-* 4,198円
•= <4> 
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⑥
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公債費

955万円
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* 1,065円

円
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％
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二
千
三
百
二
十
万
円
、
▼
〔
住
宅
費
五

千
三
十
四
万
円
〕
は
、
公
営
住
宅
地
造

成
工
事
百
三
十
万
円
、
公
営
住
宅
建
設

工
事
二
千
五
百
九
十
五
万
円
、
住
宅
地

購
入
一
千
八
百
九
十
四
万
円
な
ど
。

消
防
費
▼
〔
館
林
地
区
消
防
組
合

負
担
金
二
千
五
百
二
十
四
万
円
〕
は
、

常
備
消
防
費
一
千
五
百
八
十
三
万
円
、

非
常
備
消
防
費
五
百
十
五
万
円
、
消
防

施
設
費
四
百
二
十
六
万
円
。

教
育
費
▼
〔
小
学
校
費
一
千
九
百

五
十
七
万
円
〕
は
、
西
小
学
校
屋
上
防

水
工
事
二
百
五
十
四
万
円
、
図
書
等
の

備
品
購
入
百
九
十
一
万
円
、
調
理
人
の

人
件
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

▼
〔
中
学
校
費
一
千
四
百
二
十
五
万
円
〕

は
、
実
習
用
具
等
の
備
品
購
入
百
九
十

九
万
円
、
調
理
人
の
人
件
費
な
ど
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
▼
〔
幼
稚
園
費
二
千
三

百
十
九
万
円
〕
は
、
東
幼
稚
園
建
設
一

千
二
百
三
十
二
万
円
、
机
．
椅
子
等
の

備
品
購
入
百
十
二
万
円
な
ど
。

公
債
費
村
が
長
期
に
わ
た
っ
て
国

な
ど
か
ら
借
り
た
お
金
を
返
す
費
用
に

あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

諸
支
出
金
水
道
会
計
繰
出
金
五
百

万
円
、
土
地
開
発
基
金
繰
出
金
八
百
九

十
六
万
円
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

国
保
会
計

国
民
健
康
保
険
会
計
決
算
は
、
六
百

七
十
二
万
円
の
黒
字
に
な
り
、
歳
入
で

は
昨
年
よ
り
一
八
・
三
％
、
歳
出
で
は

昨
年
よ
り
二
四
・
七
％
ふ
え
て
い
ま
す
。

主
な
収
入
は
、
保
険
税
三
千
四
百
十

一
万
円
、
国
庫
支
出
金
五
千
七
百
七
十

五
万
円
、
繰
越
金
九
百
九
十
万
円
で
、

全
体
の
九
九
·
一
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

主
な
支
出
は
、
保
険
給
付
費
八
千
七

特
別
会
計

48年度特別会計決算状況（単位万円）

会計別 区 分 i夫算額

歳 入 10.270 

国保会計 歳 出 9,598 

差引残額 672 

歳 入 2.135 

有線会計 歳 出 2.003 

差引残額 132 

百
三
十
五
万
円
、
人
件
費
七
百
八
十
四

万
円
で
、
全
体
の
九
九
・
ニ
％
を
し
め

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
は
、
一
人
当
り
三
千
八
百
二
円
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
皆
さ
ん
に
給
付
す
る
医

療
費
等
は
、
一
人
当
り
九
千
七
百
三
十

六
円
で
保
険
税
の
約
ニ
・
六
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
。

有
線
会
計

有
線
放
送
会
計
決
算
も
百
三
十
二
万

円
の
黒
字
で
、
歳
入
で
は
昨
年
よ
り
四

三
・
九
％
、
歳
出
で
は
四
七
・
七
％
ふ

え
て
い
ま
す
。

主
な
収
入
は
、
新
規
加
入
金
及
び
移

設
工
事
の
分
担
金
百
十
一
万
円
、
有
線

放
送
使
用
料
一
千
二
百
十
万
円
、
基
金

繰
入
金
五
百
三
十
万
円
で
、
全
体
の
八

六
・
七
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

主
な
支
出
は
、
人
件
費
一
千
三
十
九

万
円
、
公
社
電
話
料
百
十
六
万
円
、
施

設
移
設
等
の
工
事
五
百
二
十
九
万
円
、

有
線
放
送
施
設
の
維
持
補
修
工
事
材
料

七
十
四
万
円
、
公
社
電
話
料
百
十
六
万

円
で
、
全
体
の
九
一
・
一
％
を
し
め
て

い
ま
す
。

第
十
回
少
年
立
春
式
が
教
育
委
員
会

の
主
催
に
よ
り
、
二
月
三
日
、
中
学
校

体
育
館
で
、
奈
良
村
長
な
ど
多
数
の
来

賓
を
迎
え
て
、
中
学
二
年
生
百
二
十
三

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
四
オ
に
な
る
ま
で
は
、
児
童
福
祉

法
な
ど
に
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
十
四

オ
か
ら
は
少
年
法
の
適
用
を
う
け
る
と

い
う
こ
と
で
、
も
う
子
供
で
は
な
い
の

だ
と
い
う
転
機
づ
け
の
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

奈
良
教
育
長
は
式
辞
の
中
で
「
第
一

に
刑
事
上
の
責
任
が
と
ら
れ
る
こ
と
を

自
覚
し
て
、
善
悪
の
判
断
を
あ
や
ま
ら

な
い
こ
と
。
第
二
に
大
き
な
希
望
を
持

ち
、
立
派
な
志
を
立
て
て
ほ
し
い
こ
と
。

第
三
に
健
康
に
留
意
し
て
、
心
身
共
に

健
康
な
人
物
に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

次
に
、
二
年
生
全
員
に
贈
る
記
念
の

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
代
表
し
て
山
田

修
治
君
が
受
け
と
り
ま
し
た
。
こ
の
あ

江
日
・
川
俣
地
内
の
道
路
を
改
良

延
べ
九
百
三
冒
を
幅
員
六
冒
に

江
ロ
・
川
俣
地
内
の
延
べ
九
百
三
以

を
幅
員
六
以
に
す
る
道
路
改
良
工
事
が

行
わ
れ
ま
ず
。

江
口
地
内
の
七
百
七
十
七
い
い
を
改
良

す
る
工
事
は
、
一
月
二
十
四
日
に
行
わ

れ
た
指
名
競
争
入
札
で
、
江
口
の
新
井

土
建
に
七
百
五
十
万
円
で
落
札
し
ま
し

た
。
完
成
は
三
月
末
日
の
予
定
で
す
。

中学 2 年生に自覚をと．／

第10回少年立春式

場
所
は
下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
俣
地
内
の
百
二
十
六
い
い
を
改
良
す

る
工
事
は
、
一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ

た
指
名
競
争
入
札
で
、
荒
井
建
設
味
に

二
百
五
十
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
完
成
は
三
月
末
日
の
予
定
で
す
。

場
所
は
こ
ん
ど
新
設
に
な
っ
た
郵
便
局

の
前
の
東
西
に
あ
る
道
路
で
す
。

▲少年立春式を迎えた中学 2 年生

江口地内
網かけ部分が道路の改良場所

昨
年
一
年
間
に
お
け
る
公
害
苦
情
相

談
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
の
公
害
相
談
件
数
は
、
十
一
件

で
、
こ
の
う
ち
九
件
が
解
決
し
、
二
件

が
未
解
決
で
す
。
ま
た
、
前
年
よ
り
も

五
件
滅
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
事

業
所
あ
る
い
は
皆
さ
ん
の
家
庭
が
公
害

に
対
し
て
の
認
識
を
深
め
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

反
面
、
事
業
所
な
ど
の
不
注
意
に
よ
る

公
害
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

相
談
内
容
は
事
業
所

等
か
ら
の
油
の
流
出
、

焼
却
に
よ
る
ば
い
煙
、

豚
舎
か
ら
の
悪
臭
な
ど

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

特
に
最
近
多
く
な
っ

た
も
の
と
し
て
は
、
水

▼公害苦'|青相談状況

区 分 言t

ばい煙 2(※4) 1 

フK質汚濁 ふ
馬蚤 音 (1) 

亜9Lンヽ 臭 ふ
土壌汚染 1 

その他 2 ※ 1 
(2) 

計 11(※1 6) 2 

（）は48年． ※印は未解決

と
奈
良
村
長
ほ
か
三
名
の
祝
辞
、
三
年

生
代
表
の
松
本
直
美
さ
ん
の
激
励
の
こ

と
ば
、
江
森
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
最
後
に
二
年
生
代
表
の
小
池
裕

子
さ
ん
が
「
立
派
な
社
会
人
に
な
る
た

め
に
、
自
覚
の
責
任
を
も
っ
て
、
皆
さ
ま

の
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
の
べ
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

路
へ
油
類
の
流
入
に
よ
る
水
質
汚
濁
が

半
分
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
。
ま
た
、

時
期
的
に
も
田
植
な
ど
が
行
わ
れ
る
と

き
に
発
生
し
て
お
り
、
植
え
た
ば
か
り

の
水
稲
が
枯
れ
る
と
い
う
こ
と
が
お
き

て
い
ま
す
。

事
業
所
等
は
、
公
害
対
策
に
十
分
注

意
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
村
民
一
人

一
人
が
気
を
つ
け
て
公
害
を
な
く
し
ま

し
よ
う
。

公
害
の
苦
情
相
談
状
況

前
年
よ
リ
五
件
減
少
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交
通
災
害
共
済
へ

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
を

会
費
は
引
下

1
1

け
内
容
も
充
実

ニ
ュ
ー
ス

こ
と
ぶ
き
学
校
が
一
月
三
十
一
日
、

役
場
で
五
十
三
名
が
出
席
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

清
水
実
先
生
を
講
師
に
招
き
「
盆
栽

の
つ
く
り
方
」
を
学
習
。
先
生
は
「
長

生
き
す
る
た
め
に
は
何
か
趣
味
を
持
た

な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
そ
れ
に
は
盆
栽

づ
く
り
が
一
番
よ
い
」
な
ど
と
、
楽
し

く
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
話
し
、
こ
の
あ
と
盆
栽
ず
く

り
の
手
ほ
ど
き
を
行
い
ま
し
た
。

恐
し
い
交
通
事
故
が
毎
日
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
い
つ
あ
な
た
が
交
通
事
故

の
犠
性
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

ん
な
と
き
の
た
め
に
交
通
災
害
共
済
に

こ
と
ぶ
き
学
校

►
 

立t5漬
．
C

A
.
i
 

.
T
 

' ・
ヽ

昨
年
十
一
月
に
着
工
に
な
っ
た
南
大

島
の
既
設
の
村
営
住
宅
の
西
側
に
建
設

さ
れ
て
い
る
村
営
住
宅
は
、
四
月
に
十

二
世
帯
が
入
居
で
き
る
よ
う
に
急
ピ
ソ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
工
事
は
サ
ッ
シ
の
取
り
付
け

内
装
関
係
な
ど
が
行
わ
れ
、
完
成
ま
し

か
で
す
。

加
入
し
て
い
れ
ば
、
せ
め
て
も
の
救
い

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
ぐ
る
み
で

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

四
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
共
済
制

◄
 

完
成
ま
じ
か
の
村
営
住
宅

▼交通災害見舞金

等級 共 済 見 舞 金 改正後 改正前

1 等級 死亡した場合 500,000円 500,000円

2 等級 廃疾となったもの 300,000 

3 等級 1 年以上の治療を要する（傷害 200,000 

4 等級 6 カ月以上の治療を要する傷害 100,000 100,000 

5 等級 5 カ月以上の治療を要する傷害 80,000 50,000 

6 等級 4 カ月以上の治療を要する傷害 60,000 40,000 

7 等級 3 カ月以上の治療を要する傷害 40,000 30,000 

8 等級 2 カ月以上の治療を要する傷害 20,000 20,000 

9 等級 1 カ月以上の治療を要する傷害 10,000 10,000 

10等級 1 週間以上 1 カ月未満の治療を要する傷害 5,000 5,000 

度
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
J
会
費

は
四
百
五
十
円
が
三
百
六
十
円
に
引
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
生
以
下
は
三
百

円
で
以
前
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、
見
舞

金
も
三
段
階
の
等
級
が
一
万
円
か
ら
三

万
円
の
幅
で
引
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、

二
十
万
円
と
三
十
万
円
の
二
つ
の
等
級

項
目
が
新
設
さ
れ
、
内
容
が
一
段
と
充

実
さ
れ
ま
し
た
。

▼
加
入
申
込
み
の
方
法
は

①
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込

書
兼
会
員
証
（
会
員
台
帳
と
二
部
複

写
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
を

添
え
て
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
隣
組
を

通
じ
申
し
こ
ん
で
下
さ
い
。

▼
共
済
期
間
は

こ
と
し
の
四
月
一
日
か
ら
来
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
。

▼
共
済
見
舞
金
を
請
求
す
る
と
き
は

①
菩
察
署
で
発
行
す
る
交
通
事
故
証

明
書
又
は
そ
の
写
（
交
通
事
故
証
明

が
発
行
さ
れ
な
い
交
通
事
故
の
場
合

は
、
役
場
に
備
え
付
け
の
見
舞
金
請

か
ら
だ
が
不
自
由
で
投
票
所
に
行
け

な
い
人
た
ち
の
う
ち
、
重
度
の
身
体
障

害
者
に
限
り
、
現
存
す
る
場
所
（
例
え

ば
自
宅
・
医
院
な
ど
）
で
、
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
三
月
以
降
に
公
（
告

）
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
七
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
が
、
昭
こ
の
制
度
は
、
身
体
に
重
度
の
障
害

柘
五
十
年
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
が
あ
る
た
め
に
投
票
所
に
行
け
な
か
っ

し
た
。
た
方
に
投
票
参
加
の
道
を
開
く
も
の
で

こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
五
年
以
降
す
。

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
我
が
国
農
業
の
こ
の
新
し
い
制
度
に
よ
り
投
票
で
き

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
と
し
て
、
戦
る
方
、
投
票
用
紙
の
交
付
請
求
な
ど
の

後
の
農
業
発
展
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

で
き
た
調
査
で
す
。
農
業
セ
ン
サ
ス
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者

結
果
は
国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
を
•
投
票
の
て
き
る
方

は
じ
め
各
方
面
で
、
農
業
振
興
や
地
域

C
D身
体
障
害
者

発
展
計
画
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
両
下
肢
若
し

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
く
は
体
幹
の
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し

前
回
の
セ
ン
サ
ス
は
、
昭
和
四
十
五
く
は
二
級
、
心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は

年
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
の
呼
吸
器
の
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し
く

農
業
や
農
村
の
動
き
は
、
そ
れ
ま
で
に
は
三
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
（
身
体

も
ま
し
て
激
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
そ

よ
う
な
変
化
の
実
態
を
科
学
的
な
統
計
の
障
害
の
程
度
の
記
載
が
明
ら
か
で
な

デ
ー
タ
ー
と
し
て
正
確
に
と
ら
え
よ
う
い
方
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
書
面
に
よ

と
い
う
の
が
今
回
の
農
業
セ
ン
サ
ス
で
り
証
明
し
た
方
）

す
。
②
戦
傷
病
者

調
査
員
の
方
が
皆
様
の
お
宅
を
お
訪
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
若
し
く

ね
し
、
調
査
票
に
基
づ
い
て
い
ろ
い
ろ
は
体
幹
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か

質
問
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
調
査
の
趣
ら
第
二
項
症
ま
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
若

旨
を
こ
理
解
の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
一
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
の
程
度
が
特
別

な
お
、
こ
の
調
査
は
統
計
の
目
的
以
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
で
あ
る
と
記

外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
載
さ
れ
て
い
る
方
（
戦
傷
病
者
手
帳
を

二
月
一
日
か
ら
実
施

農
業
セ
ン
サ
ス

求
用
交
通
事
故
証
明
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
交
通
事
故
証
明
書
に
か
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

場
合
の
見
舞
金
は
十
等
級
五
千
円
で

打
切
り
と
な
り
ま
す
。
）

②
見
舞
金
請
求
用
診
断
書
（
用
紙
は

役
場
に
あ
り
ま
す
）

③
そ
の
ほ
か
会
員
証
•
印
鑑
な
ど
。

そ
の
他
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
役
場

総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
い
る
方
で
、
そ
の
障
害
の
程
度

の
記
恥
が
明
ら
か
で
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
知
事
が
書
面
に
よ
り
証
明
し
た
方
）

郵
便
投
票
証
明
書

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
本
人
が
署
名
し
た

交
付
申
請
書
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
添

え
て
、
本
村
の
場
合
は
本
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
長
に
申
請
し
ま
す
と
、

審
査
の
う
え
、
郵
便
に
よ
り
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
申
請
は
い
つ
で
も
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

•
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
お
う

と
す
る
方
は
、
本
人
が
署
名
し
た
請
求

書
に
よ
り
選
挙
の
期
日
前
四
日
ま
で
に

本
村
の
場
合
は
、
本
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
の
委
員
長
に
対
し
て
、
投
票
用
紙

と
投
票
用
封
筒
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
郵
便
投
票
証
明

書
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

請
求
は
、
三
月
一
日
か
ら
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
選
挙
の
公
（
告
）

示
前
で
も
で
き
ま
す
。
請
求
し
た
方
に

は
、
投
票
の
方
法
等
を
詳
し
く
説
明
し

ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
~
゜

三
月
以
降
に
父
（
告
）
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら

重
度
の
身
体
障
害
者
は

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
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上毛かるた大会
石崎高博君が郡で優勝

邑
楽
郡
上
毛

か
る
た
大
会
が

▲郡大会出場をめざして熱戦を展開する選手
（村のかるた大会）

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
こ
の
村
営
住
宅
は

昨
年
、
南
大
島
に
完
成
し
た
村
営
住

宅
の
西
側
に
建
設
中
の
―
二
戸
で
す
。

▼
申
込
受
付
二
月
十
七
日
か
ら
二

月
二
十
八
日
ま
で
・
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
（
土
曜
日
は
午

前
中
）
役
場
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

▼
住
宅
の
構
造
床
面
積
四
四
・
九

平
方
計
（
約
十
四
坪
）
、
三

D
K

（
六
畳
•
四
畳
半
・
三
畳
）

▼
入
居
予
定
日
四
月
一
日

▼
家
賃
月
額
一
万
円

▼
入
居
者
の
資
格
①
明
和
村
内
に

住
所
又
は
勤
務
場
所
が
あ
り
現
に

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
②
世
帯

員
二
人
（
婚
約
者
を
含
む
）
以
上

の
家
族
構
成
の
方
③
婚
約
中
の

方
は
入
居
す
る
と
き
、
直
ち
に
同

居
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
④
）
そ

の
ほ
か
所
得
に
よ
っ
て
制
限
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
税
金
の
滞
納
が
な

く
、
保
証
人
を
つ
け
ら
れ
る
方
な
ど
。

▼
入
居
者
の
決
定
方
法
多
数
の
と

き
は
、
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
手
続
き
は
村
営
住
宅
入
居
申

込
書
（
役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
）
に
源
泉
徴
収
票
又
所
得
証

明
書
を
つ
け
、
住
民
票
謄
本
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
企
画

開
発
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

大
泉
町
公
民
館
で
一
月
二
十
六
日
に
行

わ
れ
、
本
村
か
ら
八
名
の
児
童
が
出
場

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

二
月
二
十
八
日
ま
で

し
て
技
を
競
い
ま
し
た
。

団
体
戦
で
は
ふ
る
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
個
人
戦
で
矢
島
の
石
崎
高
博
君
(
+

二
歳
）
が
強
豪
を
打
ち
破
り
、
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

邑
楽
郡
大
会
の
出
場
選
手
を
決
め
る

村
の
大
会
は
、
一
月
十
九
日
に
小
学
生

百
二
十
四
名
が
参
加
し
て
武
道
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

部
落
別
の
団
体
戦
と
個
人
戦
で
熱
戦

が
展
開
。
字
ふ
だ
を
読
み
あ
げ
る
と

「
ハ
イ
、
ハ
イ
」
と
元
気
よ
く
絵
ふ
だ
を

取
り
、
館
内
は
熱
気
で
い
っ
ぱ
い
。
と

く
に
め
だ
っ
た
の
は
、
個
人
戦
で
矢
島

の
石
崎
高
博
君
（
六
年
生
）
と
石
崎
幸

子
さ
ん
（
四
年
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ
男
子

の
部
、
女
子
の
部
に
お
い
て
兄
弟
で
優□: 

村
大
会
・
百
二
十
四
名

が
参
加
し
て
競
う

勝
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
優
勝
者
が
郡
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

◆
団
体
戦

〔
男
子
の
部
〕
●
優
勝
梅
原
●
準

優
勝
矢
島
•
三
位
大
輪
下

江
口

〔
女
子
の
部
〕
●
優
勝
大
輪
●
準

優
勝
大
佐
貫
•
三
位
中
谷

矢
島

◆
個
人
戦

〔
男
子
の
部
〕
•
優
勝
石
崎
高
博

（
矢
島
）
●
準
優
勝
川
辺
英
徳

（
梅
原
）
三
位
柿
沼
憲
行
（
田
島
）

荒
井
広
明
（
江
口
）

〔
女
子
の
部
〕
•
優
勝
石
崎
幸
子

（
矢
島
）
•
準
優
勝
金
子
二
三

代
（
大
佐
買
）
•
三
位
島
田
恵
美
（
梅

原
）
早
川
説
子
（
大
輪
下
）

級
者
も
一
層
じ
ょ
う
ず
に
な
り
雪
面
に

き
れ
い
な
シ
ュ
プ
ー
ル
を
え
が
き
、
ス

第
二
十
九
回
新
春
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
館
林
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
主
催
に
よ
り
、
一
月
一
日
、
館
林

市
民
体
育
館
で
、
総
勢
八
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
明
和
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ

プ
（
監
督1
1

石
塚
一
生
先
生
）
チ
ー
ム

（
写
真
）
も
参
加
し
、
見
事
に
優
勝
の

栄
冠
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

▼
一
回
戦

明
和
ク
ラ
ブ
5
6
1
3
8
雷
電
ク
ラ
ブ

マ
一
回
戦
（
準
決
勝
）

明
和
ク
ラ
ブ
4
9
1
4
2茶釜
ク
ラ
ブ

▼
三
回
戦
（
決
勝
）

明
和
ク
ラ
ブ
7
0
1
5
0
国
産
金
属

明
和
ク
ラ
ブ
が

優
勝

新
春
パ
ス
ケ
ッ
ト
大
会

キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
旅
館
で

も
、
み
ん
な
で
ス
キ
ー
の
話
し
な
ど
し

た
り
、
歌
っ
た
り
し
て
ア
フ
タ
ー
ス
キ

ー
も
楽
し
み
ま
し
た
。

旧
軍
人
・
軍
属
等
の
方
々
に
対
し
て

は
、
戦
没
者
の
遺
族
を
含
め
各
種
援
護

措
置
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
部
に

は
、
こ
う
し
た
法
律
の
あ
る
こ
と
を
知

ら
ず
、
あ
る
い
は
つ
い
う
っ
か
り
し
て

い
て
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
法
律
は
毎
年
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
却
下
等
の
裁

定
を
受
け
た
方
で
も
、
そ
の
後
受
給
す

る
資
格
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
未
処
遇
者
を
な

る
べ
く
無
く
し
、
権
利
を
失
な
う
こ
と

の
な
い
よ
う
現
地
相
談
会
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
、
軍
人
恩
給
関
係
、
戦

傷
病
者
に
対
す
る
各
種
給
付
金
、
戦
没

者
遺
族
に
対
す
る
公
務
扶
助
料
遺
族
年

金
を
は
じ
め
各
種
給
付
金
、
そ
の
他
援

護
関
係
全
般
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
請
求
に
は
、
一
定
の
条
件

と
請
求
期
限
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
旧
軍

人
・
軍
属
・
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族

等
の
方
々
で
、
ま
だ
国
か
ら
処
遇
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
二
月
二
十
日
（
金

）
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま

で
、
邑
楽
福
祥
事
務
所
（
太
田
市
）
に

て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
出
席
さ
れ
る
方
は
、
相
談
す

る
の
に
参
考
と
な
る
資
料
が
あ
り
ま
し

た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

休
載
の
お
知
ら
せ

お
た
ず
ね
コ
ー
ナ
ー
、
村
内
史
跡
た

ず
ね
あ
る
記
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り

休
み
ま
し
た
。

旧
軍
人
・
軍
属
等
の

未
処
遇
者
の
相
談
会
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申
告
期
間
は
二
月
十
七
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
の
一
カ
月
間
で
す
が
、
当

村
に
お
き
ま
し
て
は
次
の
日
割
に
よ
り

納
税
相
談
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
所
得
税
確
定
申
告
相
談
（
譲
渡
所

得
の
分
離
課
税
確
定
申
告
も
含
む
）

二
月
十
九
日
1

二
十
日

時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後

三
時
三
十
分
ま
で
、
場
所
は
役
場
三
階

第
二
会
議
室

選
挙
事
務
関
係
者
の
選
挙
運
動
の

禁
止投

票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
及
び

選
挙
長
は
、
在
職
中
、
そ
の
関
係
区

域
内
で
の
選
挙
運
動
存
禁
止
さ
れ
る
。

投
票
立
合
人
、
開
票
立
合
人
に
は
こ

の
制
限
は
な
い
。

特
定
公
務
員
の
選
挙
運
動
の
禁
止

①
中
央
選
挙
管
理
会
の
委
員
及
び

そ
の
庶
務
に
従
事
す
る
自
治
省
の

職
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

及
び
職
員
。

②
裁
判
官
・
検
察
官
・
会
計
検
査

官
・
公
安
委
員
会
の
委
員
・
警
察

官
・
収
税
官
吏
及
び
徴
税
の
吏
員
。

公
務
員
の
地
位
利
用
に
よ
る
選
挙

運
動
の
禁
止

公
務
員
が
そ
の
地
位
を
利
用
（
影

選
挙
運
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
人

口
住
民
税
申
告
相
談

三
月
三
日
（
午
前
）
斗
合
田

江
黒
（
午
後
）
千
津
井

三
月
四
日
（
午
前
）
江
口
（
午

後
）
下
江
黒
田
島

以
上
の
場
所
は
東
部
児
童
館

三
月
五
日
（
午
前
）
大
輪
（
午

後
）
川
俣
須
賀

三
月
六
日
（
午
前
）
矢
島
入
ケ

谷
（
午
後
）
大
佐
貫

以
上
の
場
所
は
明
和
農
協
第
一
事

響
力
な
ど
を
利
用
）
し
て
選
挙
運
動

す
る
こ
と
は
、
選
挙
の
自
由
と
公
正

を
害
す
る
も
の
で
あ
り
禁
止
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
公
務
員
の
選
挙
運
動
に
つ

い
て
は
多
く
は
政
治
的
行
為
の
面
か

ら
国
家
公
務
員
法
・
地
方
公
務
員
法

等
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
い
る
。

教
育
者
の
地
位
利
用
に
よ
る
選
挙

運
動
の
禁
止

教
育
者
が
学
校
の
児
童
生
徒
及
び

学
生
に
対
す
る
教
育
上
の
地
位
を
利

用
し
て
選
挙
運
動
す
る
こ
と
は
、
選

挙
運
動
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
教
育
者
の
選
挙
運
動
に
つ

い
て
は
多
く
は
政
治
的
行
為
の
面
か

ら
、
国
立
学
校
の
場
合
は
国
家
公
務

上

業
所

三
月
七
日
（
午
前
）
南
大
島

（
午
後
）
中
谷

三
月
十
日
（
午
前
）
梅
原

後
）
新
里

口
事
業
税
申
告
相
談
（
所
得
税
失
格

者
）

三
月
十
一
日
事
業
税
関
係
者

以
上
の
場
所
は
役
場
三
階
第
二
会
議

室
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
三
十

分
よ
り
午
後
四
時
ま
で
と
し
ま
す
。

申
告
書
は
各
自
記
入
の
上
ご
持
参
＜

だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
記
載
相
談
を
う
け
る
場
合

は
、
後
日
問
題
等
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

員
法
に
よ
り
、
公
立
学
校
の
場
合
は

教
育
公
務
員
特
例
法
に
よ
り
規
制
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
他
選
挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
る

者①
未
成
年
者

未
成
年
者
（
満
二
十
才
未
満
の
者
）

は
、
い
つ
さ
い
選
挙
運
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
な
に
び
と

も
未
成
年
者
を
使
用
し
て
選
挙
運
動

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
未
成
年
者
で
あ
っ
て
も

単
に
選
挙
運
動
の
た
め
の
労
務
に
使

用
す
る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
。

労
務
は
一
般
に
、
選
挙
事
務
所
に
お

け
る
湯
茶
の
接
待
と
か
、
葉
書
の
宛

名
書
き
の
よ
う
に
単
純
、
か
つ
、
機

械
的
な
も
の
が
労
務
で
あ
る
。

②
選
挙
犯
罪
者

選
挙
犯
罪
を
犯
し
た
た
め
に
選
挙

権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
は
、

い
っ
さ
い
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

午

質
問
に
応
じ
ら
れ
、
か
つ
自
書
出
来
る

方
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
住
所
・
氏
名

・
扶
養
親
族
の
記
載
は
必
ず
自
書
頓
い

ま
す
。
）

生
命
保
険
の
払
込
証
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
口
九
千
円
（
年
間
）
を
こ
え

る
支
払
い
の
場
合
は
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の
み

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
金
額
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
を
必
要
と
し
ま

す
。そ

れ
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
た
方
お
よ
び
給
与
所
得
の
み
の
方
で

給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
よ
り
明
和

村
税
務
課
宛
送
付
済
の
方
は
住
民
税
の

申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ
れ

る
方
は
期
日
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
い
ま
す
ぐ
手
続
を
と
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役

場
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

〔
俳
句
〕
順
不
同

枯
草
を
伏
せ
て
風
鳴
る
休
耕
田高

瀬
依
根
子

手
の
触
れ
て
梅
が
つ
ぼ
み
の
こ
ぼ
れ
け

り
安
見
あ
つ
子

あ
か
ぎ
れ
や
土
と
の
絆
な
断
ち
切
れ
ず

北
島
若
水

舞
ふ
も
の
の
無
く
て
冬
ば
ら
庭
か
ざ
る

林
倫
常

初
便
り
水
茎
の
跡
床
し
く
て林

（
来
月
号
は
短
歌
で
す
。
）

文

芸

欄

秀
峰
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豚
（
一
頭
）
·

゜

種
付
豚
二
万
六
千
九
百
円
皿

一

繁
殖
豚
四
万
五
千
円
→

し
・一

ヅ
子
牛
八
万
九
千
三
百
円
。

（
但
し
乳
量
計
算
を
行
う
）
i

養
鶏
（
採
卵
用
十
羽
当
た
り
）
i

ｷ
 

口

（
飼
育
一
千
羽
未
満
）

ｷ
 

赤
字
七
百
四
十
八
円
血

' 
一

肥
育
牛
（
若
令
長
期
一
頭
当
た
り
）

赤
字
六
万
五
千
五
百
円
i' 

な
お
、
赤
字
は
損
益
通
算
し
、
土
地
iｷ
 

改
良
区
費
、
耕
運
機
等
の
農
機
具
の
償
血

ｷ
 

却
費
は
経
費
と
し
て
別
に
差
し
引
い
て
＂

ｷ
 
ｷ
 

農
業
所
得
を
計
算
し
ま
す
。

ヽ
' 

ｷ
 

交
通
事
故
·

ｷ
 

出
張
相
談
·

ｷ
 

▼
日
時
二
月
十
三
日
（
木
）
午
前
一

ｷ
 

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
ロ

]
 

▼
場
所
館
林
市
役
所
i

ｷ
 
ｷ
 
ｷ
 

各
種
検
診
日
叩

ｷ
 
ｷ
 

乳
児
検
診
1
3
日
第
二
木
曜
日
·

妊
婦
検
診

2
0日
第
三
木
曜
日
i

育
児
相
談
2
7
日
第
四
木
曜
日
i

' 

い
づ
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

5一一

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
叫

` 

ま
で
で
す
o
-

゜゜

今
月
の
納
め
i

一

ｷ
 

今
月
の
納
め
は
、
有
線
放
送
使
用
料
~

一

及
ぴ
水
道
使
用
料
で
す
。
ロ

集
合
納
入
日
i

二
十
六
日
役
場
第
一
会
議
室
i

一

ｷ
 

二
十
七
日
東
部
児
童
館
＂

ｷ
 

ヶ
斗
合
田
薬
王
寺
＂

ｷ
 

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一
＂

ヶ
矢
島
公
民
館
i

I
-



村の人口

3 月 1 日現在

世帯数 2071 戸

人口総数 9162人

男 4552人

女 4610人

(2 月中の動き）

出生15人 死亡11 人

転入30人 転出20人

行

3

1

0

 

5
 
7
 

第 l
発行所

編集

印刷所

6 2 号
明和村役場

総務課
庶務管理係

小林印刷所

婦
人
学
級

は
、
昭
和
四

十
六
年
四
月

に
発
足
し
、

こ
れ
ま
て
家

庭
の
主
婦
を

対
象
に
婦
人

生
活
の
教
養

の
向
上
を
は

か
つ
て
き
ま

し
た
。こ

の
学
級

は
、
新
時
代

を
担
う
婦
人

に
な
る
た
め

の
知
識
・
技

能
か
身
に
つ

く
と
共
に
‘

学
習
を
通
じ

て
‘
互
い
に

知
ら
な
い
同

志
が
友
達
に

な
れ
た
り
す

る
な
ど
と
い
う
こ
と
で
、
大
勢
の
婦
人

か
出
席
し
て
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

学
習
会
は
、
年
に
約
六
回
行
っ
て
い

ま
す
か
、
平
均
四
十
名
の
主
婦
が
出
席

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
身
体
を
動
か
す
学
習
を

重
点
に
お
き
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
民
謡
踊

り
・
簡
単
に
作
れ
る
焼
却
炉
の
作
り
方
・

料
理
教
室
・
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
作
り

方
な
ど
の
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
作
り
方
は
、
二

月
十
五
日
に
行
っ
た
ば
か
り
で
す
。

こ
の
日
は
、
主
婦
四
十
七
名
が
出
席
。

講
師
の
指
導
に
よ
り
、
リ
ボ
ン
を
手
ぎ

わ
よ
く
花
び
ら
の
形
に
何
枚
か
切
り
、

こ
れ
を
合
わ
せ
て
つ
ば
き
の
花
を
作
成

切
り
花
と
違
っ
て
、
枯
れ
な
く
部
屋
を

き
れ
い
に
飾
り
、
ま
た
明
る
＜
し
て
く

好評の婦人学級

主婦の教養向上の場

よ
し
な
し
ご
と

季
節
の
話
題

れ
る
と
い
う
こ
と
で
‘
と
く
に
熱
心
に

と
リ
く
ん
で
い
ま
し
た
。

婦
人
学
級
は
‘
主
婦
の
方
な
ら
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

三
月
は
、
官
庁
の
年
度
末
、
学
校
て

は
学
年
末
で
、
年
度
の
し
め
く
く
り
の

月
て
す
。
受
験
・
進
学
・
卒
業
に
当
た

る
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
は
何
と

も
気
ぜ
わ
し
い
月
で
、
と
く
に
気
候
も

変
り
月
な
の
て
‘
健
康
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

二
十
一
日
は
彼
岸
の
お

彼
岸

中
日
で
す
。
仏
教
で
は
、

現
世
を
此
岸
（
し
か
ん
）
と
い
い
煩
悩

（
ほ
ん
の
う
）
を
な
く
し
、
さ
と
り
を

開
い
た
涅
槃
（
ね
は
ん
）
の
境
地
を
彼

岸
と
い
い
ま
す
。
別
に
さ
と
り
を
開
か

な
い
ま
で
も
‘
こ
の
日
‘
先
祖
の
お
墓

に
花
を
供
え
て
お
参
り
す
る
こ
と
は
、

生
活
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
ま
す
。

動
物
の
中
で
人
間
ほ
ど
親
の
保

護
を
必
要
と
す
る
期
間
の
長
い
も

の
は
な
い
。
人
間
だ
け
が
弱
い
と

も
い
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
複

雑
な
社
会
を
生
き
ぬ
く
為
に
は
、

そ
れ
だ
け
身
に
つ
け
る
こ
と
が
多

い
と
考
え
ら
れ
る
。
親
か
ら
子
に

伝
え
ら
れ
る
も
の
は
知
識
や
文
化

の
み
で
な
く
人
間
と
し
て
生
き
抜

く
力
、
人
間
関
係
の
も
ち
方
、
感

情
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
い
っ
た
も
の

も
知
ら
ぬ
間
に
伝
え
ら
れ
る
。
良

き
に
つ
け
悪
き
に
つ
け
、
親
が
子

に
与
え
る
影
響
の
大
き
な
こ
と
は

心
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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稲作転換目標

50年は 145 トン

約36ヘクタール
投
票
日

四
月
に
は
、
統
一
地
方
選
挙
で
県
議

会
議
員
選
挙
が
十
三
日
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
住
む
町
や

村
の
魅
力
あ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
ま
た
昭
和
五
十
年
代
の

地
方
自
治
の
あ
り
方
を
方
向
づ
け
る
極

め
て
重
大
な
音
藻
女
を
有
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
命
が
か
か
り
す
ぎ
る
選
挙
に
対

す
る
世
論
の
厳
し
い
批
判
の
な
か
で
行

わ
れ
る
最
初
の
選
挙
で
す
。

そ
こ
で
、
金
権
選
挙
を
追
放
し
て
、

私
た
ち
の
望
む
よ
い
県
政
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
候
補
者
の
立
会
演
説
な
ど
の
政

県
で
は
、

二
月
二
十
八

、
東
部
農

政
事
務
所
で
、

管
内
の
市
町

村
長
会
議
を

開
き
、
五
十

年
度
の
稲
作

転
換
目
標
と

米
の
事
前
売

渡
申
込
限
度

数
量
を
示
し
、

協
力
を
要
請

し
ま
し
た
。

こ
と
し
も
‘

農
業
生
産
の

地
域
指
標
や

転
作
の
実
績
‘

水
田
の
転
用

投

票

の
方
法

不
在
者
投
票
最
終
日

投
票
日

▼昭和50年度稲作転換目標数量

稲作転換目標数量 事前売渡申込限度数量

本年 前年 前年 本年 前年
前年

対比 対比

うるち

145 ント 24L ト 60% 34,363俵 36,202俵 95% 
もち

（約36 霊゜ 1,160俵 1,167.5 99 
ha) 計

35,523 俵 37,369.5 95 

四
月
十
三
H

予
定

見
を
聞
い
た
り
し
て
‘
良
識
あ
る
社
会

人
と
し
て
立
派
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

な
お
‘
邑
楽
郡
選
挙
区
の
定
数
は
二

名
で
す
。

県
議
会
議
員
選
挙
日
程
（
予
定
）

◆
四
月
一
日
告
示
不
在
者
投
票
開

ム
口
女

●
四
月
十
二
日

◆
四
月
十
三
日

投
票
日
前
に
入
場
券
が
選
管
か
ら
配

ら
れ
ま
す
。
こ
の
入
場
券
に
書
い
て
あ

状
況
及
び
湿
田
率
な
ど
を
考
慮
し
て
配

分
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
の
調
整
数
量
が

百
万
ト
ン
（
昨
年
は
百
三
十
五
万
ト
ン
）

に
減
っ
た
の
で
、
村
の
目
標
も
昨
年
の

約
六
割
に
な
り
ま
し
た
。
野
菜
な
ど
へ

の
転
作
が
定
着
し
、
土
地
の
有
効
な
利

用
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
に

つ
い
て
は
、
う
る
ち
米
、
も
ち
米
と
合
わ

せ
て
三
万
五
千
五
百
二
十
三
俵
か
配
分

さ
れ
、
昨
年
よ
り
約
一
千
八
百
四
十
七

俵
減
り
ま
し
た
。

村
で
は
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
目
標
数

量
（
別
表
）
に
つ
い
て
、
稲
作
転
換
推

進
協
議
会
に
は
か
り
、
農
家
の
意
向
を

聞
き
、
個
人
別
に
目
標
数
量
を
配
分
す

る
予
定
で
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
議
会
議
員
選
挙

る
投
票
所
に
行
け
ば
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
で
は
、
入
場
券
を
①
受
付
係

に
提
出
し
ま
す
。
次
に
②
）
選
挙
人
名
簿

抄
本
対
照
係
か
ら
入
場
券
の
返
付
を
受

け
‘
③
投
票
用
紙
交
付
係
に
行
き
、
入

場
券
を
提
出
し
ま
す
と
、
投
票
用
紙
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
④
）
投
票
記

載
台
に
行
き
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
を
書
き
、
そ
の
投
票
用
紙
を
投
票

箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の

氏
名
だ
け
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
氏
名

以
外
の
こ
と
を
記
入
す
る
ど
無
効
に
な

り
ま
す
。

........ 

言 """ i 
• • 
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こ
の
選
挙
に
は
、
三
月
十
七
日
現
在

の
選
挙
人
名
簿
か
使
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方
は
、
こ
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
に
選
挙
権
の

あ
る
方
で
す
。
こ
の
選
挙
権
の
あ
る
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
昭
和
三
十
●
年
四
月
十
四
日
以
前
に

生
ま
れ
、
本
村
に
住
所
の
あ
る
方
。

鸞
和
四
十
九
年
十
二
月
十
七
日
以
前

に
本
村
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、
引
き

議
会
制
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
を

す
る
た
め
に
は
、
選
挙
を
き
れ
い
な
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
「
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
国
民
運
動
」

を
展
開
す
る
た
め
、
二
月
十
五
日
、
選

挙
を
き
れ
い
に
す
る
国
民
運
動
県
推
進

本
部
を
設
置
し
、
声
明
を
次
の
と
お
り

発
表
し
ま
し
た
。

政
治
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復

し
、
議
会
制
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展

を
期
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
政
治
意

思
の
表
明
で
あ
る
選
挙
を
き
れ
い
な
も

俵
の
に
し
、
こ
れ
に
金
か
か
か
り
す
ぎ
る

ー

悪
習
を
改
め
る
こ
と
が
当
面
の
急
務
で

• 如
あ
る
。

6゚

選
挙
を
明
る
＜
き
れ
い
に
す
る
た
め

注
に
は
、
政
党
並
び
に
候
補
者
及
び
選
挙

運
動
に
携
わ
る
者
の
良
識
あ
る
行
動
が

声

明

続
き
住
所
の
あ
る
方
。

③
本
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
、
県
内
の
他
の
市
町
村
へ
住
所
を

移
し
た
方
（
一
回
に
限
る
。
）
で
、
そ

の
移
転
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
く
、
次
の
証
明
書
を

提
出
し
た
方
。

住
所
登
録
の
写
し
か
、
引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
証
明
書
。

切
望
さ
れ
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
有

権
者
か
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
た
か

め
、
高
い
選
挙
道
義
を
身
に
つ
け
る
こ

と
か
必
要
で
あ
る
。

来
る
四
月
に
は
、
第
八
回
統
一
地
方

選
挙
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
に
当
り

わ
れ
わ
れ
は
、
「
選
挙
を
き
れ
い
に
す

る
国
民
運
動
」
を
展
開
し
、
左
記
事
項

の
実
現
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。

一
議
会
制
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展

の
た
め
に
、
す
べ
て
の
有
権
者
か
主

権
者
と
し
て
正
し
い
自
覚
を
も
つ
て

選
挙
に
臨
む
よ
う
、
政
治
意
識
の
高

揚
に
努
め
る
こ
と
。

一
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す

る
た
め
、
政
治
に
携
わ
る
者
に
、
選

挙
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
強
く
訴
え

る
こ
と
。

一
買
収
・
供
応
な
ど
の
悪
質
な
選
挙

犯
罪
を
は
じ
め
事
前
運
動
そ
の
他
の

選
挙
違
反
を
一
掃
し
、
選
挙
の
姿
勢

を
正
す
こ
と
。

不
在
者
投
票
の
活
用
を

ど
う
し
て
も
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は

投
票
日
に
ど
う
し
て
も
不
在
に
な
り
、

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
前
も
っ
て

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
か
ら
重
度
の
身
体
障
害
者

は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
か
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

不
在
者
投
票
は
‘
告
（
公
）
示
の
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
き
ま
す
。

今
回
の
県
議
会
議
員
の
不
在
者
投
票
の

で
き
る
期
間
は
、
四
月
一
日
か
ら
四
月

十
二
日
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票
の
手
続
き

①
旅
行
・
出
如
•
お
産
な
と
で
不
在
に

な
る
場
合

役
場
選
挙
管
理
委
員
会
へ
印
鑑
を
も

っ
て
行
き
‘
宣
誓
害
（
用
紙
は
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
内
容
は
き
わ
め
て
蘭
単

で
す
。
）
を
提
出
す
れ
は
‘
そ
の
場
で

す
ぐ
投
票
か
て
き
ま
す
。
時
間
は
午
前

選
挙
を
き
れ
い
に
し
ょ
う

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
て
す
。

投
票
て
き
る
方

投

票

時
間

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
、

土
曜
日
、
日
曜
日
で
も
で
き
ま
す
。

②
重
度
の
身
体
障
害
者
の
場
合

前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
重
度
の
身

体
障
害
に
限
り
、
現
存
す
る
場
所
（
例

え
は
自
宅
・
医
院
な
ど
）
で
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
役
場
選
挙
管
理
委
員

会
に
た
い
し
て
、
本
人
の
署
名
し
た
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
書
に
身
体

障
害
者
手
帳
を
添
え
て
、
交
付
申
請
を

し
ま
す
。
そ
し
て
‘
交
付
を
受
け
た
証
明

書
を
提
示
し
て
、
本
人
か
署
名
し
た
投

票
用
紙
等
の
交
付
請
求
書
に
て
請
求
し
．

ま
す
。
こ
の
申
請
書
及
び
請
求
書
の
用

紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

投
票
用
紙
等
の
．
交
付
請
求
し
た
方
に

は
、
投
票
の
方
法
を
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。
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秋
の
味
覚
「
二
十
世
紀
」
は
糖
度
の

高
い
こ
と
で
消
費
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い

る
明
和
村
特
産
の
梨
に
、
最
近
に
な
っ

て
赤
星
病
の
発
生
が
住
宅
が
ふ
え
た
り
‘

植
木
栽
培
か
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
増

加
し
梨
栽
培
農
家
の
大
き
な
悩
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

赤
星
病
は
、
び
ゃ
く
し
ん
類
（
貝
塚

い
ぶ
き
・
た
ま
ひ
ば
・
し
ん
ぱ
く
等
）

の
植
物
を
中
間
寄
生
と
し
て
越
冬
し
た

病
菌
が
四
月
ご
ろ
雨
を
と
も
な
っ
た
風

に
飛
ば
さ
れ
て
‘
梨
に
う
つ
る
病
気
で

す
。
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
ニ
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
離
れ
て
い
て
も
伝
染
す
る
と
言

坤
域
ぐ
る
み
で
梨
の
赤
星
病
を
防
ご
う

び
ゃ
く
し
ん
類
に
中
間
寄
生

▼赤星病の伝染経路

町
直
／
｀
]

)

 

梨
一：

冑

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
初
日

の
二
月
二
十
八
日
、
消
防
組
合
で
は

中
谷
の
橋
本
産
業
聡
で
消
火
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

油
槽
タ
ン
ク
が
火
災
に
な
っ
た
と

い
う
想
定
で
、
三
台
の
消
防
車
と
ス

ノ
ー
ケ
ル
車
が
消
火
に
か
け
つ
け
、

素
早
い
動
き
で
化
学
消
火
液
の
入
っ

た
水
を
放
水
し
、
住
民
の
期
待
に
十

分
な
消
火
訓
練
で
し
た
。

◄

消
火
訓
練

字
―ュ
ー
ス

三
月
三
日
は
ひ
な
祭
り
‘
こ
の
日
、

保
育
園
で
も
ひ
な
祭
り
を
行
い
、
女

の
子
の
将
来
を
こ
と
と

ぎ
ま
し
た
。

き
れ
い
に
飾
ら
れ
た

ひ
な
壇
を
ま
え
に
し
て
、

園
児
は
歌
や
遊
戯
を
し

た
り
、
ス
ラ
イ
ド
を
見

た
り
し
て
楽
し
く
過
ご

し
、
先
生
か
ら
ひ
し
も

ち
と
あ
ら
れ
を
も
ら
い

大
喜
び
で
し
た
。

(3) 

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

伝
染
経
路
は
左
の
図

の
と
お
り
で
す
。

伝
染
経
路
に
特
異

性
の
あ
る
こ
の
赤
星

病
を
防
ぐ
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ー
ビ
ャ
ク
シ
ン
を
梨

,̀' 

＇
し

園
の
近
く
に
植
え

な
い
こ
と
。

口
ビ
ャ
ク
シ
ン
に
対

す
る
薬
剤
散
布

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を

抜
き
取
り
、
処
分
す

る
こ
と
が
一
番
よ
い

わ
け
で
す
が
、
庭
木

類
に
は
記
念
樹
と
し

て
植
え
ら
れ
た
、
い

わ
く
つ
き
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
性
格
の
樹
は
人
情
と
し
て
簡
単
に

は
処
分
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
場
合
に

は
、
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
そ
の
も
の
の
薬

剤
散
布
が
必
要
で
す
。
そ
の
方
法
は
表

一
の
と
お
り
で
す
。

国
梨
に
対
す
る
特

別
散
布

梨
の
薬
剤
散
布

は
年
間
を
通
し
て

計
画
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
赤

星
病
を
防
ぐ
目
的

の
農
薬
散
布
を
行

い
ま
し
よ
う
。

そ
の
方
法
は
表
二

の
と
お
り
で
す
。

皆
様
の
理
解
あ

る
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
て

地
域
ぐ
る
み
で
梨

の
赤
星
病
を
防
ぎ

ま
し
よ
う
。

▼ピャクシン類への薬剤散布方法（表 I)

回数 時期 薬剤名 薬剤調合 備 考

1 3 月下旬
この時期に降

ポリオキシン 水10 tに6.6 9 
雨の多い時は2 4 月中旬 AL水和剤 (1500倍液）
回数を増やす

3 4 月下旬

▼梨に対する特別散布方法（表 2)

回数 時期 薬剤名 薬剤調合

1 4 月上旬

4 月中旬 ダイセン顆
水10 t当り 16.6 9 

2 
(600 倍液）

3 4 月下旬

自
治
功
労
者
て
表
彰
ヤ

本
村
は
、
百
二
十
一
人
の
児
童
か
こ

の
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
し
ま
す
。
入

学
児
童
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
と
り
わ

け
喜
び
と
期
待
の
う
ち
に
準
備
か
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

入
学
を
前
に
し
た
児
童
に
、
こ
ん
な
子

に
な
っ
て
は
し
い
と
思
う
こ
と
を
次
に

あ
げ
て
み
ま
す
。

一
、
交
通
規
則
を
守
る
子

通
学
路
は
必
ず
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
、

正
し
い
歩
き
方
や
身
の
守
り
方
の
手
本

を
示
し
て
練
習
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
、
す
こ
や
か
な
体
の
子

入
学
と
い
う
新
し
い
仕
事
で
疲
れ
が

定
例
村
議
会

3

月

1
1日
招
集

定
例
村
議
会
か
三
月
十
一
日
に
招
集

さ
れ
、
会
期
は
お
お
む
ね
七
日
間
で
行

わ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、
昭
和
五
十
年

度
各
種
会
計
予
算
の
認
定
、
印
鑑
条
例

あ
る
い
は
給
水
条
例
な
ど
の
条
例
改
正

十
一
件
。
規
約
の
変
更
四
件
な
ど
二
十

八
件
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

長
い
間
、
地
方
自
治
発
展
の
た
め
に

つ
く
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
国
町
村
会
か

ら
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
こ

の
伝
達
式
か
三
月
三
日
‘
館
林
財
務
事

務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。▼

木
村
ト
ヨ
（
係
長
）
▼
内
田
よ
し
（

公
仕
）
▼
杉
山
キ
ク
ヨ
（
給
食
調
理
人
）

▼
及
川
ヨ
シ
（
給
食
調
理
人
）

ち
で
す
。
十
分
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
体

調
を
整
え
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
特

に
む
し
歯
の
治
療
・
目
・
耳
．
鼻
な
ど

．
の
病
気
の
治
療
な
ど
は
完
了
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

三
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
子

身
じ
た
＜
・
洗
顔
・
用
便
な
ど
の
身

の
ま
わ
り
の
し
ま
つ
か
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
、
ぜ
ひ
と
も
習
慣
に
な
っ
て
い

な
い
と
困
ま
り
ま
す
。
練
習
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

四
「
ハ
イ
」
と
「
イ
イ
エ
」
は
は
っ

き
り
言
え
る
子

自
分
の
意
志
を
相
手
に
伝
え
る
た
め

の
基
本
的
な
表
現
で
す
。
は
き
は
き
し

た
行
動
と
と
も
に
、
大
き
い
声
で
は
っ

き
り
言
え
る
子
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

五
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
子

自
分
の
も
の
と
他
人
の
も
の
と
の
区

別
が
で
き
、
相
手
の
気
持
も
考
え
ら
れ
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
心
が

け
ら
れ
る
子
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

六
、
生
活
の
リ
ズ
ム
に
の
れ
る
子

起
床
か
ら
就
寝
ま
で
の
生
活
の
リ
ズ

ム
を
学
校
生
活
に
合
う
よ
う
に
切
り
か

え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
つ
か
の
間
の
接
触
の
折
で

も
、
は
げ
ま
し
と
温
か
い
ま
な
ざ
し
を

与
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

親
の
大
き
な
愛
が
子
ど
も
の
「
自
立
」

を
助
け
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
の
で
す
。

ま
た
、
も
う
す
ぐ
一
年
生
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
無
理
な
要
求
を
し
た
り
よ
け
い

な
緊
張
感
を
与
え
な
い
で
、
学
校
は
楽

し
く
勉
強
で
き
る
と
こ
ろ
と
し
て
の
期

待
を
も
た
せ
、
安
定
し
た
気
持
ち
で
入

学
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

も
う
す
ぐ
一
年
生

入
学
の
心
が
ま
え
を
教
え
て
お
こ
う
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確
定
申
告
期
限
が
せ
ま
り
ま
し
た
が

次
の
よ
う
な
人
は
、
税
金
が
納
め
す
ぎ

に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
確
か
め
、

納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
確
定

申
告
を
し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

一
、
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
、
医

療
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

二
、
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方
。

三
、
予
定
納
税
を
し
て
い
る
方
で
、
災

害
や
営
業
不
振
の
た
め
、
確
定
申
告

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
方
。

四
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
、
配
当
、

原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
少
な
く
て
、

し
か
も
、
そ
の
他
の
所
得
も
あ
ま
り

多
く
な
い
方
。

税
金
の
納
め
す
ぎ
は
還
付
申
告
を

車を運転するときは、たとえーば
いでも絶対に飲まない

0に
1で
』
―
―
^
]

り
＆

.
i
 

交
通
死
亡
事
故
ス
ト
ッ
プ
県
民
運
動

が
「
百
七
十
万
県
民
の
総
力
を
あ
げ
、

交
通
死
亡
事
故
を
な
く
そ
う
。
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
三
月
一
日
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
展
開

二
月
に
入
っ
て
、
交
通

事
故
死
者
が
飲
酒
運
転
や

暴
走
運
転
な
ど
の
た
め
に
、

毎
日
一
人
の
尊
ぃ
命
か
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
運
転
者
は
も

（
館
林
税
務
署
）

た
だ
い
ま
毎
日

一
人
の
飲
酒
・
暴
走

運
転
の
犠
牲
者

交
通
死
亡
事
故
ス
ト
ッ
プ
運
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
県
下
の
交
通
事
故
か

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
特
に
飲
酒
・
暴

走
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
か
続
発
し
て

い
る
た
め
、
県
民
の
総
力
を
あ
げ
、
交

通
道
徳
を
た
か
め
、
安
全

運
転
の
実
践
に
よ
っ
て
、

交
通
死
亡
事
故
の
防
止
を

図
ろ
う
と
い
う
ね
ら
い
で

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

重
点
目
標
謬
打
者
保
護
5疇
疇ち

ろ
ん
‘
歩
行
者
、
自
転
車
の
方
も
次

の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。
さ

せ
な
い
。
車
を
運
転
す
る
者
に
は
絶

対
に
酒
を
出
さ
な
い
。

◆
速
度
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な
追
越

し
、
信
号
無
視
な
ど
の
危
険
な
運
転

は
絶
対
に
し
な
い
。

◆
経
済
速
度
「
四
十
キ
ロ
」
を
励
行

す
る
。

◆
横
断
歩
道
手
前
の
危
険
な
追
越
し

や
追
抜
き
は
絶
対
に
し
な
い
。

◆
「
ち
っ
ち
ゃ
な
子
ど
も
と
お
年
寄

り
、
お
先
へ
ど
う
ぞ
」
の
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
る
。

◆
歩
行
者
は
「
と
ま
る
、
み
る
、
み

ん
な
手
を
あ
げ
正
し
い
横
断
」
を
励

行
す
る

♦

夜
間
、
自
転
車
に
は
ス
コ
ッ
チ
ラ

イ
ト
（
反
射
テ
ー
。
フ
）
を
つ
け
、
歩

行
者
は
タ
ッ
グ
ラ
イ
ト
（
光
る
下
げ

札
）
を
携
帯
し
て
通
行
す
る
。

●
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
は
湿
度
が
高
い

の
で
、
漏
電
し
や
断
器
を
取
付
け
、
防

湿
型
の
機
器
‘
接
続
器
（
コ
ン
ネ
ク
タ

ー
）
等
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

モ
ー
タ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
に
は
「
は
だ
し

」
「
ね
れ
手
」
で
触
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
加
温
機
は
正
規
の
配
線
工
事
（
ア
ー

ス
取
付
け
な
ど
）
で
安
全
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

◆
モ
ー
タ
ー
を
使
い
始
め
る
と
き
は
準

備
を
整
え
て
か
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、

終
っ
た
と
き
は
一
番
先
に
ス
イ
ッ
チ
を

ピ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
の

電
気
事
故
防
止

文
芸
欄
は
都
合
に
よ
リ
休
載
し
ま
す
。

来
月
は
俳
句
て
す
。

西
小
学
校
に
教
育
機
器
な
ど
を
次
の

方
々
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
集
図
応
答
分
析
器
三
台
十
二
万

円
相
当
ー

▼
集
団
応
答
分
析
器
二
台
八
万
円

相
当
樽
見
喜
文
さ
ん
（
矢
島
）

▼
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
用
支
柱
一
基ー

ミ
『
さ
ん
（
矢

三
万
七
千
円
相
当
匿
名清

水
＂
（
＇

小
型
船
舶
の

検
査
を
受
け
よ
う

小
型
船
舶
を
所
有
さ
れ
る
方
で
、
ま

だ
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
の
検
査
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
本
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
検
査
を
受
け
て
、
船
舶
検

査
証
書
を
持
ち
、
船
舶
検
査
済
票
を
は

り
つ
け
て
お
か
な
い
と
四
月
以
降
は
航

行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
小
型
船
舶
は
、
長
さ
四
以
以
上

十
二
討
未
満
の
。
フ
レ
ジ
ャ
ー
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
及
び
長
さ
十
以
以
上
十
二
以
未

満
の
そ
れ
以
外
の
エ
ン
ジ
ン
付
の
舟
で

な
お
、
希
望
さ
れ
る
方
は
猶
予
期
限

が
四
月
以
降
の
場
合
で
も
、
今
す
ぐ
受

検
で
き
ま
す
か
ら
な
る
べ
く
早
く
受
け

て
く
だ
さ
い
。

小
型
船
舶
の
検
査
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
次
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
関
東
支
部

喜

0
三
ー
六
六
八
ー
四
一
九
八

寄
付
あ
リ
が
と
う

切
り
ま
し
よ
う
。

※
非
常
停
電
を
知
ら
せ
る
「
停
電
報

知
器
」
の
取
付
け
を
推
奨
い
た
し
ま

す
。
（
東
京
電
力
）

大須川梅中新南田江千
大津

輪賀俣原谷里島島口井

1
3時
＼
1
4時

1
4時
ー
1
5時

1
5時
ー
1
6時

9

時
ー
1
1時

1
1時
ー
1
2時

1
3時
ー

1
4時

1
4時
ー
1
5時

9

時
ー
1
0時

1
0時
ー
1
1時

1
1時
ー
1
2時

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
は
、
本
年
三
月
三
十
一
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
四
月
一

日
か
ら
新
し
い
保
険
証
と
交
換
に
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
等
に
お
い
て
あ

る
保
険
証
は
、
三
月
下
旬
ま
で
に
お

手
許
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

交
換
日
程
と
会
場
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
交
換
日
全
部
落
と
も

3

月

3
1日

▼
場
所
及
び
時
間

斗
合
田

9

時
1
1
0時

下
江
黒

1
0時
1
1
1時

上
江
黒

1
1時
1
1
2時

集
会
所

集
会
所

東
部
児

童
館

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

公
民
館

国
民
健
康
保
険
証
が

更
新
に
な
リ
ま
す

今
月
の
納
め
は
、
明
和
土
地
改
良

区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道

使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

I
I

斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
公
民
館

今
矢
島

大
佐
貫

月
の
納
め

日

種
痘
接
種
の
実
施

種
痘
接
種

1
8日
（
武
道
館
）

種
痘
判
定

2
5日
（
武
道
館
）

い
ず
れ
も
受
付
は
、
午
後
一
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。

こ
の
種
痘
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
九
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九

年
八
月
三
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た

方
を
行
い
ま
す
。
種
痘
の
予
防
接
種

は
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

第
一
期
に
つ
い
て
は
、
生
後
六
ヵ
月

よ
り
二
十
四
ヵ
月
ま
で
に
受
け
な
い

と
、
村
の
集
団
実
施
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

吾＾ロク

各
種
検

乳
児
検
診

1
3日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

2
0日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
7日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
保
健
相
談
室
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。

入
ヶ
谷

1
3時
3
0分
i
1
4時

斤-
P
 

1
4時
ー
1
5時

1
5時
ー
1
6時

公
民
館

集
会
所
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